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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　ＥＰＩＬＯＧＵＥ　Ｉ　絶ぜつ望ぼうが埋うめ尽つくす仕組み










　ひどく暗い。


　彼を包つつむすべてが、ひどく暗かった。


　もう、なにも見えないほど。


　もう、なにも聞こえないほど。


　手を伸のばしてみる。


　助けてくれと、手を伸ばしてみる。


　でも、その手はどこにも届とどかない。


　それどころか、あまりの暗さにその、自分の手すら見えなくて。


「……俺おれは、いったい……」


　いつの間にこんなところまで、きてしまったんだろう？


　シオン・アスタールは周囲を見回した。


　するとそこは、玉座で。


　ローランドの、すべての中心で。


　だがそこにはなにもない。


　人は彼を、英えい雄ゆう王おうと呼ぶ。


　だが彼には、まるでなにもなかった。


　かつて母がこう言った。


『なにも怖こわくないのよシオン』


　しかし彼は首を振ふる。


　怖い。


　怖いよ母さん。


　僕ぼくのせいで人が死ぬ。


　僕のせいで人が生きる。


　その恐きよう怖ふに、弱い僕は毎日震ふるえてる。


　助けてと叫さけぶ。


　暗くら闇やみにおぼれ、助けてと叫ぶ。


　でもその声は、誰だれにも届かない。


　ただ、母の言葉は続いていく。


『あなたは優やさしい子に育ってくれた』


　でも、優しいだけじゃ誰も救すくえなかったんだ。


　世界は、思っていたよりずっとずっと暗くて。


　優しいだけじゃ……なにも救えなかったんだ。


　だけどそれでも、救おうと思った。


　前に進もうと、そう思った。


　目に映うつる、たくさんのものを救おうと。


　泣なき叫ぶ弱い者たちを、少しでもたくさん、救おうと思ったんだ。


　そうしたら、闇が。


　いつの間にか闇が、手の中に入ってて。


　そして……


　母の声が、続く。


『だから私がいなくなっても……あなたは一人ぼっちじゃないの』


　それに。


　シオンは微ほほ笑えんだ。


「……違ちがうよ母さん。僕は優しくなんかなくて……だから一人ぼっちだ……」


　手に入れたのは闇だけ。


　底なしの闇。


　その、闇をつかむように手を差し出し……その手を見る。


　すべてを救おうと掲かかげた、自分の手。


　狂くるった世界を俺が変えるんだと、突つきだした腕うで。


　大切な人たちを守るために。


　大切な人たちの笑え顔がおを見るために。


　大切な、なにかを。


　だが、結けつ果かは……


「…………」


　結果は、どうなった？


　そっと目を閉とじる。


　するとあいつの顔が頭に浮うかぶ。


　いつも、なにもかもをあきらめているような、投げやりな顔。


　悲しげに笑う表ひよう情じよう。


　ライナ・リュートの、顔。


　その記き憶おくの中のライナが、シオンに向かって言う。


『おまえがルーク・スタッカートに与あたえた任にん務むは……』


　言葉は、そこまで。


　だがそれだけですべてがわかった。


　シオンが、ルーク・スタッカートに与えた任務は『ライナ・リュートの抹まつ殺さつ……』。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者の化ばけ物もの、ライナ・リュートの、抹殺。


　だが、なぜライナがそれを知ってる？


　なぜおまえが……


　と、シオンがライナを見たとき、彼のほうも、こちらの表情を見ただけですべてを理り解かいしたようだった。


　いつもの、悲しげな顔。


　生きることすらあきらめているような顔。


　まるで。


　まるで彼の心の声が、聞こえてくるかのようだった。


『ああ、やっぱりか』


　それは悲ひ鳴めい。


『おまえも俺のことを化物だと……』


　彼の、心の悲鳴。


　でも、でもそれは、


「…………違う」


　シオンは、ひねりだすような声で言った。


　だが、ライナの表情は変わらない。


『おまえも俺のことを化物だと思ってるんだろう？』


　違う！


　そんなふうに……


　俺は、そんなふうに思ってない！


　そう、叫びたかった。


　おまえを化物だなんて思ってない……


　そう叫びたかった。


　なのにライナはただ、悲しそうに笑うだけで。


『おまえらの……おまえらのせいじゃないよ。俺は、おまえらが好きだった』


　彼の顔にはいつも、絶ぜつ望ぼうが浮ういたまま。


　彼の中には、絶望がしまわれたまま。


　そしてライナは消えた。


　シオンの前から、一いつ瞬しゆんにして消えた。


　なにもできなかった。


　シオンにはそのとき、なにもできなかった。


　だから、


「…………」


　シオンは手を伸ばす。


　いまさらながらに、ライナを引き留とめるために、手を伸ばす。


　記憶の中に残った、ライナの姿をつかむように、手を伸ばす。


　もしかしたらまだ、間に合うかもしれない。


　いま手を差し伸べれば、まだ間に合うかもしれない。


　だからシオンは、必死に、必死に手を伸ばし……


　でも、その手はライナにはまるで届かない。


「…………いや」


　シオンはそこで、目を開けた。


「…………俺の手が、おまえに届かない理由はもう、知ってるんだ……」


　小さく言って、再び自分の手の平を見た。


　彼はかつて、ライナにその手を差し出して、こう言った。


『俺に協力してくれ、ライナ。一いつ緒しよにこの国を変えよう』


　一緒に。


　一緒にこの国を変えよう。


　その、言葉に。


「は……ははっ」


　シオンは思わず、乾かわいた声を漏らした。


　まるでそれは、茶番だ。


　狂った茶番。


　自分で手を差し伸べておいて、自分でそれを壊こわす。


「…………」


　一緒にこの国を変えようと言っておいて。


　一方ではライナを殺せと命令を下す。


『『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ライナ・リュートが、国外において暴ぼう走そう、もしくはローランドを裏切るような素そ振ぶりがあった場合。


　その抹殺……』








　それが、シオンがルークへと下した命令。


　だが、それは……


「……俺は……ライナを化物だなんて、思っちゃいない」


　するとそれに突とつ然ぜん。


「でも殺すんだろう？」


　目の前。


　闇の中から、声がして。


　しかし、シオンは顔を上げなかった。


　そこにいるものがなんなのか、知っているから。


　その声が言ってくる。


　澄すんだ、とても綺き麗れいな声。


「君は殺す。正しいよ」


「…………」


　しかしシオンは、答えない。


　ただ、小さく、


「……俺はあいつを、化物だなんて思ってない……」


「あはははははははははは。シオンは優しいなぁ……でも、そんなのは、どうでもいいことだ」


　そんなのは、どうでもいいこと。


　それにシオンは顔を上げて、闇を見る。


　するとそこには、闇よりももっと悪いものがあって。


　闇よりも、暗く、邪よこしまで、悪意のあるモノがあって。


　その、悪意が言ってくる。


「君は正しい道だけを進む。必要なら、大切なものもすべて踏ふみつぶすことができる強さ。友も。愛する者も。すべて。それが、唯ゆい一いつの君の資し質しつ。さあ、示しめせ。正しい道を……」


　悪意が、言ってくる。


「おまえの進む道を、示してみろ」


「…………」


　それにシオンは、細く、息いきを吐はいた。


　そして再び吸すおうとして、しかし、空気が入ってこない。


　息が。


　空気が……


　ただ、入ってくるのは、闇だけで。


「…………」


　シオンは、床ゆかに散さん乱らんしている書類に、目を向ける。


　それはルーク・スタッカートがあげてきた書類で。


　その書類を、見つめ。


「…………俺は」


　彼は、闇を吐き出した。





















　　第一章　白の思おも惑わく、黒の思惑










「…………それで？」


　ルーク・スタッカートは、小さく言った。


　まだ二十五歳さいという若い年ねん齢れいにはそぐわない、落ち着いた穏おだやかな表情。


　優やさしげな薄うす緑みどりの瞳ひとみに、色が抜ぬけ落ちてしまったかのような、白はく髪はつ。


　その穏やかな瞳で、闇やみの、奥を見つめた。


　夜の路ろ地じ裏うら。


　月明かりも届とどかない、その路地裏の闇を見つめながら、


「……あなた方は誰だれで、私へのご要望はなんでしょう？」


　しかし。


「…………」


　闇は静まり返ったまま、答えない。


　それにルークは肩かたをすくめ、


「答えたくないのなら、それはそれで構かまいま……」


　が、そこで。


　闇に潜ひそんでいる気け配はいが、答えた。


「……ミルク・カラードの身み柄がらを、預あずかっている」


　その、言葉に。


　すっと、ルークの闇を見つめる瞳がほそまる。


　そして落ち着いた、穏やかな声のまま、


「ほう……で？」


　すると、闇の中から六人の男たちが現あらわれた。


　統とう一いつ感かんのない、どこにでも売っていそうな衣服をそれぞれ着込んでいるが……


「…………」


　ルークには男たちの足の運び方だけで、彼らが何者なのかすぐにわかった。


　おそらくは、ここ、ローランド帝てい国こくで訓くん練れんを受けた、兵士だ。


　それも、かなりの力量だろう。


　動きの無む駄だのなさ。


　隙すきのなさ。


　そして低く、圧あつ迫ぱく感かんのある声こわ音ねで、一人の男が言ってくる。


「……我われらと一いつ緒しよに、きてもらおうか、ルーク・スタッカート」


「ふむ。嫌いやだと言ったら？」


「……ミルク・カラードの命の保ほ証しようはない」
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　それに、ルークは苦笑した。


　彼らの言葉。


　彼らの現れ方。


　その、すべてが……ルークの予想通りのものだったから。


　ミルク隊たい長ちようの失しつ踪そう。


　それにはもう、ルークは気づいていた。


　さっき、明日はどこへ遊びにいきましょうかと、ミルク隊長の部屋を訪おとずれたが、彼女はいなかった。


　しかし、彼女はルークたちの許きよ可かも得ずに、こんな夜中に外出するような娘こじゃないのだ。


　彼女はまじめで、健けな気げで、優しくて……


　いや……ま、まあ、それはいまはおいておくとしても……


　彼女は勝手に夜中に出歩いたりはしない。


　それも、今夜は明日の計画を一緒に練ねろう、という約やく束そくをルークと交わしていたのだ。にもかかわらず、それを破って黙だまって外出するなど、絶対にありえない。


　では、彼女がその約束を破って部屋にいないとなると、どんな可能性が出てくるか……





　１・なにか事故に巻まき込こまれた。


　しかしこれはない。彼女は素す直なおでいい子でかわいらしい上に、本当に高い能力を持っ……


　って、いや……まあ、これもまた止まらなくなるからおいておくとして。


　とにかく彼女の実力からして、そうそう不ふ慮りよの事故に出くわす、などということは、ないだろう。


　なら、次の可能性。





　２・あの、どこの馬の骨ともわからない、ライナ・リュートが関わってきて、彼女を惑まどわせた。


　これが……一番可能性としては高い。


　いつもは元気で、聞き分けがよくて、利発なミルク隊長が、唯ゆい一いつこのライナとかいう男のことになると我われを失ってしまうのだ。


　たまたま彼の姿を見つけ、追いかけていってしまった……という可能性は、ないわけではないが……


「…………」


　だが、やはりあり得ない。


　ライナ・リュートの所在は、常につかんでいるのだ。


　それがルークの本当の任にん務むなのだから。


　ライナ・リュートは夜中、宿しゆく泊はくしていた宿を飛び出し、なにか少し切せつ迫ぱくしたような表情でエリス家へと向かった。


　そこまでの動向をつかんでいるのだ。


　その行動の間に、ミルク隊長が絡からんだ様子はない。


　ならば、次の可能性。





　３・何者かに、誘ゆう拐かいされた。


　しかしなんのために？


　可能性は、三つある。


　一つ目は、ライナ・リュートをおびきだすための、エサ。


　二つ目は、ルーク・スタッカートをおびきだすための、エサ。


　三つ目は、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの最高責任者である、ラッヘル・ミラーをおびきだすための、エサ。


　さて、そのどれか。


　三つ目の可能性は、この際考える必要はない。ミラー先せん輩ぱいの優ゆう秀しゆうさは、ルークが一番知っている。放っておいても、どうにでもしてくれるだろう。


　この場合、最悪なのは一つ目。


『ライナ・リュートをおびきだすために、ミルク隊長が誘拐された場合』だ。


　その場合、すべてはルークの目の届かない場所で進んでいってしまう可能性がある。


　だからこそ……


　と、そこで、ルークは後ろを振ふり向き、質素、というよりも、少し小こ汚ぎたない一いつ軒けんの宿を見る。


　ライナ・リュートが滞たい在ざいしている宿だ。


　ここで待まち伏ぶせしていれば、ミルク隊長を誘拐した何者かが現れる可能性があると思い、ここにきていたのだが……


「……用件は、私のほうにありましたか……」


　言って、ルークは少しだけほっとする。


　もし、ライナ・リュートのほうへ接せつ触しよくされたら、常にライナの監かん視しの任務についてもらっているリーレ・リンクルが、一人でその誘拐者の対応をしなければならなくなる。


　だが。


「…………」


　ルークは目の前にいる、数人の男たちを再び見つめた。


　ぱっと彼らの力量を見る限り……リーレ一人では少し、荷が重かっただろう。


　いかに彼が優秀だといっても、予よ備び情報もなく一人でどうにかできるような相手じゃない。


　それだけ、彼らは強い。


　それでいて、驕おごりというものがない。まるで隙がないのだ。


　正直なところ、まともに戦えばルークは一いつ瞬しゆんにして彼らに殺されてしまうだろう。


　彼らも、それはわかっている。


　だから、男たちはこちらへと近づいてきながら、


「さあ、一緒にきてもらおうかルーク・スタッカート。抵てい抗こうが無駄なことは……」


　が、そこまでだった。


　こちらへ歩いてこようとしていた男たちの、足が止まる。


　そして彼らはその足下を見つめ、それから、驚きよう愕がくの表情でこちらを見て、


「…………そ、そんな馬鹿な。これは……」


　そこで、ルークはにこりと笑って、穏やかな口く調ちようのまま言った。


「そう。魔マジ導ツクト罠ラツプです。あ、動かないでくださいね。足を離はなしたら足が失なくなるどころか、あなたたちの肉片一つ残りませんから」


　しかし、それにまだ信じられないという表情で、男たちが続ける。


「そ、そんなはずない。な、なぜこんなものを仕し掛かけることが……」


　だが、その言葉を聞かずに、ルークは振り向く。


　別の集団。


　ライナ・リュートが滞在している宿の屋上から、ルークの背後を狙ねらってナイフを構かまえていた三人の男たちへ向け、


「あ、そこも動かないように！　そこの魔マジ導ツクト罠ラツプは、宿の屋根ごと吹ふっ飛んじゃいますから」


「なっ……」


　ぎょっとしたような表情で、動きを止め、ルークを見つめる。


　それにルークはうなずき、笑顔で、


「あ、よかった間にあって。調べによると、今日は宿の二階に宿しゆく泊はくしているお客さんはいないようですが……それでも屋根が壊こわれたら営業できなくなってしまいますからね。そうしたら、さすがに損そん害がい賠ばい償しよう金きんをだしてあげなきゃいけなくなるでしょう？　しかし……」


　と、そこで再び、地面の魔マジ導ツクト罠ラツプの上、動けなくなっている男たちのほうを向いて、言った。


「そんな税金の無む駄だ遣づかいは控ひかえないと。あなたたちと私……同じこのローランドに仕える身の上ではね」


　そう言って、笑う。


　それに男たちは今度こそ、恐きよう怖ふに震ふるえる。


「……き、貴様……どこまで知っている……」


　だが、ルークは首を振って、


「なにも。でも予想はできる。あなたたちほどの強力な私兵を持った上で……ミルク・カラードを誘拐し……そして、私に接触したがる人物は誰だれか……」


　ルークが知っているだけでも、候こう補ほは何人かいる。


　貴族の中には四人。


　軍の上じよう層そう部ぶに二人。


　じゃ、その中の誰か……


　ルークは小さく息いきを吸すい。


　それから、


「……………………ミラン・フロワードか？」


　瞬間。


　男たちの顔に、恐怖の色が浮うく。


　それにルークは笑った。


「当たりか。なるほど。フロワード侯こう爵しやくの息むす子こね。彼はやることが派は手でだから、動きが見え見えなんだよな……まあ、やりたいことはわかるんだけど……」


　しかし、そのフロワードにミルク隊長が捕とらえられてるとなると……


　ルークは少しだけ、首をかしげる。


　そして男を見つめ、


「それで、フロワード中ちゆう将じよう閣かつ下かは、私を呼んでいると？　ラッヘル・ミラー少しよう佐さではなく、私を？　一応、うちの大たい将しようはミラー少佐なんだけど……彼がご要望なのは、私だと？」


　男はうなずく。


「……我々は、ルーク・スタッカートを連つれてくるようにいわれている」


「……なるほど」


　そこでまた、ルークの思考は巡めぐり始める。


　ミラー先輩ではなく、ルーク・スタッカートが呼ばれる理由。


「…………あまり、いい話じゃなさそうだなぁ」


　ルークは小さくため息をついてから、言った。


「ちなみに君らの足下にある魔マジ導ツクト罠ラツプは偽にせ物ものだから、もう動いていいよ。最初から素す直なおに捕つかまるつもりだったけど、いろいろ話を聞けて、助かったよ」


　その、言葉に。


　男たちは足を動かし、しかし、足下の魔ま方ほう陣じんが、まるでなんの効こう果かもない、偽ダ物ミーだとわかると、憎にく々にくしげにルークをにらみつけてくる。


　ルークはそれをかわすように悪いた戯ずらっぽく笑って、


「あ、べらべら喋しやべっちゃった件はフロワードには内ない緒しよにしておくから、安心して」


　そう言った。


　そのまま、ルークは男たちに捕らえられ、牢ろうに入れられ……








　そしてそれから、一月もの時が流れることになる。





　　　　　　◆





　闇やみの中に、灯あかりがともる。


　すると牢ろうの中が、煌こう々こうと照らし出される。


　いや、そこは牢と言うには、あまりに綺き麗れい過すぎるかもしれない。


　テーブルがあり、ベッドがあり、書しよ棚だなまであって、その書棚にはなかなか興きよう味み深ぶかい書物がいくつも並ならんでいる。


　もう、ここはちょっとしたホテルのような場所だった。


　さらには簡かん易いのキッチンのような場所もあり、頼たのめば食材をいくらでも運んできてもらえたし、それどころか、朝、昼、晩ばんと、なにが食べたいか、なにが飲みたいか、他になにか必要なものはないかと……至いたれり尽つくせりの状じよう況きようだった。


　しかし部屋の扉とびらは開かない。


　扉も、普通のものじゃない。


　一枚目は鉄の格こう子し。


　二枚目は鉄板で出来た扉。


　そのそれぞれに、七つずつの錠じようがかけられており……内側から開けることはできない。


　いや、内側には取っ手すらないのだ。


　厳げん重じゆうどころの騒さわぎじゃなかった。


　あくまでそこは牢で……


　と、そこで。


　牢の扉が開き、一人の男が入ってくる。


　その男は言った。


「……灯りをつけないことによって、どのような効こう果かがあるのでしょうか？」


　冷たい、淡たん々たんとした声。


　それにルークは顔をあげる。


　すると目の前には、奇き妙みような男がいた。


　漆しつ黒こくの綺麗な長ちよう髪はつ。華きや奢しやな、線の細い長身。珍めずらしい、黒い指輪をはめている長い指。


　そして悪あく魔まのような瞳ひとみ。


　凍こおりつくような、濃のう紺こんの冷たい瞳。


「…………」


　ああ、これはすごいと、ルークは思った。


　世界のすべてに絶ぜつ望ぼうしている瞳。


　なににも期き待たいしていない瞳。


　遠目に彼の姿を見たことはあったが、これほどとは……


「……ではあなたが、ミラン・フロワード中ちゆう将じよう閣かつ下か？」


　ルークが言うと、フロワードはうなずく。


　それからその、世界のすべてを見下すような、切れそうなほど冷たい瞳で彼はこちらを見つめ、


「遅おそくなって申もうし訳わけありません、ルーク・スタッカート軍ぐん曹そう。駒こまを動かすのに、少々手間取りまして」


　駒……


　と、フロワードは言った。


　それにルークは少しだけ首をかたむけて、


「駒、ね……それは、ライナ・リュートのことでしょう？」


　するとその言葉に、フロワードは少し驚おどろいた表情になってから、笑えみを浮うかべる。


「……これはこれは……さすがですね。頭の切れる方と話をするのは、楽でいい。ならば、私があなたをここへお呼よびした理由も……？」


　理由。


　ラッヘル・ミラーが呼ばれるのではなく、ルーク・スタッカートが呼ばれた、理由。


　いや、考えるまでもなく、それは簡かん単たんなことだった。


　ルークはフロワードを見つめ、


「では私に……ライナ・リュートを殺せと？」


　するとまた、フロワードは嬉うれしそうに笑う。


「……本当にあなたは、素す晴ばらしい」


　肯こう定てい。


　つまりフロワードは、そのためにルークをここへ呼んだのだ。


　しかしそれに、ルークの表情は曇くもる。


　そしてかつて、シオンから渡された命令書に書かれていた内ない容ようを、思い出す。





　一つ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者、ライナ・リュートが見落とした勇ゆう者しやの遺い物ぶつの、探たん索さく、収しゆう集しゆう。


　二つ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ライナ・リュートの、監かん視し。


　三つ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ライナ・リュートが、国外において暴ぼう走そう、もしくはローランドを裏うら切ぎるような素そ振ぶりがあった場合。





　その抹まつ殺さつ……








　だからこそルークは、ライナ・リュートを常つねに監視していたのだ。


　だが、それと同時に、これは形式だけの命令だということもわかっている。


　もし、ライナ・リュートの存そん在ざいが他ほかへ漏もれ出た場合の対たい策さく。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』という、忌いみ嫌きらわれている化ばけ物ものを飼かっていたことがばれたときの対策。


　そしてもしもライナ・リュートが、ローランド帝てい国こくを裏切った場合の、対策……


　だがいずれにしても、シオンがライナ・リュートを殺そうなどと考えてはいないことはわかる。


　少なくとも、いまは。


　しかしフロワードは、ライナ・リュートを殺せと言う。


　そしてその理由も、ルークにはわかった。


　だから、


「……あまり、趣しゆ味みがいいとは思えないですね」


　ルークは、表情を曇らせて言った。


　だが、フロワードはそれにあっさり、


「……趣味をどうこう言っていては、国は動かせません」


「確かにそれはそうですが……多くを救すくうためには、多少の犠ぎ牲せいはしかたがないという考え方はどうも……」


　しかしそれにもフロワードはあっさりと、


「……たかがライナ・リュート一人の命に、心を痛いためるほどの価か値ちを私は見つけていません。彼にはそもそも、生きている価値がない」


　それに、ルークはさらに顔をしかめる。


「……その言い方は少し……」


　だがそこで、フロワードは言葉を遮さえぎって、


「少し……なんでしょう？　それともスタッカート軍曹は、ライナ・リュートは生きているべきだと思っておられる？」


　その、言葉に。


「…………」


　ルークは、黙だまり込んでしまう。


『ライナ・リュートは、生きている価値がない』


　フロワードはそう言った。


　そしてその意味は、


『ライナ・リュートは誰だれもが忌み嫌う、危き険けんな『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者だから、生きている価値はない』


　などという、ありがちで、単純な差別からでた言葉では、ない。


　いやそれどころかフロワードは、誰よりもライナ・リュートの価値を認みとめているのだ。


　だからこそこれほどにこだわる。


　だからこそわざわざ手の込んだことをしてまで、ルークをここへ呼んだのだ。


　ライナ・リュートには、それだけの価値がある。


　彼の命には……それだけの価値が。


　ルークはフロワードを見つめ、


「……ライナ・リュートが死ぬことによって得られる利り益えきは……それだけ大きいと、フロワード中将閣下はお考えですか？」


　そう言った。


　すると彼は、例の死んだように冷たい瞳でルークを見み据すえ、


「あなたは、そうは考えていないと？」


「…………」


　ルークはそれに、答えなかった。


　だが、フロワードはさらに続ける。


「いや、あなただけじゃない。ラッヘル・ミラー少しよう佐さも、私と同じ意向だと思っていたのですが……それともそれは、私の考え違ちがいでしょうか？」


「…………」


　ルークはそれにも、答えない。


　答えないまま、別の方向へと思考を走らせはじめる。


　いまの状況は、あまりよくなかった。


　思っていたよりも、ミラン・フロワードは心の内を素す直なおにさらしてくる。


　もう少し、腹はらの探さぐりあいになると思っていたのだが……


　ここまで彼が素直に接せつ触しよくしてくるとなると、状況は……


「……なるほど。それほどまでに、いまのローランドの状況は……」


　それにフロワードはうなずく。


「……このまま放置すればいずれは……」


　言葉は、そこまで。


　だが、続きはわかる。


　滅ほろぶのだ。


　他国に呑のみ込こまれる。


　だからこそ、フロワードは真しん摯しな態たい度どでルークに接してきている。


　誠せい実じつな態度で。


「………………」


　誠実……………………ね。


　ルークは言った。


「お断ことわりします」


　だが、フロワードは、濃紺の瞳でルークを見つめたまま、


「断れないことは、あなたが一番よく知っている」


「なぜ？」


「私たちは人ひと質じちを取っている。ミルク・カラードの命は、あなたが私の要望を聞く、という前ぜん提ていのもとに保ほ証しようされて……」


　が、ルークは言葉を遮さえぎって、首を振る。


「それは違うでしょう、フロワード中将閣下。あなたは私がライナ・リュートを殺したあと、ミルク・カラードも殺すおつもりだ」


　それに、


「…………」


　今度はフロワードが答えない。


　ただ、冷たい瞳でルークを見つめるばかりで。


　だが、ルークはそのまま続ける。


「今回の場合、そのほうが効こう果かが高い。そうでしょう？　シオンさんの心のよりどころになりそうなものはすべて潰つぶし、彼の甘あまさを消すためには……ライナ・リュートに連つらなる、ミルク・カラードも一いつ緒しよに殺したほうがいい。違いますか？」


「…………」


　フロワードは、まだ答えない。


　しかしルークはそのフロワードの目を、真まっ直すぐに見つめ、


「だからまずは、ミルク・カラードの命の保証……その確かく約やくをもらえなければ、私はあなたの要望には、何一つ応こたえる気にはなりません。話はそれからです」


「…………」


　その言葉にフロワードは少し困こまったような表情になった。かすかに眉まゆ根ねを寄よせてから、


「…………ふむ。なるほど。あなたの言いたいことはわかりました。いいでしょう。ミルク・カラードは殺さないと、約やく束そくしましょう」


　それに、ルークは苦く笑しようして、


「噓うそでしょう？」


　するとフロワードはあっさりうなずく。


「そう。噓です。殺すかもしれないし、殺さないかもしれない……でもあなたは私のその言葉を信じなければならない。なぜならミルク・カラードという人カ質ードは、こちらの手の中にあるのだから」


　とそこで、彼は思考するようにさらに眉根を寄せて、


「……しかし、あなたがそんなこともわからないような愚おろか者でないことは、これまでの会話ですでにわかっている……となると、どうやってあなたは、私からミルク・カラードの命の保証を獲かく得とくするのですか？」


　それに、ルークはあっさり、


「あなたの命と交こう換かんで……ということでどうでしょう？」


　そのまま、部屋を見回す。


　いまルークが立っているのは、部屋の入り口の向かいに設置されている、ベッドの横だった。


　そしてフロワードがいるのは、部屋の入り口。


　その二人の位置関係は、大人の足で、大おお股また六歩ほどの距きよ離りだ。


　そしてそれは……


　ルークなら、一いつ足そく飛びで間合いを詰めて、フロワードを殺すことが出来る距離だった。


　と、そこで。


　フロワードはさらに困ったような顔になって、


「……ミルク・カラードの命を保証しなければ、私を殺すと？」


　ルークはうなずいた。


「まあ、そういうことですね」


　だが、それにフロワードは、薄うすい笑えみを浮うかべる。


　冷たい、微び笑しようだった。


　今日ルークが見た、フロワードの表情の中で、もっとも冷たい表情。


　彼は左手で、そっと自分の右手の指についている、黒い、奇き妙みような指輪を撫なで始める。


　そして言った。


「……ルーク・スタッカート軍曹。あなたの強さは、十分知っています。かつての革かく命めいの立役者……紅こう指しのクラウ・クロムに並ならぶほどの実力者だということも」


　が、それにルークは首を振り、おどけた表情で答える。


「いやいや、クラウと戦ったりしたら、私はすぐに殺されてしまいますよ」


　そしてそれは事実だった。


　魔ま法ほうの技術。


　格かく闘とうの技術。


　反はん射しや神しん経けいに、体力、速さ……


　その、すべてにおいて、ルークはクラウに劣おとる。


　一度クラウと喧けん嘩かしたことがあるが……


「…………」


　が、あまりの悲ひ惨さんな思い出に、ルークは思い出すのをやめた。


　とにかく、ルークはこと戦せん闘とうということにおいて、クラウに勝てる気がしない。


　彼は戦闘の天才で。


　比くらべてルークの能力は、凡ぼん人じんよりは少し優すぐれている、という程てい度ど。


　だが。


　フロワードが、ルークを見つめて言ってくる。


「しかしあなたには、違う才能がある。ずば抜ぬけた状況把は握あく能力……いや、そんな言葉でおさまるのかどうか。私の取り寄せた資料だけでも、あなたは十二の戦場において、無敗。それも、すべてがありえないほどの劣れつ勢せいな状況で、です。


　これは異常だ。奇き跡せきを起こす、戦せん略りやく、戦術の大天才と言ってもいい……」


「……褒ほめすぎですよ。しかし、よく調べましたね。ほとんどの戦場において、私は本名を名乗ってないのに……でも、それだけわかっているのなら、少しは私の取り引きに応じてくれても……」


　が、フロワードは首を振った。


　そして彼はその間、自分の指についている指輪をなで続けている。


　黒い指輪。


　その、黒い指輪をなでながら、


「いくらあなたが天才でも……私を殺すことはできない。しょせんあなたは人間で……私の敵ではない」


　なんてことを言い出して、ルークは首をかしげる。


「ほぉ？　その口ぶりだと、まるであなたは人間じゃないかのようですが……あれ、もしかして人間じゃない？」


　そういえば人間にしては、目つきが悪すぎるような、なんて失礼なことを考えてみる。


　だがフロワードはそれに、


「いえいえ、人間ですよ。でも、人間のあなたでは、私を殺すことはできない」


「…………これはまた、難むずかしいことを言うなぁ……人間だけど人間じゃ殺せなくて……」


　が、ルークはそこで一度言葉を止め、それから、


「……ま、無む駄だ口ぐちはもういいでしょう。まずは私が、あなたを殺せるところを証しよう明めいできないことには、話は進まないんですから」


「だから、あなたには出来ませんよ」


「どうかな。とりあえずまあ、それを試ためすために、一戦……」


　そう、ルークが言いかけたときだった。


　フロワードが、笑う。


　右手を高く掲かかげる。


　黒い、指輪のついた右手を。


　そして、


「……闇やみよ」


　そう、言った途と端たん。


　フロワードの全身から、信じられないほどの圧あつ力りよくが噴ふき出す。


　殺気。


　鬼き気き。


　呼び方はいろいろあるだろうが……とにかく、危あぶなそうななにかの気け配はいが周囲に溢あふれかえる。


　それもその気配は一つじゃない。


　一つ、二つ、三つ、四つ……


　どんどん、どんどん増ふえていく。


「……これは」


　ルークはそれに、周囲に目を走らせる。


　だが、気配の姿はない。ただただ、気配だけが部屋の中に溢れ……


　とそこで、フロワードは言った。


「……有れ」


　刹せつ那な。


　フロワードの足あし下もとの影かげが、膨ふくれあがり始める。


　黒い影が空間に飛び出し、そして獣けものの姿をかたちづくろうとする。


「…………」


　それをルークは見つめ。


　しかし、動じなかった。


　一いつ瞬しゆんで、状況を把握する。


　黒い影の獣。


　どうもそれが、フロワードの能ち力かららしい。


　おそらくは、あの黒い指輪の能力。


　あの指輪によって、獣を自由に操あやつれるのか、もしくは影をどんな形状にもできて、自由に使えるのか……


「…………と、とにかく間合いをとらないと」


　そう言って、ルークは一歩後ろに下がる。


　しかし、フロワードはそれに、


「もう、遅おそいですよ」


　言って、指を少しだけ動かす。


　その動きが、闇の獣へどういった命令を下したのかはわからないが、獣たちはそれに反はん応のうして、こちらへ襲おそいかかってこようとしたところで……


　すべては、終わりだった。


　一瞬、天てん井じようからきらきら光るなにかが落ちてきたかと思うと……





　ギュシュワッ!!





　という、わけのわからない音をたてて、黒い影の獣たちが、細こま切ぎれに切り裂さかれ、消しよう滅めつしてしまう。


「……なっ」


　声をあげたのは、フロワードの方。


　だが、ルークはそのまま駆かけ出す。


　一直線に、フロワードへと向けて。


　それにフロワードは顔をしかめ、


「くそ……闇よ……」


　と、掲げた手と指に……


　ひゅるるっと小さな音をたてて、光が巻まき付いていく。


　そしてルークは、


「それ以上指を動かすと、指も腕も飛ぶ」


　その言葉に、フロワードは自分の腕を見て、ますます顔をしかめる。


「…………糸……？　だがこれは……」


　が、言葉はそこまでだった。


　ルークはフロワードの胸むなぐらをつかみ、そのまま勢いきおいよく後ろの鉄てつ格ごう子しにたたきつける。


「がは……」


　フロワードはうめき声をあげるが、ルークは止まらない。


　懐ふところからナイフを取り出し、フロワードの首くび筋すじへとあててから、いつもとはまるで違う、低く、暗い声で、


「……汚きたない手でミルク・カラードに指一本でも触ふれてみろ……おまえなんか、すぐに殺してやる」


　その、言葉に。


　フロワードは、鉄格子に押しつけられたまま、目だけでルークを見る。


「…………ふむ。それは、普ふ段だんは冷静なあなたも、ミルク・カラードのことになると、損得抜きで私を殺しにかかる、ということを私に伝えるための、演技ですか？」


　それに、ルークはにっこり笑った。


　穏おだやかな表情。


　その、穏やかな表情のまま、ナイフをぐっと前へ進める。フロワードの喉のどから血が流れ始めるが、まだ止めない。
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　フロワードが自分で身をそらさなければ、おそらく動どう脈みやくが切れていただろうというところまで、ぐいっとナイフを押しつけて……


　しかし、笑え顔がおのまま、ルークは言った。


「……演技なんかじゃねぇよ。俺おれらは家族に手を出した奴やつは絶対に許ゆるさない。殺されたくなきゃ、不用意に俺たちに手は出さないことだ。理解したら、まばたきを一回だけしろ。不満があるなら、戦闘続行だ。この場で殺してやる」


　それに。


「…………」


　フロワードは一度だけ、まばたきをした。


　それを確かく認にんしてから、ルークはナイフをフロワードの喉から外して、


「……どうもすみません。痛かったですか？」


　再び、いつもの声こわ音ねに戻もどって、そう言った。


　するとフロワードは、動脈が切れてないとはいえ、それなりに出血している首を指で触ふれ、それからその血を見る。


「…………なるほど。これほどの力を持っているのなら……確かに取り引きは成立しますね。あなたは私を殺せる……しかし、殺さないでいてやるから、ミルク・カラードには手を出すなと……そういうわけですか」


　ルークはうなずく。


「そういうわけです」


　それに、フロワードは目を細め、周囲を見回す。


「……で、さっきのあなたが使った武器は……糸？」


「そうです」


「……それはライナ・リュートが書いたレポートでいうところの、勇者の遺い物ぶつの一種ですか？」


　ルークはまた、うなずく。


「彼が回収し忘れたのを、私が使わせてもらってます」


「その遺物の能力は？」


　それに、ルークは手に持っていたナイフをその場に捨てて、再び懐に手を入れ、一本の細く、小さな針はりを取り出す。


　目を凝こらさなければ見えないほど、細い針。


　それをフロワードが見えるように掲げてから、説明した。


「能力……というほどのものでもないんですけどね。とりあえずこの針はこんな細さにもかかわらず、折れない。でもって、この針からは無限に細い糸を出し入れ出来て……その糸も強きよう靭じんで、切れない。ただ、それだけの能力です」


　ルークの想像ではおそらく、この針と糸は、かつて、武器ですらなかったんではないかと思う。便利な裁さい縫ほう道具……程てい度どのものだったのだろう。


　だが。


　フロワードが、ルークの言葉を繰くり返して言ってくる。


「ただ、それだけの能力も……使い手次し第だいでは、これほどの大きな力になる……」


　彼は一度天井を見上げ、それから部屋の灯りへと目を動かし、


「……あなたが部屋の灯りをつけていなかったのは、糸を天井に設置し、それを隠かくすため」


　続いて、ルークの足下を見る。


「……おまけに私の影の獣に驚おどろいたフリをして、戦闘中に一歩後退したのも、罠トラツプを発動させるための伏ふく線せん。足下に刺さしてあった針を蹴けり、天井の糸の罠トラツプを発動させる……というのが、いまの戦闘の真相でしょうか？」


　それに、ルークはうんざりした顔でフロワードを見つめた。


「……次は、勝てる気がしないなぁ」


　だが、フロワードはその言葉に、少しも表情を変えない。


　暗い、冷たい表情のままでもう一度、


「……勇者の遺物は、使い手次第でこれほど危き険けんな武器になる……だからこそ、時間はあまりない」


「…………それは、ガスタークのことですか？」


「…………」


　フロワードは、答えなかった。いや、答えずともわかるだろう、というような表情。


　確かに、わざわざ答えてもらうまでもない話だった。


　状況は、もうひどく悪いのだ。


　情報によると、ガスタークは『勇者の遺物』のような道具をいくつも使って、他国を次々に侵しん略りやくしていっているらしい。


　だがそれは、中央大陸を挟はさんでさらに北……遥はるか遠くにある、北大陸の話であって……


　南大陸の南なん端たんに位置するローランド帝国には、あまり関係ないように見えるが……


　関係は、大ありだった。


　一つの国が動く。


　すると、世界、すべてが動き始める。


　戦乱へと向かって。


　いや、このローランドすら、戦乱の火種を生んでいる国の一つなのだ。


　長年争ってきたエスタブール王国をその支配下に置き、南大陸最大規き模ぼの国となったローランドが、次に考えるのは南大陸の統とう一いつだろう。


　仮かりにこの国の王である、シオンがそれを望んでいなかったとしても……


　隣りん国ごくのルーナやネルファは、そう思ってはくれない。


　いつローランドが攻せめてくるかと怯おびえ……それに備そなえ始める。


　攻められる前に、他国と同どう盟めいを結んで、ローランドに対たい抗こうしよう。


　攻められる前に攻め込んで、滅ほろぼしてしまおう。


　攻められる前に。


　攻められる、前に……


　一度動き出してしまった歯車は、もう止まらない。


　喰くわれないためには、その歯車に乗って、動き続けなければならないのだ。


　そしてその歯車に乗るためには……


　ルークは、フロワードがこの部屋に入ってきたときに言った言葉を思い出す。


『駒を動かすのに、少々手間取りまして』


　この言葉の、意味。


「……では、駒ライナ・リユートはあなたの筋書き通り、ローランドを出たんですね？」


　するとそれに、フロワードは楽しげに笑ってから、


「いや……筋書き以上の出来事が起きた。彼は他の新たな『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者と連つれだって、ローランドを裏切ったらしい」


「…………」


　それが、フロワードがルークに接せつ触しよくしてくるのが遅れた理由……


　だが、そんなことはどうでもよかった。


　ライナ・リュートが誰と連れだってこの国を裏切ろうが……裏切ったからにはシオンから与えられた、ライナ抹殺の命令が発動することになる。


　フロワードがさらに続けてきた。


「陛へい下かが戻るのはおそらく一週間後。その前に国を発たってください。いまさら抹殺命令を撤てつ回かいされるわけにはいきませんからね」


　それにルークは、うなずく。


　そう。


　もしもライナ・リュートを殺やるのなら、シオンが戻ってくる前に、国を発たなければならない。


　ルークはそこでふと、シオンに見せてもらった、ライナ・リュートが書いたというレポートの一枚目の文章を思い出す。





『人が死ぬのは嫌きらいだ。


　殺すのも嫌い。


　泣かれるのだって、泣くのだっていやだ。人生を選べないというのはどういう気持ちだろう？


　家族が死ぬのは？


　好きな人が死ぬのはどうだろう？


　誰もそんなことを望まないはずなのに、なぜか世界は、そんな無意味な悲しみばかりを、笑いながら欲ほしがる。


　なにかを無む理り矢や理り変えたいと思ったことはなかった。けど、変えなきゃ悲しいし、もうなにも失いたくないから……


　めんどくさい話だが……


　そろそろ前へ進もうかと思う。いままでずっと、目をそらしてきたけど、必要なら、自分の過去だって見つめてみよう。


　そして、


　もう誰もが、なにも失わない世界を手に入れるために。


　あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンは思いつめなくていいような世界。


　みんなが笑って、昼寝だけしてればいいような世界へ。




　　　　　　ライナ・リュート』







　それは、素す晴ばらしいと思う。


　本当に素晴らしい。


　誰もがなにも失わない世界。


　みんなが笑って暮くらせる世界。


　もしそんな世界が作れるのなら、喜んで力を貸そう。


　それで誰もが笑っていられるなら。


　それで、ミルク・カラードの笑顔が守れるのなら……


　もしそんな世界が本当に作れるのなら、この命だって捧ささげよう。


　だが。


　現実には、そんなものは存そん在ざいしない。


　この世界には、そんなものは存在しない。


　幻まぼろしだ。


　誰もが一度は夢見る幻。


　いや、能力が高ければ高いほど。


　力があればあるほど陥おちいる深い穴あな。


　そんな幻を追いかけていては、誰も、なにも救えなくなる。


　だから、彼を殺さなければならない。


　ライナ・リュートという存在は……


「……彼は……シオンさんの心を、壊こわしかねない……」


　フロワードはそれに、満足げに笑う。


「本当に、あなた方がこのローランドにいてくれることを、心強く思います」


　だが、ルークは答えなかった。


　ただ、少しだけ悲しげな表情になっただけで、


「…………わかりました。ライナ・リュートを、殺しましょう」


　小さく、そう言った。





















　　第二章　価か値ちのない神、退たい屈くつな女め神がみ










　まるでそれは、夢ゆめの中にいるようだった。





　ここしばらくの間に起きた出来事。


　シオンが意地悪そうな顔で笑って、フェリスと無む理り矢や理り冒ぼう険けんに出かけさせられて。


　その間に起きた出来事を思い出すと、ライナ・リュートは思わず、


「…………ほんとに、俺おれはなんであんなふうに思ったのかなぁ……」


　そんなふうに呟つぶやいた。


　猫ねこ背ぜ気ぎ味みに曲がった気け怠だるい長身瘦そう軀く。寝ね癖ぐせがついたままのだらしない黒くろ髪かみ。


　そして、その黒い髪と同色の、眠そうな黒い瞳ひとみの中央には……


　朱しゆの、五ご方ぼう星せいが薄うすく浮ういていた。


　その瞳の片かた方ほうを閉とじ、そこにライナは指を、ぐっと押しつける。


　普ふ通つうなら眼がん球きゆうが潰つぶれてしまうほどの強さで指を押しつけ……


　しかし、その瞳はびくともしない。


　いや、かつてライナが自分で眼をナイフでえぐろうとしたときでさえ、まるで傷きず一つつかなかったのだ。


　この程てい度どの圧あつ力りよくで、この瞳を潰すことができるはずない。


　この『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』と呼よばれる特とく殊しゆな瞳は……そんな簡かん単たんに、彼から離はなれてはくれないのだ。


　誰だれもが忌いみ嫌きらう、呪のろわれた瞳。


　一度暴ぼう走そうするとそれは、大だい虐ぎやく殺さつを生み出す。


　望のぞんでないのに、周囲の人間を、大切な人たちを、すべて殺してしまう。


　だからそれを、人々が悪あく魔まの瞳だと、化ばけ物ものだと呼ぶのは、仕方がないと思う。


　ライナ自身でさえ、この自分の瞳を呪っているのだから。


「…………」


　この瞳さえなければ。


　これさえなければ、俺は……


　が、


「……馬ば鹿からしい」


　そう呟つぶやいて、ライナは首を振ふった。


　そうだ。


　本当に、馬鹿らしい。


　もう、とっくにあきらめたことなのに。


　自分は呪われた化物で。


　生きているだけで、側そばにいる人を不幸にする悪魔で……


　そんなことは、とっくにわかっていた。


　なのに……


　また、自分は人を好きになる。


　愚おろかだとわかっているのに、自分はまた、人を好きになる。


　シオンが笑って。


　フェリスが側にいて。


　自分はこのまま、まるで普通の人間と同じように生きていけるんじゃないかって……


「…………」


　そんな、夢のような場所でまた……


　自分は人を傷つけてきたのだ。


　ライナは、最後に見たシオンの顔を思い出す。


　ひどく、苦しそうな表情。


　シオンはライナを抹まつ殺さつするための命令を出していた。しかしそれは当然のこと。ライナは人殺しの化物なのだ。暴走したら、殺さなければならない。


　王として、当然の命令だ。


　だが、シオンはその命令を出すとき、どんな思いをしただろう？


　そんなの、考えるまでもない。


　そしてフェリスは。


　彼女は……


「…………」


　と、そこで。


　ライナは、考えるのをやめた。


　考えても仕方ない。


　もう二度と、会うことはないのだから。


　それでも彼女が発した一言一言を、ライナは覚おぼえている。


　彼女の言葉。


『おまえは化物じゃない』


　目の前で、ライナは暴走して、彼女を殺そうとしてるのに……


　彼女はそう言った。


『おまえは化物じゃない』


　彼女はそう言ってくれた。


　それは嬉うれしかった。


　あの姿を見て、それでもそう言ってくれたのは、本当に嬉しかった。


　そして、そうありたいと願った。


　彼女の言葉。


『おまえは私の相あい方かたで、奴ど隷れいで、茶飲み友達だ。化物なんかじゃないんだ。聞こえるか？　ライナ』


　その、言葉通りでいたいと、そのときは本気で思った。


　でも、違ちがうんだ。


　実際は違う。


　自分は化物で。


　いつ、シオンやフェリスを殺すかわからない。


　側にいるだけで二人を傷つけて。


　側にいるだけで、大切な人たちを傷つけて。


　このまま、彼らの側にいるわけにはいかない。


　いまのままじゃ、側にはいられない。


　だから……





　と、そこで。


「なぁライナ。お腹なかすかないかい？」


　声をかけられる。


「ん？」


　それにライナは、隣となりを見た。


　ライナと並ならぶようにして街かい道どうを歩いている男。


　ティーア・ルミブル。


　まるで聖せい職しよく者しやかなにかが着ているような、きっちりと整った漆しつ黒こくのスーツを着込み、靴くつまで黒と、全身をもう、黒一色で統とう一いつしている。


　おまけにライナと同じで髪も瞳も黒……


　そしてこれまたライナと同じように、その瞳の中央には、朱の紋もん様ようが薄うすく浮ういている。


　だが、その形が違った。


　五方星ではなく、朱の十字……


　ティーアの話では、それはライナの持っている『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』とは違うもので、『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』という名前だという。


　その能力についてはまだ説明を受けてないが、ライナが見る限りは確たしかに、まるで別物だった。


　ライナの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』には、暴走する以外に、どんな形式の魔法だろうと、どんな複雑な魔法だろうと、ただ、見るだけですべてを理解し、写しとってしまう、という能力がある。


　だが、ティーアの瞳……『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』の能力は、また違う。


　彼の瞳は、魔法や、人を喰くらうのだ。


　いや、厳げん密みつには人の中にある、魔法を生み出す力のようなもの――魔ま導どう学がくで言うところの、精せい霊れいや、気の流れのようなもの――を、喰らっているようなのだが……


　とにかく彼は、人や魔法、精霊を喰らい、それを自分の力に還かん元げんして、異い常じようとも言える身体能力を発はつ揮きする。


　それは圧あつ倒とう的てきな身体能力を誇ほこるフェリスや、魔法で動きを加速したライナもまるでついていけないほどの動き。


　いやそれどころか、彼はたった一人で一軍を相手どり、壊かい滅めつすることすらできる。


　人を喰らって力に換かえ、その力でさらに、人を殺すのだ。


　その化物ぶりは、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』どころの騒さわぎじゃない。


　その、化物が、


「歩きづめでなにも食べてなかったから、そろそろお腹減へったころだろうと思って」


　なんてことを、にこにこと機き嫌げんのよさそうに言ってきて……


　ライナは思わず、


「って、おまえまさか、また人間喰う気じゃないだろうな!?」


　その、言葉に。


　ティーアは少し、眼を見開く。


　朱の十字が浮いた瞳。


　その瞳をライナに向けて、


「…………もちろん、人間なんて食べないよ。というより、ライナは人間を食べられないだろう？」


「あ、当たり前だろうが。人間なんか食べれるわけないだろ！」


　するとティーアは嬉しそうに笑った。


「お、ライナはいいこと言うなぁ。そう。人間なんて、食べるに値あたいしないほど下等な生き物だからね」


「……いや、そういう意味じゃなくて」


　それに、ティーアは首をかしげて、


「ん？　じゃ、どういう意味？　どうして人間を食べちゃいけないの？」


「そ、そんなの……」


　と、そう言いかけて、ライナの言葉は、止まってしまう。


　どうして人間を食べちゃいけないのか……


　そんなの、簡かん単たんだ。


　どんな小さな子こ供どもだってわかるような、あたりまえのこと。


　自分は人間で……だから、自分と同じ人間は、食べない。


　本当にそんなのは簡単なことのはずなのに……


　ティーアが続ける。


「ふむ。まずはその勘かん違ちがいから治なおしていかなきゃね。ライナは馬鹿な人間どもの中で洗せん脳のうされて育ってきたから、間違った知ち識しきを植え付けられてるけど……僕ぼくらは、人間なんて下等な生き物じゃない。神の眼めを持った、上位種なんだから」


　その言葉に、ライナは顔をしかめた。


「それは、俺らは人間じゃないってことか？」


　するとティーアは、ライナのその表情を見て、それから悲しげな顔で笑う。


「そう……『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は大たい抵てい、僕が『君は人間じゃない』と伝えると、そういう顔をする。だからこそ、君たちの不幸は始まるんだけど……」


「んぁ？　俺たちの、不幸？」


　ライナが聞くと、ティーアはうなずく。


「……君らの不幸は、生まれたときにもう、始まってる。人間の子供として生まれ、数年は人間の子供として育つ。その間に、洗脳されてしまう。自分は人間で、このまま人間として幸せになれるんだと、洗脳されてしまう。そして君らは人を愛し、信じ、尽つくし……そのあげくに……裏切られる。化物と蔑さげすまれ、悪魔と恐おそれられ……そして殺される。違うかい？」


「…………」


　違わない。


　確かにそう。


　人間の、ほとんどの者たちは『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を忌み嫌い、恐れ、殺したがる。


　ライナの場合は、生まれてから数年間の記き憶おくがないから少し違うかもしれないが……


　アルアは……


　ライナと同じ、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者の少年は、もう、まんまその通りの人生になった。


　その瞳に『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が現あらわれてしまったばかりに、両親を殺され、軍の研究材料として滅め茶ちや苦く茶ちやに扱あつかわれ。


　いや、軍の研究材料として扱われていたのはライナも同じだが。


　でも、


「……でもそれは、おまえも同じじゃないのか？」


　ライナは言った。


「おまえだってその眼に、十字の模も様ようが浮き上がる前は……」


　が、ティーアはライナの言葉を遮さえぎって、首を振った。


「違うね。僕は人間を好きになったことは一度もない。というより、人間を、自分の同族だと思ったことすらない。いや、そもそも君の目と……」


　そう言って、彼はライナの眼の、その中央に浮いている、朱の五方星を指さす。


　それから今度は、自分の眼の中央にある、朱の十字を指さして、


「僕のこの『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』は……開かい眼がんのタイミングが違うんだよ。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』はだいたい、生後五、六歳さいにならないと、浮き上がってこない。君の瞳に『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が現れたのも、ちょうどそのくらいだろう？」


　そう言われたが、ライナにはその記憶はなかった。


　自分の眼に、いつごろから朱の五方星が浮き上がったのか……


　瞳の力を初めて使ったときのことは覚えているんだけど……それ以前から瞳に五方星が浮かんでいたのかどうかと言われると……


　そもそもこの瞳の中央にある朱の五方星は、力を使っていないときは、よく瞳をのぞき込まない限り、薄くて他人には見えないのだ。


　だから、自分でも知らない頃からこの朱の五方星はあったのかもしれないし、なかったかもしれないのだが……


　ティーアが『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』は五、六歳にならないと、浮き上がってこないというのなら、そうなのだろう。


　アルアも確たしか、ちょうどそれくらいの年ねん齢れいだし。


「…………」


　とにかくこれは、新しい情報だった。


　ライナはティーアを見る。


　そして、やはりついてきてよかったと、そう思った。


　平然と人間を殺し、それを喰らうこの男の考え方は気に入らないが……


　それでも、こいつはこちらが知らない情報を大量に握にぎっている。


　一いつ緒しよに行動する価値はある。


　ライナは話を続けた。


「それじゃ、『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』は……その、開眼？　とかいうのをするタイミングが、俺らとは違うってのか？」


「ああ。『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』が開眼するのは、人間の女の腹はらの中でだ」


「うお？　そうなの？」


「うん」


　ティーアはあっさりうなずく。


　だが、そこでライナには、一つの疑ぎ問もんが浮かぶ。


　ティーアの『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』が開眼するタイミングが、母親のお腹なかにいるときだ、ということはわかった。


　だけどそれだと、


「じゃあ、おまえには人間の母親がいるってことだよな？　その母親に育ててもらったのに、おまえは自分のことを人間だとは思わなかったのか？」


　が、そこでティーアは笑う。


「思わないね。というより、僕を身ごもった人間の女の顔すら、僕は知らないからね」


「え？　それってじゃあ……おまえも子供の頃ころの記憶がないとか？」


　するとティーアは、不ふ思し議ぎそうにライナを見つめてきて、


「ん？　いまの言葉からすると、ライナは子供の頃の記憶がない？」


　逆にそう聞かれしまう。


　それにライナは、思い出す。


　覚えている、一番最初の記憶。





　それは赤だった。


　視界一面に広がった、赤の記憶。


　突とつ然ぜん、眼が覚さめて……


　眼を開いてみると、そこは荒こう野やだった。


　空は夕ゆう陽ひで真まっ赤かに染そまり。


　そして大地も……大量の死体と、そして血の海で、真っ赤に染まっていた。


　まわりにあるのは、ただ、死体、死体、死体、死体の山。


　それが、一番最初の記憶。


　そして覚えていたのは、自分の名前だけ。


　あとはなにもわからない。


　なぜ、あんなところにいたのか。


　自分はあんなところで、なにをしていたのか？


　まるで覚えてなかった。





　だからライナはうなずいた。ティーアを見て、


「ああ。五歳……ぐらいのときから以前の記憶がまったくないんだ。覚えてたのは名前だけ。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者には、よくそういうことってあるのかな？」


　その、質しつ問もんに、


「…………ふむ。どうかな」


　ティーアは腕うで組ぐみをして、真しん剣けんに考え始める。


　そのまましばらく考え込んでから、


「……いや、僕が見つけた『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者には、そういったタイプはいなかったな。大たい抵ていは『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を持っている、ということが世間にバレて、親と一緒に迫はく害がいされていた、もしくは、親に殺されようとしていた……なんてタイプばかりで……」


　アルアだ。


　やはり、ほとんどがそうなのだ。


　じゃあ、自分はいったい……


　が、それにティーアが、憐あわれみのこもった眼でライナを見つめ、


「……なにか、とても精神的に負ふ担たんになるようなことがあったのかもしれない。ライナが思わず、記憶を封ふう印いんしてしまうほどの、なにか。人間どもは、本当にひどいからね。愛してると言いながら差別し、笑いながら平然と同族を殺す。だから僕は、人間がもっとも下等な生き物だと思う。狂くるった化物は、奴やつらだ……」


　その言葉に。


「……否ひ定ていは、できないな」


　そう言ったときのライナの表情に、ティーアはまた笑った。


「だからそこで、ライナが辛つらそうな顔をする必要はないんだよ。君は人間じゃないんだから。人間どものやってることに、君は関係ない。君は、奴らとは違うんだからね」


　そう言われて……ライナはさらに複雑な気分になる。


　ティーアのにこにこと愛あい想そのいい表情からすると、彼は本心からそう、褒ほめているらしいのだが。


「……人間じゃないって、褒められてもなぁ……」


　小さくそう呟つぶやいて、ライナはまた、顔をしかめる。


　自分は、人間じゃない。


　その可能性を、考えなかったわけじゃない。


　でも、本当にそうなんだろうか？


　確かに、化物じみた瞳を持ってはいるけど。


　とそこで、ライナは自分の手の平を見た。


　その手は、人間のものと同じように見える。


　肌はだ。爪つめ。薄く透すける血管。


　ほとんど完かん璧ぺきに、人間のもののように見える。


　いや、手だけじゃない。


　瞳以外の部分は、人間と変わらない……と、思う。


　そう、思いたかった。


　ずっとずっとそう思って生きてきた。


　自分は化物で。


　でも、この眼さえなければ。


　この眼さえ……


「…………」


　なんて……


　また、同じ考えが頭をめぐって。


　何度も、何度も、同じところでぐるぐる回る。


　そして……あの言葉が頭に響ひびくのだ。


　それはフェリスの兄の、ルシルが放った言葉。


『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢ゆめを見ていた？』


　自分は、化物……


　そんなことは知っていた。


『知っているはずなのに。君の血ち塗ぬられた化物の手では……なにも摑つかむことができない……どこにも、届とどくことはない』


　そんなことは、知っていたんだ。


　でも、それでも。


　それでももしかしたらって……


　が、そんなライナの考えを見み透すかすかのように、ティーアが言ってきた。


「ちなみに、僕が、僕を身ごもった人間の女の顔を知らないっていう話の続きなんだけど……」


　それに、


「……え？」


　ライナは一瞬、反はん応のうできなかった。


　だが、ティーアは気にせず続ける。


「産み月がくるとね、まず、女の腹の中で、僕の目が開く。『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』が開眼するんだ。そうしたら次に、どうなると思う？」


　その、問いかけに。


　ライナは。


　ティーアを見つめた。


　そして、


「……ま、まさか」


　ライナは思わず、震ふるえた。


　ティーアの、いままでの言葉を総そう合ごうして、推すい理りするとたどりつく結けつ論ろん。


　でも、そんなはず……


　そんなはずが……


　ティーアは人間の子供として身ごもられた。


　なのに彼は、母親の顔を知らない。


　それはなぜか。


　なぜ……


「……まさかおまえ……腹の中から母親を喰ったのか？」


　するとそれに、ティーアはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔になる。


「……あれを、母親なんて呼ばないでくれないか」


「おまえ……」


　だが、ライナはもう、それ以上言葉は続けられなかった。


　だって、いまの話は……


　絶対にあってはならないはずの話なのだ。


　そんな、馬ば鹿かな。


　ありえない。


　だって、それじゃあ。


　それじゃあ……


　するとティーアがライナを見つめたまま、嬉うれしそうに言った。


「そう。ライナもやっと、気づいてくれたようだね。腹の中にいる子供……胎たい児じには普ふ通つう、意い識しきとか、意い志しのようなものはない。なのに、僕は女の腹の中から、彼女を喰らった。それが、どういうことか……」


　ライナは、さらに震える。


　なにも言えなくなる。


　それが、どういうことか。


　つまりそれは。


　ティーアが……


『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』保持者が、初めから、そういう生き物だということだ。


　誰に教わるでもなく、鳥が初めから飛ぶことを知っているように。


『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』保持者は、初めから母を喰い殺して生まれてくる生き物。


　人間ではない、別の……


「う、噓うそだ！」


　ライナは思わずそう言った。


　だが、ティーアはそれに、優やさしい、穏おだやかな口く調ちようで言ってくる。


「それは……侮ぶ辱じよくの言葉かい？　母親の腹を喰い破って生まれたら、化物だと……君は、僕にそう言いたいのかい？」


「…………あ、う」


　ライナはまた、なにも言えなくなる。


　だが、ティーアはあくまで優しい口調で、まるでライナを心配するような、そんな声で、


「……あまり僕を、けなさないほうがいい。それはあとで、自分に返ってくる言葉だから。でも大だい丈じよう夫ぶ。怖こわがらないで。君は一人じゃない。ただ、人間じゃなかった、というだけで、君には僕らがついてる」


　そして、そっと彼は、ライナの肩かたを抱だこうと……


「さ、触さわるな」


　そのティーアの腕を、ライナは押し飛ばす。


　だがそれに、ティーアはやはりいたわるような声のまま。


「これが……『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者の……君らの不幸だ。命ヽ令ヽがヽこヽなヽいヽかヽらヽ……僕には、胎児のときにもう、命令がきていたんだけど……」


　そんなことを言いだして。


　ライナは、怪け訝げんな表情できく。


「…………命令？　なんの話だ？」


　それにティーアは、空を指さす。


　そしてこう言った。


「……もちろん、神からの命令さ。眼を開いた瞬しゆん間かん、僕だけに聞こえる声が空から堕ふってきたんだ。『最初のエサをやろう。その下等な人間を、喰らえ』ってね」


「…………え？」


　その、言葉に。


　ライナの震えは、止まった。


　ティーアのほうを見て、


「…………空から、堕ってきた？」


　すると彼は少し、驚おどろいた表情になり、


「ん？　堕るって言葉に反応した『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は、初めてだなぁ」


「いいから答えろよ。声が、空から堕ってきたのか？」


　ティーアはうなずく。


「そう。いや、実じつ際さいには頭に直ちよく接せつ響いてきたから、適てき切せつな表現じゃないかもしれないんだけど……でも、うん。堕ってきたような感じがしたんだ。これはどの『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』保持者も同じことを言うね。あと、『怨ウイ嗟ルノ・眼ヘイム』保持者は、生後二か月ぐらいでその声を聞くらしいけど……やはり声は堕ってくるって言ってたな」


「『怨ウイ嗟ルノ・眼ヘイム』……？　っていうのは、おまえが前に言っていた、俺ら以外の魔眼保持者のことか？」


　するとティーアはすぐに、


「だから魔眼という言葉は、人間が僕らを蔑さげすむためにつけた差別用語だと言っただろう？　神の眼だよ」


　なんて訂てい正せいしてくるが、そんなことははっきり言って、どうでもよかった。


　ライナは続けてきく。


「じゃあ、魔眼……じゃない……神の眼は、俺の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』に、おまえの『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』……でもっていま出てきた『怨ウイ嗟ルノ・眼ヘイム』の三つあるってことで……」


　が、ティーアはそれにも首を振る。


「いいや。他にも二つ。『未トー来チ・眼カース』に、『夢エブ置ラ・ク眼リプト』というのがあるよ」


「そんなにあんのかよ……」


　うめくように言って、自分はいったい、いままでなにを見てきたんだと、うんざりする。


　魔眼……もしくは神の眼と呼ばれているものは全部で五つもあるらしい。


　だが、ライナはこれまで、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』以外の魔眼には、出会わなかった。


　いや、それどころか、ローランドの文ぶん献けん……そして、ネルファ、ルーナ、イエットと、いくつかの国を回ったが、そのどこで調べても、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』以外の魔眼の情報が載のっているのを見たことがない。


　ということはつまり……


「魔……じゃなくて、神の眼の中じゃ、やっぱり『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者が一番数が多……」


　が、そこでライナは、言葉を止める。


　違う。


　そんなことはいまきく必要はない。もっと重要な話をしているのだ。いまきかなければならないこと。


　それは、


「いや、ちょっと質問を変えるわ。あのさ、それで、さっきの話に戻るんだけど」


「さっきの話？　というと、どの話だろう？　あ、もしかして、お腹がすいたという……」


「いやいやいや、それじゃなくて」


　だがティーアは自分の腹を押さえて、


「……でも、ほんとにもう、お腹すいたでしょう？　お腹がすいた、という話になってから、もうだいぶたったし」


　そう言われてみれば、確かにそんなような気が……


　と、ライナはそこで、周囲を見回した。


　彼がいまいる場所は、ローランドからネルファへと抜ける街かい道どうの途と中ちゆう。


　この街道をもう少しいけば、国こつ境きようがあり、ネルファへと入ることになる。


　そしてその街道を挟はさむように、点々といくつか茶店のようなものがあって……


　それにライナは、顔をしかめる。


　その、街道にいくつか建ち並ぶ茶店の一つに、ライナは寄よったことがあったから。


　それは、初めてフェリスと出会ったときのこと。


　シオンの命令で、勇者の遺い物ぶつを探さがしにネルファ皇こう国こくへと向かう途中のことだ。


　フェリスが一いつ軒けんの茶店に立ち寄り、


「これを食べろ」


　と無表情でだんごを渡してきて。


　ライナはそれに、


『なんでこいつはこんなに愛あい想そがないんだよ？』


　なんてことを思っていた。


　ただ、渡されただんごがびっくりするほど美う味まくて……


　なのにそのだんごをまずそうに食べるフェリスを、やはりなんだこいつと思って。


　あのときは、彼女があそこまでだんごが好きだとは知らなかったし……


　彼女の無表情の中に、それなりに表情があることも、知らなかった。


「…………」


　ライナは、目の前の茶店を見る。


　だが、茶店があるのに……フェリスがいない。


　それはひどく、奇き妙みようなことに思えた。


「ほら、ネルファに入る前に、だんごでも食べていこうよ」
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　そう、ティーアが明るく言ってくるが……ライナは首を振った。


「……いや、いいや。俺、まだ腹減ってないし」


「んー？　もしかしてライナは、だんご嫌いなのか？」


「え？」


　それに、ライナは少し、考え込む。


　だんご。


　だんごは……


「…………ああ。だんごは、嫌いなんだ」


「あ、そうなのか。じゃあこのさい思い切って、人間を……」


「喰わねぇよ!!」


　ライナが怒ど鳴なると、ティーアは両手を腰こしにあてて、まるで説教するような口調で言ってくる。


「あんまり好き嫌い言ってると、体に悪いぞ」


「……いや、まだ選せん択たく肢しがだんごと人間しかないんだけど……」


　言ってから、冗じよう談だんにもならないなぁ、なんて思った。


　それにティーアが、今度は心配そうに、


「ほんとに、食べなくていいのか？　ここの茶店で食べなかったら、ネルファに入るまでもう店はないんだぞ？」


　なんて、ちょっとしつこく言ってきて。


「だぁもう、おまえは俺の母親かよ……腹減ってねぇって言ったら、減ってねぇんだよ。それよりおまえこそだんご食わなくていいのか？」


　ライナはげんなりとした表情で言った。


　しかしそれに、ティーアは茶店を通り越して、街道のずっとずっと先を見つめ、


「いや、僕はこの先にご馳ち走そうが待っ……」


「ってそりゃ、国境警けい備び隊たいのことじゃねぇだろうな？　俺の前で、人間は喰わせないぞ」


「わかってるよ。というより、さっきも言ったけど、そもそも僕は、人間なんて下等な、クソみたいな生き物はあまり食べないよ。喰らうのは魔法。どうせあいつら、僕らが国境を越えるときに、攻こう撃げきしてくるだろう？」


　なんて言ってくるが、ライナは疑ぎ惑わくの目でティーアを見つめる。


「……噓うそ言ってないだろうな」


　すると、ティーアはライナの瞳を真っ直すぐに見つめ返して、


「ああ、噓なんかつかない。平気で噓をつくのは、人間どもだろう？　僕は、仲間には絶対に噓をつかない」


　そう、真しん剣けんな表情で言ってくる。


　その眼を見ただけで、彼が噓をついてないことはわかった。


　彼が正直者だから、という理由じゃなく……彼が、本心から人間を侮ぶ蔑べつしているから。


　人間どもは噓をつき、そして自分たちは、噓をつかない。


　自分たちは、下等な人間どもとは違うのだから。


　自分たちは……上位種なのだから。


　その言葉に彼は少し、酔よっているところがあるように思える。


　だから彼はライナに噓をついたりはしないだろう。


　自分たちは、上位種なのだから。


　だが。


「…………」


　本当にそうか？


　ライナは、ティーアを見つめる。


　ティーアの、瞳。


　その中央に浮いている、朱の十字。


　その十字を見つめて、思う。


　これが。


　たったこれだけが、人間を超こえた、上位種の証あかしだっていうのか？


　ただ、これだけが？


　確かに人間にはない能力はあるが……しかし、そういった能力は、後から付けることだって、やってやれないことはない。


　たとえば魔ま方ほう陣じんによって編あみ込こまれた刺いれ青ずみ。


　それを体に埋うめ込むことによって、代だい償しようは伴ともなうが、特とく殊しゆな力を持つことはできる。


　かつてのローランドはその手の研究……人体実験に熱心だった。おそらくそれで、信じられないほどの数の人間が死んだだろう。


　多くの犠ぎ牲せいの下……かつてのローランドにはそういった異能を持った者たちが何人かいて。


　ライナがかつて所しよ属ぞくしていた孤こ児じ院いんや、隠いん成せい師しという部ぶ署しよでも、そういった能力を持った奴に会うことはあった。


　だが、あいつらは人間だ。


　いや、当たり前の話なのだが。


　人間を改造しても、やはりそれは人間でしかない。


　魔方陣を組み込まれている人間、というだけで……


　じゃあ、俺らは？


　俺らは違うのか？


　ただ、奇妙な紋もん様ようが瞳に浮かぶだけの、人間じゃないのか？


「…………」


　ライナはもう一度、ティーアの瞳を見た。


　薄く、朱の十字が浮いている瞳。


　特とく徴ちようは、ただそれだけだ。


　他の人間と違うという証は、それだけ。


　たったそれだけで、魔眼の保持者は忌み嫌われ、悪魔と罵ののしられ、化物と恐れられる。


　確かに化物かもしれない。


　人を殺す、化物かもしれない。


　だがそれが、人間を超えた上位種の証になるのだろうか？


　それよりも、むしろ……


「……って　あ……」


　そこで突然、ある考えがライナの頭に浮かんで、思わずそんな声を上げてしまった。


　それにティーアが、


「ん？　どうした？　やっぱりだんご食べとくことにした？」


　が、ライナは答えない。


　いや、答えられなかった。


　いままで頭の中にかかっていた靄もやが、いまの考えで、一気に晴れたようで……


　ライナは、もう一度ティーアの瞳を見る。


　黒い瞳に、朱の十字。


　そのままティーアは不ふ思し議ぎそうに首をかしげてライナを見て、


「いったい、どうしたんだい？」


　だが、やはりライナは答えない。


　ただ、ティーアの瞳を見つめる。


　黒い瞳。


　朱の十字。


「……くそ。ったく俺はどんだけ馬鹿なんだ。なんでこんな簡かん単たんなことに、いままで気づかなかったんだ」


　ライナは、吐はき捨すてるように言う。


　それにティーアはもう、困こまったような表情で、


「だから、なんの話を急にしてるんだ？」


　なんて言ってくるが、ライナはそれにも答えない。


　ただ、ティーアの瞳を見つめたまま、以前に自分自身が言った言葉を思い出していた。


　それは、ルーナ帝国でのこと。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者だというだけで、目の前で親を殺され、殴なぐられ、傷きずつけられ、軍の研究材料になっていたアルアを救すくい出したときのことだ。


　それを追いかけてくる兵たちが、ライナたちに向かってこう言った。


『貴き様さまら……その悪魔をおいていけ。それは、我われ々われの研究材料だ。おいていかねば、悪魔の仲間とみなされ、神の罰ばつが貴様らに下るぞ……』


　そのときライナはそれに、こう答えた。


『……てめぇら……いま、神の…………罰って言ったか？　こんな眼だから、俺たちには、神の罰が下るって……？　おまえらはどんだけひどいことやっても一いつ向こうに罰ばちがあたらないのに、俺たちは、こんな眼のせいで、神罰が下るってのか？』


　頭にきたわけじゃない。


　腹がたったわけじゃない。


　ただ、悲しかっただけ。


　何度も、何度も繰くり返される同じような悲ひ惨さんな光景に、ただ、悲しくなっただけ。


　だからそんなふうに感情的になって答えた。





　でも、だから、ライナは真実を見落とした。





　自分で言った言葉に、一番重要なことが含ふくまれていたかもしれないのに、ライナは、それを見落とした。


　ライナの言葉は続く。


『くそ、くそ、くそ、くそ……いったい、なんなんだ。いったい、なんなんだよてめぇらは…………俺たちに、神罰を下すだと？　それなら、なぜこんな俺を作った？　神がいるなら、答えてみろ。


　なぜ、こんな俺を作った？　わざわざ生みだして……弄もてあそんだあげく、神罰を下すためか？……


　ふざけるなよ！


　俺は、おまえらのおもちゃじゃない。


　俺たちだって……生きてるんだ。


　俺たちだってこんな……悪魔に……化物に生まれたかったわけじゃないんだ……


　俺たちだって……俺たちだって好きで、こんな眼をしてるわけじゃないんだ……』


　そう。


　好きでこんな眼をしてるわけじゃない。


　じゃあなぜ、瞳にこんな紋もん様ようが浮いてる？


　なぜこんな眼をしてる？


　ライナは、ティーアの瞳を見つめる。


　黒い瞳。


　朱の十字の紋様。


　それが人間ではなく、上位種の証だという。


「…………」


　だが、こういう考え方はできないか？


　ティーアはただの人間で。


　その黒い瞳だって、ただの人間の瞳で。


　そして朱の十字は……


「…………」


　この、朱の十字は、何者かに後から刻きざみ込まれたものなんじゃないのか？　って。


　それはローランドがやってる、人体実験と同じ。


　体に、魔方陣の刺いれ青ずみが組み込まれるのと同じ。


　ただ、瞳に紋様を刻きざみ込んだだけ。


　だが問題はこれだ。


　いったい誰が、なんのためにそんなことをしたのか……？


　もう一度、自分の言葉を思い出す。


『なぜ、こんな俺を作った？　わざわざ生みだして……弄んだあげく、神罰を下すためか？』


「……馬鹿か俺は……」


　そんなはずない。


　なんの理由もなく、そんなことをする意味がない。


　じゃあ誰が？


　なんのために？


「ティーア」


　ライナが言うと、ティーアはやっと安あん堵どしたような顔になって、


「ああ、やっと普通に会話してくれる気に……」


　だが、ライナは彼の言葉を遮って、話を続ける。


「おまえさっき、空から声が堕ふってきた……そう言ったよな？」


「ああ、言ったね。しかしライナはそこにこだわるなぁ。普通は『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は神ヽの声を聞かないから、たいていはまるで興きよう味みを示しめさないんだけど」


　という、その言葉の中だけでも、真実に近づくための、二つのキーワードが含まれていた。


　一つは、普通の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は、あの、空から堕ってくる声を聞かない、ということだ。


　それにはライナも心当たりがあった。


　以前、ガスタークからの間ス者パイだった、スイとクゥとかいう二人組の言葉。


　彼らは魔眼狩がりをしているようで、こちらのことに詳くわしそうだったのだが……


　彼らはライナの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が暴走したときに、こう言っていた。


『な、なんなんだ、こいつ。ただの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者じゃないのか？　いまの力……それにいまの声。いったいなにが喋しやべってるんだ！　他の奴とはまるで……』


　違う……らしい。


　普通の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が暴走しても、声など堕ってこないらしい。


　いや、そうじゃなくても自分が普通の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』とは違うことは、わかっていたのだ。


　普通の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は、一度暴走すると、もう、殺されるまでその暴走を止めることはないらしい。


　だが、ライナは暴走しても、その度たびに意い識しきを取り戻している。


　だからこそ珍めずらしがられ、ライナはローランド軍に飼かわれていたのだが。


　さらに普通の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』との違いは、フェリスの実家でも、現れた。


　アルアには見えないものが、ライナには見えて。


　だが……その差はどこから生まれる？


　いったい、その違いはなんなんだ？


　例の声が堕おちてくるかどうかの差なのか？


　ライナはまた、考え込む。


「…………」


　空から堕ちてくる、声。


　あれはいったい、なんなんだ？


　ティーアの話によると、『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』保持者も、あの声を聞くという。


　それも、母親の腹はらの中で。


　それが二つめのキーワードだ。


　ティーアはあの声の主を、『神』だと思っている、ということ。


　だが、ライナはあれを、神だとは思っていない。


　というよりも、神の存そん在ざい自体を信じていない。


　だいたい、神ってのは、なんなんだ？


　ローランドでは宗しゆう教きようとかそういった類たぐいのものがないからよくわからないが……でも普通は、平和を司つかさどってたり、全知全能だったりするもんだろう？


　だが、もし本当にそんなもんがいるなら、戦争だの殺しだの差別だのが存在するか？


　そんな都つ合ごうのいいもんは、いない。


　少なくとも人間に関与してくるような、便利な神なんかいないのだ。


　それは間違いない。


　その、上で。


　あの声はいったい誰なんだ？


　母親の腹の中にいるとき、ティーアは『神』に、こう命じられたという。





『最初のエサをやろう。その下等な人間を、喰らえ』





　こんなこと言うのが、『神』？


　ありえない。


　絶対に、違う。


　神なんかじゃない。


　じゃあ、いったいなんなんだ？


　ライナは、思いだす。


　それはいまいちおぼろげな記き憶おく。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が、ライナの意識を押し潰つぶした後。


　ライナが暴走したあとに、堕ちてくる声。


　奴は。


　奴はなんと言っていた？








『神。悪魔。邪じや神しん。勇者。化物。貴様らはなんて呼ぶ？　貴様らはなんて呼ぶ？　はははははははははははははははは』





『我を殺す？　いま程てい度どの力で、我を殺す？　『エレミーオ』ごときの力で我を殺すと言うのか？　地を這はうムシケラが、我を殺すと言うのか？　は、ははは、はははははは。消えろ。きえろ。キエロ。全て無だ。無む為いだ。無に帰せ』





『αはじまりは破は壊かいだ。我はなにも生み出さない。恵めぐまない。救わない。ただ消すだけ。真っ白に』








　それを、思い出し。


「…………エレミーオ……」


　ライナは、小さく呟つぶやいた。


　それが手がかり。


　それがいままで見落とし続けていた、真実へ近づくための手がかり。


　するとその言葉に、ティーアは怪け訝げんそうに、


「ん？　エレ……なんだって？　それはなんだい？」


　だが、ライナは首を振る。


「……いや、なんでもない。話を続けよう」


　しかしそれにティーアは苦笑して、


「それはいいけど、だんごを食べないなら、そろそろ進まないか？　立ち話は足が疲つかれるし、それになにより、仲間たちが待ってるから、なるべく早く帰りたいんだけど」


「え、あ……ああ、そうだな」


　そしてライナは歩き出した。


　真っ直すぐに延のびる街かい道どうの先。


　国こつ境きようを越こえれば、もうそこはローランドじゃない。


　ということは、まだここはローランドの領りよう地ちだ。


　だけど。


「…………」


　ライナはふと、背はい後ごを振り返る。


　やはりこちらも、一直線に街道が延びるだけの、変わり映ばえのしない景け色しき。


　ここを歩いていけば、ローランドの王都まで、五日もあればいけるだろう。


　だがいまは、そのローランドを、ひどく遠くに感じた。


　前にフェリスと国境を越えたときは、ネルファに入ろうが、ルーナへ入ろうが、こんなふうには感じなかったのに。


　いまは、本当に遠く……


　と、そこで。


　ライナが立ち止まっている間に、十歩ほど進んでしまっていたティーアが、あきれ顔で振り返って言ってくる。


「……名な残ごり惜おしいのかい？」


　それにライナは首を振る。


「いんや。別に俺は、この国は好きじゃなかっ……」


　だが、ティーアはそれを遮って、言った。


「そうじゃないよライナ。僕はそんなことをきいてるんじゃない」


「んあ？　じゃあ、なんなんだよ？」


　すると、ティーアは悲しげに笑う。また、ライナを心底心配しているような表情。


　そして、彼は言った。


「僕がきいてるのは、このローランドでの時間。君が、人間だった頃の時間が名残惜しいのかい？　……と、きいてるんだ」


　それに。


　ライナの顔が歪ゆがんだ。


　それをまた、ティーアが憐あわれむような顔で見つめてきて。


　そんな顔で、見られたくなかった。


　こいつに、そんな顔で。


　だがティーアは、あくまで優しい声こわ音ねで、


「いま、君がどんなことを考えていたのか、だいたい想像はできるよ。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者はみんな、最初にそう考えるんだ……あの声を、聞いてないからね。


　でも、それは違う。僕らは人間じゃない。いや、上位種という言葉に違い和わ感があるのなら、言葉を変えよう」


　そこで、どう言おうかと一瞬、考え込むような表情になってから。


　ティーアは、言った。


「……たとえ僕らが人間だったとしても。上位種じゃなかったとしても……少なくとも僕らは、人間とは共存できない」


「…………」


「……それは、君が一番知っていることだろう？　過か去こを、思い出してみろ。君がどれほど求めても、奴らは応こたえてはくれない。近づけば近づくほどに……傷つく。そうだろう？」


「…………」


　そして彼は、こちらへと手を差し出し、


「だから君は、僕の手を取った。違うのかい？」


「…………」


「ずっと、辛かったね。でも、もう大丈夫。もう悩なやむ必要はないんだ。君は一人じゃない。この世界に、たった一人というわけじゃない。ただ、周まわりの者を傷つけるだけの化物でも、悪魔でもないんだ」


「…………」


「さぁいこう。仲間が待ってる。もう、誰も君を裏切らないよ」


　ティーアは、そう言った。


　それにライナは、無言のまま。もう一度だけ、背後を振り返った。


「…………」


　延びる街道を眺ながめ。


　ローランドの、景色を眺めて……


　遠い……と、思った。


　ひどく、遠い。


　気が遠くなるほどそれは、遥はるかかなたに感じられて。


　その、ライナにティーアが、


「……君は、こちら側の人間だ」


　それに。


「………………ああ……そうだな」


　ライナはうなずいて、再ふたたび歩き出す。


　そしてもう二度と。


　彼が振り返ることはなかった。





　　　　　　◆





　そこはローランドと、ネルファの国境近くの街道。


　フェリス・エリスは、その街道に立ち。


「………………むぅ」


　深く、悩なやんでいた。


　目の前の光景を、青く、澄すんだ瞳で見つめる。


　降ふり注そそぐ光にきらめく、金色の長い髪かみ。


　透すけるように白い肌はだ。


　スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体。


　絶ぜつ世せいの美女。


　誰もが彼女を、そう呼ぶだろう。


　いや、街道で立ち止まっている彼女の横をすれ違う者たちは、男だろうが女だろうが、老人だろうが幼おさな子ごだろうがみな、彼女に見とれてしまっていた。


　だが、声はかけない。


　誰も声をかけてはこない。


　まず最初に、光り輝かがやく彼女の異常なほどの美び貌ぼうに見とれ、それからすぐに、彼女の腰こしにある、その細い腕うでで扱あつかえるとは到とう底てい思えない長ちよう剣けんを見る。


　さらには彼女の背中に、なにがそんなにパンパンに詰つまっているのか、とんでもなく大きなリュックが六つも無理矢理背せ負おわれているのを、見る。


　そして。


　そんな奇き妙みような格かつ好こうをしているにもかかわらず、彼女は完全な無表情。もう、なにがそんなに気にくわないのか、完全に感情というものが抜け落ちたような無表情で、目の前にある、二軒の茶店をにらみ据すえると……


「………………むむむむぅ」


　そんな悩ましい声を漏もらしていて。


　誰もがそんな彼女を見て、思った。


　あれはただごとじゃない。なにがただごとじゃないのかはまるでわからないが、きっとただごとじゃない……


　そしてみな、フェリスをよけるように去っていく。


　まあ、そんなことは当のフェリスはまるで気づかないのだが。


　とにかく彼女はいま、ひどく悩んでいた。


　目の前の、二軒の茶店。


　左の茶店は以前きたことがある。


　だんごが美う味まいと評ひよう判ばんの店で……そんな店のチェックをフェリスが怠おこたるはずがない。


　それよりも問題は、右の店だ。


　それは見覚えのない、店だった。


　おそらく彼女が旅をしている間に新しく出来た店なのだろう。


　だが、


「…………」


　じっと、フェリスは店を見つめる。


　看かん板ばんは、それなりに汚よごれている。木もく造ぞうの建たて物ものも、出来たばかり、という真新しさはない。ということは、出来てからもう結けつ構こう時間がたっているということだ。


　だが、フェリスの耳には、このあたりに美味いだんごを食べさせる新しい茶店が出来た、などという情報は入ってきていない。


　ということはこの店のだんごの味は、十中八九、たいしたことがない、ということに……


　が、そこでフェリスは独ひとり、首を振った。


「いやいや待つんだフェリス。よく考えろ。だんごが美味いと評判の店の隣となりで経けい営えいが成立しているということを考えに入れると……もしかすると、もしかする可能性も……むむむ」
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　これは、あまりに難むずかしい問題だった。


　この街道には、ネルファにいく用事がない限かぎりはめったに訪おとずれないのだ。


　だからできれば、たまにここを訪れたときぐらいは、評判の店のだんごをお腹なかいっぱいに食べておきたい。


　もちろん、まず新しい茶店でだんごを試ためし、いつもの茶店のだんごは、お持ち帰りにする、という手もある。


　ちょうどローランド王都で買ってきたリュック七つ分のだんごを、一リュック分食べ終わり、リュックに一つ、空あきがあるのだ。


　そこに一いつ杯ぱいに詰めればいい。


　しかし、出来たてのだんごをお腹いっぱい食べるのと、お持ち帰りしただんごを後で食べるのではまるで意味が違う。


　でもだからといって、新しいだんご……ひどく可能性は低いが、しかし、もしかしたら美お味いしいかもしれないだんごを、食べ損そこなうわけにも……


「……く……やはり、だんごの道は、そうそう簡単に極きわめられるものではないな……」


　フェリスは悩む。


「……むむ」


　フェリスは悩む。


「……むむむ」


　フェリスは、悩む。


「………………むむむむむぅ」


　そして散さん々ざん悩んだあげく、


「よし、こっちだ」


　と、意を決して、新しい店に入った。


　店先に置かれた長なが椅い子すに座すわる。


　お茶とだんごを注文する。


　出てきた串くしだんごを手に取り……


　ぱくっと、口に含む。


　瞬間、フェリスの目がかっと見開かれて。


「…………む、これは……」


　口に広がる、だんごの味。


　表現するのなら、こう。


　感かん触しよくはぱさぱさ。


　弾だん力りよくはすかすか。


　甘くもなく、辛からくもなく、古いだんご粉この臭くさみが鼻はなをつんっと突つく。


　ようはひどくまずい……ありえないほどまずいだんごで……


　フェリスは、震ふるえた。


　これは、あまりにひどい。ひどすぎる。もう、耐たえられないほどの怒いかり。


　苛いら立だち。


　この怒りを、どこへぶつければいい？


　どうすればいい？


　そしてフェリスは思わず怒ど鳴なった。


「……おのれライナめ!!」


　なぜか、ライナに向かって。


　というか、この際もう、だんごのまずさなどどうでもよかった。


　ここのところずっと、苛立ちは募つのっていたのだ。


　目の前で彼女の腕を振り払い、どこぞの全身黒ずくめ男とともに、行ゆく方え知れずになったライナの顔を思い出して……


「…………」


　ライナの、顔が頭に浮かぶ。


　彼の、最後の顔。


　いまにも泣きそうな、なにもかもをあきらめているような。


　まるでフェリスを、遠くに感じてるような……


　そんな顔。


　でも……そんな顔は見たくなかった。


　そんな顔を見るために、ライナを追いかけたわけじゃないのだ。


　もっと違う。


　自分でもよくわからないが、もっと、もっと違うものを……


　なのに、あいつはあんな顔で。


　そして自分は、それに……


「………………はぁ」


　と、そこで、フェリスは小さく、ため息いきをついた。


　そのまままずいだんごをもう一口、頰ほお張ばる。


　どんなにまずくても、彼女はだんごは残さない主義なのだ。


　口に広がる不快な味に耐えながら、そのまま空を見上げる。


　ローランドから、ネルファのほうへと流れていく雲を眺めながら、


「……まったく。いったいあいつは、どこにいる？」


　情報は、ほとんどなかった。


　唯ゆい一いつの手がかりとしては、あの、黒ずくめの人喰い男がライナと交わした言葉。


『ああ……そこから説明する必要があるのか……南は、神の眼を持っている者が少ないとは聞いていましたが、ここまでとは……まあ、いま説明しても仕方がない。いきましょう』


『どこへ？』


『仲間のところへです。貴あ方なたを迎むかえに、わざわざここまできたんですから』


　というもの。


　どうやら黒い奴には、仲間がいるらしい。


　そして、『南は神の眼を持っている者が少ない』という発言から考えると、おそらく黒い奴の仲間はここ南大陸ではなく、中央大陸か、北大陸にいるのだろう。


　とすると、南大陸の中でも、最南端に位置するローランドはもう出て、ネルファか、ルーナへと向かっただろうと思い、とりあえずネルファとの国境へときてみたのだが……


　フェリスは空から目を落とし、隣の茶店を見る。


　例の、だんごが美味いと評判の店だ。


　最初にここの噂うわさを聞いたとき、フェリスはすぐに訪れた。そして食べてみると確かに美味しくて、彼女は満足する。


　そして二度目にここにきたのは、シオンの命令で、どこの馬の骨ほねとも知れないライナ・リュートとかいう万年無気力変へん態たい色しき情じよう狂きようと一いつ緒しよに旅をすることになったせいだった。


　フェリスがその店のだんごを差し出すと、いつも眠ねむそうでふらふらしているあの男が目を見開き、


『わ、こりゃうまいなおい！』


　なんて騒さわぎだして。


　奴にだんごの威い力りよくを思い知らせてやった。


『すげぇ……だんごってこんなにうまいもんなのか』


『ふふ』


『あれかな？　粉こなとかが違うのかな？』


『ふっふっふ』


『って、そんだけ不ふ敵てきに笑うからには、おまえこのだんごのうまさの秘ひ密みつを知ってんだろうな？』


『うむ。当然だ』


『で、なんなの？』


『ふふ、説明して欲ほしいか？』


『そりゃ……あ、でも待てよ。ちなみにその説明、長い？』


『ふむ。まあ、二時間ほどあれば概がい略りやくは……』


『パス』


『パス禁きん止し』


『えええー？　じゃ、おまえが説明してる間、俺は寝……って、なんでおまえ、剣けん抜いてるの？』


『ん？　入学前に、校こう則そくを読まなかったのか？　だんごの授業中は、居い眠ねむり＝イコール死だ』


『どこの学校だよ！　ってか、いつその学校に俺入学したの!?』


『そんなことも忘れたのか……あきれるな。おまえがさっき、自分で言ったんじゃないか。わ、こりゃうまいなおい！　もうこの際、だんご学院に俺を入れてくだ……』


『言ってねぇええええええええええええええええええええええええええええ！』


　と、ライナは意味不明なことを叫んだが、最後には泣きながらだんごの歴史を教えてくださいと頼たのんでくるので、教えてやった。


　あのときは本当に楽しかった。


　自分が美味しいと思ったものを、ライナも美味しいと言って。


　その時の満足度は、一人でだんごを食べているときよりも、遥はるかに大きかった。


　それに自分で驚おどろく。


　なぜか、前に食べたときより少し、その店のだんごが美味しく感じられて。


「…………」


　そして。


　三度目にここにきたときは……


　フェリスは、手に持った、なかなか食べきれない粉っぽいだんごを見る。


　そして、ここにライナがいれば、このだんごを無理矢理食べさせて処しよ分ぶんするのに、なんてことを思う。


　なのに、重要なときにあいつはいつも側にいないのだ。


　まったく、本当に役に立たない。


　無能で。ぐうたらで。ものぐさで。まったくもって使いものにならない男なのだ。


　だから、フェリスは言った。


「………………一人は……つまらないな」


　それは不思議な感覚だった。


　長い間、彼女は一人で過ごしてきたはずなのに。


　生まれたときからずっと、剣の一族であるエリス家に相ふ応さわしい強さを身につけるための、修しゆ行ぎようだけの毎日。


　いつも、独ひとりで。


　でも、それを苦く痛つうだと思ったことはなかった。


　それがあたりまえ。


　それが普通。


　だから、一人でいることをつまらないと思ったことなど、なかったのに。


　あいつがいなくなったら……


「…………」


　フェリスは、黒ずくめの男がライナに言った言葉をまた、思い出す。


『さあいこう。仲間たちが待ってる』


　その、言葉に。


　フェリスの、だんごを持つ手が震える。


　仲間？


　仲間だと？


　なにを馬鹿なことを言ってる。


　頭でも、おかしくなったんじゃないか？


　なんで、あいつはあんな顔をしてこちらを見る？


　おまえの。


　おまえの仲間は……


「…………………………私だろうが」


　彼女は、か細い、本当に微かすかな、呟つぶやくような声でそう言った。


「…………」


　それから手に持っただんごを、食べきらないままに、皿さらに戻もどす。


　だんごを残したのは初めてだった。


　だが、いまはあまりにも食欲がなかった。


　妙に気分も悪い。


　もしかしたら、あまりにもまずいだんごを食べたせいで、体調を少し壊したのかもしれない。


　まったく、どれほど古いだんご粉を使って、このだんごを作ったのだろう？


　妙に息苦しくて、胸が痛む。


　フェリスはそれを振り払うように、首を振った。そのまま懐ふところから小こ銭ぜにを取り出すと、椅い子すに置く。


「……代金はここに」


　そして立ち上がり、街道を歩き始めた。


　すると後ろから店の女お将かみが慌あわてて、


「ちょ、お客さん！　あ、あの、リュックをお忘れですよ？　それも六つも……」


　だがそれに、フェリスは振り返ると、


「……いや、それは持っていけなくなった。長旅になるかもしれないんでな。そちらで処分してくれないだろうか？」


「え、あの、長旅ならなおさらたくさん荷物がいるんじゃ……うちもこんなに荷物置いてかれても困……」


　が、フェリスは無視して、歩き始める。


　そしてもう二度と。


　彼女が振り返ることは……


「…………うう」


　と、そこで。


　彼女は振り返り、小走りにリュックの側へいくと、串くしだんごを二本だけ取り出し、


「よ、よし」


　再び、歩き始める。


　今度こそ彼女は、振り返らないと決めた。


　あの重いリュックを持っていては、ライナには追いつけないのだ。


「くそ。ライナの奴め。見つけたらただじゃおかない」


　そして彼女は、ローランドを出たのだった。





















　　第三章　北に待つ鍵かぎ、南の門










　そこではなぜか、時間がゆっくりと流れているように感じられた。


　辺へん境きようの、穏おだやかな村。


　住んでいる人たちはみな優やさしくて、笑え顔がおが絶たえなくて。


　どこか温あたたかい雰ふん囲い気きで。


　ここにいると、いろんなことを忘わすれそうになる。


　自分の中にある、憎にくしみとか、怒いかりとか、そういう汚きたないものが、まるで馬ば鹿からしくなって……


　辺境の村。


『ガスターク帝てい国こく帝都グランスレード村』


　などという、いまいち意味不明な名前の村の民家に、キファ・ノールズはいた。


　鏡かがみに映うつった自分の姿すがたを見て……


「…………うう、騙だまされた」


　小さくうめく。


　真まっ直すぐな赤い瞳ひとみに、それと同色の赤い髪かみ。細身だが、ほんのり丸みを帯おびた肢し体たい。


　その上にはいま、ここガスタークでは一番高級とされているらしい、女性用のドレスをまとっている。


　鏡に映ったその姿を、キファはしかめっ面つらで見つめながら……


「……れ、レファルの奴……なにが『ガスタークの軍服を用意してあるから着てこい』よ……こ、これ、明らかにドレスじゃない……」


　すると、彼女にドレスを着せてくれた、この民家のおばさんが、


「ああもう、キファちゃんスタイルいいからすっごい綺き麗れいよ！　もう、おばさんの太たい鼓こ判ばん！」


「あ、いや、そういうことじゃなくてですね……」


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　こりゃエディアんとこの息むす子こだって、きっと惚ほれ直すこと間ま違ちがいなしだって！」


「だから……はぁ」


　と、キファはため息をついた。


　ちなみに、このおばさんの言葉の中に出てきた『エディアんとこの息子』というのは……大国ストオルを降くだし、すでに北大陸全土をその手中におさめようかという、ガスターク帝国の王、レファル・エディアのことなのだが……


　この村では誰だれも彼を、王などとは呼ばない。


　エディアんとこの小こ僧ぞう。


　エディアんとこのぼっちゃん。


　エディアんとこの馬ば鹿か息子。


　もしくは名前のレファルを呼よび捨すて。


　すべてがすべて、この国はこんなノリで……


「いったい、なんなのよもう……」


　そう、小さく呟つぶやいて顔をしかめると、なにをまた勘かん違ちがいしたのか、おばさんが続けてくる。


「だぁからそんな不安な顔しないの。きっとレファルの奴やつ、キファちゃん見て、あまりの綺麗さにびっくりするから！」


「だから私は別に、エディア王がどう思うかとかは、全然……」


　が、やはりおばさんはまるでこちらの話を聞いてない。


　キファをじろじろと確かく認にんしてから、


「リボンよし。帯おびもよし。肌はだが綺麗だから化け粧しようののりも完かん璧ぺき。もう、あたしの仕事はすべて終わったわ。さ、いってらっしゃい」


　言って、ぱんっとキファのお尻しりをたたく。それも、


「きゃっ」


　と、思わず声が出るほどの強さで。


　その、あまりの痛みにお尻をさすりながらキファがおばさんのほうを見ると、なぜかたたいたほうのおばさんが涙なみだ目めになっていて、


「え？　な、なんで？」


　それに、おばさんは嬉うれしそうにうんうんうなずいてくる。


「ほんとに、あんたがきてくれてよかったよ……これでやっと、あたしも安心できるってもんさ」


「…………へぇ？」


　と、なんの話をし出したのか、まるでわからなくて、思わずそんな間ま抜ぬけな声を出してしまう。


　しかしやはり、そんなのはおばさんにはまるで関係ないらしい。


　どんどん続ける。


「まったくあの馬鹿ガキは、ちょっと王だなんだ言われたからって、根っこはほんっとに馬鹿だからねぇ……村のためだの、世界のためだの、大きなことばっか言って頑がん張ばりすぎちゃって……ずっと心配してたんだよ。でも……」


　とそこで、うるうるした瞳でキファを見つめ、


「キファちゃんみたいなかわいいお嫁よめさんがきてくれれば、あいつも少しは無む茶ちやしなくな……」


「って、なんの話ですかっ!?」


　キファは怒ど鳴なっていた。


　するとおばさんは驚おどろいた表情で、


「え？　なんの話って、あんたら結けつ婚こんするんだろう？」


「は？　へ？　な、なにがどうなってそんな話に？」


「なにがって……レファルの奴が、明日キファちゃんと結婚することになったから、最高に綺麗なドレスを……」


「ってあんの野や郎ろうぉおおおお!!」


　と、キファはドレスの裾すそをまくりあげ、走り出す。


　民家を飛び出し、その隣となりにある、ガスターク王が住まう城しろを、にらみつける。


「…………」


　いや、それを城と呼ぶのは、絶対に無理があった。


　他の民家よりは多少大きいが、でも、それだけ。ちょっと大きいだけの、木造の建たて物もの。


　村人たちはその城を、こう呼ぶ。


『エディアん家ち』


　レファルだけは、それを王おう城じようと呼ぶが……


　その『エディアん家』につかつかと近より、キファは木造の扉とびらを開けた。


　すると、『エディアん家』の中は、一つの大きな広間になっていて。


　その中央には巨きよ大だいな円えん卓たく。


　そして部屋の奥おくには、まるで円卓を見下ろすかのように、一段、高くなっている場所があって。


　そこに、玉座がある。


　いや、それを玉座と呼んでいるのは、やはりレファルだけなのだが。


　玉座、というよりは、むしろ勉強机づくえを買ったときに、申もうし訳わけ程てい度どに一いつ緒しよについてくるような、安っぽい木製の椅い子すだ。


　そしてその椅子に、一人の男が、背もたれの部分を前にして行ぎよう儀ぎ悪く座すわっている。


　長く、緩ゆるやかに波打つ髪。色はガスターク特有の、茶……というよりは、若じやつ干かん桃もも色いろがかったような、独どく特とくの色。


　ストオルとの戦いのときに失われ、閉とじられたままの左目には、どこか穏おだやかな印いん象しようがあるが……


　もう片かた方ほう。


　彼の、開かれた右の瞳を見た途と端たん、キファはその目に、吸すい込こまれそうになる。


　いや、彼の目を見れば、誰でもそうなるだろう。


　瞳の奥に潜ひそむ、強い意い志し、強大な野望……それでいて、まるで子こ供どものように無む邪じや気きな輝かがやき。


　レファル・エディア。


　これが、北大陸の覇は者しやだ。


　若わかき、ガスターク帝国の王。


　彼は鋭するどい瞳で、円卓に座る十数人の臣しん下かたちをじろりと見つめ、


「……よし、いまの議題はここで終わりだ。そんなことよりもいま、我われ々われが抱かかえている一番大きな問題について、語る必要がある」


　それに、円卓の、レファルに一番近い側に座っていた男がうなずいて、


「そう。そのことです！」


　その声は、緊きん迫ぱくしている。


　キファはそれに、たじろいだ。


　いや、この円卓に、人がいっぱい集まっていることすら彼女は初めて見たのだ。


　ここ数日、レファルはこの村で暇ひまそうにぶらぶらしていて……


　やることといえば、ライナの魔ま眼がんの秘ひ密みつについて調べようと、必死に図書館通いをしているキファの邪じや魔まをしにきては、


『魔眼について教えてあげよっか？』


　などと言い、それから数時間後には。


『と、いうわけで、俺は意外と一いち途ずな男なんだ。知ってた？』


『知るか！　って、魔眼は!?　魔眼の話は!?　なんであんたの性格の話が、延えん々えん続くのよ!?』


『へ？　そりゃ、キファが知りたいかと思って』


　そんなことを嬉うれしそうに言っては、上じよう機き嫌げんで『エディアん家』に帰っていく、というだけの生活。


　はっきり言って、まったくもって王としての仕事をこなしているようには見えなかったが……


　いま、彼は初めて、王らしい仕事をしていた。


　レファルの側の男が、レファルを責せめるような声こわ音ねで続ける。


「いったい、どうなさるおつもりですか！」


　というような、王に対して敬けい語ごを使う人すら、この村では珍めずらしいのだ。


　そのレファルの部下も、眼光鋭い、見るからに切れ者、という感じの男だった。


　歳としの頃ころならレファルと同じ、二十二、三くらい。やはりガスターク特有の桃色の髪に、理知的な切れ長の青い瞳。ガスタークの軍服とは違う、青が基調の制服のような、スーツのような、奇き妙みような服を着ていて……


　それがどんな階級の人が着る服なのかはわからないが、王の一番近くの席を与あたえられているのだ。おそらくかなりの地位なのだろう。


　なにせ彼の両隣には、やはり正装をした、六十は越えてそうな老人が座っているのだ。


　こっちは見た目通り、高い地位にいる人なのだろうが。


　どこか、高こう貴きな雰ふん囲い気きがあった。


　貴族……？


　だが、キファがよく知る、ローランドの貴族たちとは、まるで違った。いやらしさがまるでなく、むしろ清せい廉れん、高こう潔けつといった印象。


　そのまま円卓をぐるりと、レファルのほうから、キファに近づいていくほど年若くなっていく。


　だが、老若男女、そのすべてが緊きん張ちようした、真しん剣けんな面おも持もちで会議を進めていて。


　なんというか。


『結婚ってなんの話よ！』


　と、レファルに詰つめ寄よれるような状じよう況きようでは、あきらかになさそうだった。


　だからキファは、音を立てないよう、こそこそ部屋を出ていこうとしたところで。


　青い制服の男が、言った。


「あの、陛へい下かが連れてきた女は、いったい何者なんですか！」


　瞬しゆん間かん。


　キファはその場に、凍こおりつく。


「って……一番大きな問題って……わ、私の話？」


　い、いや、確かに大きな問題ではあるんだけど。


　他国からやってきた、素す性じようの知れない女。


　当然一番最初に考えられるのは、暗殺者だ。


　もしくは間ス者パイ。


　とりあえず、偶ぐう然ぜん通りがかった旅人、なんて話が通用するはずないわけで。


　レファルが気に入ったから、はいすぐに仲なか間ま、という展てん開かいにはならないだろう。


　だいたい。


　と、キファはレファルの顔を見る。


　この男が、どういうつもりで接せつ触しよくしてきたのかすら、その真意はまるでわかっていないのだ。


『俺と一いつ緒しよにくるか？』


　そう言って、彼は彼女に手を、差し出してきた。


　その手を取らなければおそらく、こいつは私を殺していただろう。すでにその準じゆん備びをしていたのを、キファは見た。


　裏切れば、殺す。


　そういう関係。


　そしてキファは、レファルの手を取った。


　その結果彼女が得たのは、自由にこの、グランスレード村にある図書館の蔵ぞう書しよを読んでいいという、権利。


　そしてその権利は、危リ険スクを冒おかしても得るだけの価か値ちがあった。


　なにせ、ちょっと調べるだけでもここにある書物は、他ほかの国にはない、新しい発見だらけで。


　妙に現実味が溢あふれるお伽とぎ噺ばなしや神話。


　そして、魔眼についての記き述じゆつ。


　この地方はどうも特とく殊しゆな場所だったようで、古代の遺い産さんや遺物が大量に残っている、という話も聞いた。


　まだ、詳くわしいことはまるでわかっていないが……


　レファルがストオルとの戦いのときに使った例の黒い剣のことも、少しだけ、聞くことができた。


　彼の剣。


　黒く、彼の身長の三倍はあろうかという、異様に長い、剣。


　名前は『グロウヴィル』。


　彼はその剣に、自分の体の一部を生いけ贄にえに捧ささげ……


　たった一ひと振ふりで、キファの目の前の景け色しきを変えてしまった。


　ストオルの兵数万を、あっさり消し去ってしまったのだ。


　だが、問題はそこじゃない。キファが知りたいのは、そのときに響ひびいた声だ。


　いや、堕おちてきた、と言ったほうが、正しいかもしれない。


　頭の中に直ちよく接せつ響ひびくように、堕ちてきた声。


　それは……


　ライナの目が暴ぼう走そうしたときと、まったく同じだった。


　声が響く。


　声が響く。


　思わず体がすくんでしまうほどの、厳おごそかで、圧あつ倒とう的てきな力を持った声。


　だがそれは、キファがずっと探さがし求めてきたもの。





『応こたえよう。応えよう。さあ、代だい償しようを差し出せ。さすれば力を、解放せん』





　そう、声が響く。


　そして剣は、レファルの左目を喰くらい、ストオルの兵たちを皆みな殺ごろしにした。


「…………」


　異常な力だった。


　そしてそれが、ガスタークの秘密だ。外部にそれを漏もらした者は、すぐに殺されるだろう。


　絶対に世界に知られてはならない、ガスタークの秘密。


　聖せい剣けん。


　魔眼。


　契けい約やく。


　勇ゆう者しや。


　そして……神。


　レファルは、そう言った。


　この図書館には、その情報がある。


　手がかりが……


　ここには、手がかりがあるかもしれないのだ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』についての。


　いや、ライナを助けることができるかもしれない手がかりが……


　だからこそ、キファはレファルの手を取った。


　裏切ることを前ぜん提ていに、だ。


　ここで情報を集め、ローランドに帰る。


　そう思っていたけど……


「…………そううまく、ことは運ばないみたいね……」


　あたりまえだけど……


　青い制せい服ふくの男は、あきらかに不服そうな顔で、レファルに詰め寄っている。


　その、厳きびしい表情で王をにらみつける様よう子すからは……なんの警けい戒かい心しんもなく女を連れてきた王をたしなめている……というようなレベルの状じよう況きようには、見えなかった。


　もしかしたら、キファの素す性じようをすでに調べていて、殺すべきだ、と進言しようとしてい……


　が、そこでキファは首を振った。


　青い男はさっき、


『あの、陛下が連れてきた女は、いったい何者なんですか！』


　なんてことを言っていた。


　何者なんですか？


　つまり、素性はまだ、バレてないということだ。


　だが、いまはまだバレてないだけで、女を拷ごう問もんでもなんでもして、いったいなんの目的でガスタークの王に近づいたのか、というのを聞き出すべきだ、なんて話になるかもしれない。


　つまり、このままここにいるわけには……


「…………」


　そこで、キファは自分の姿を見た。


　そして顔をしかめる。


　ひらひらとした動きにくいドレスに、ヒールの高い靴くつ。


　こんな格かつ好こうじゃ、とても逃にげ切れるとは思えない。


　それどころかこんな靴じゃ、音を立てずにこの場を離はなれることすらちょっと難……


　が、そこで。


　青い制服の男が急にこっちを指さして、


「あんな、さっきから中ちゆう腰ごしでこそこそ部屋から出ようとしたり、立ち止まってみたりと、挙きよ動どう不ふ審しん極きわまりない行動を取っている女の、いったいどこがいいというんです？」


　って、いることバレてるのかよ！


　と、キファは思わず、心の中で口くち汚ぎたなく毒どくづいていた。


　すると一いつ斉せいに円卓に座っている人たちがこちらを振り向いて。


　それからレファルが、


「おわ、キファ、いたのか！」


　こんな状況なのに、嬉しそうな声をあげる。


　それに彼女は、これ以上ないというほどの居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、立ち上がった。


「……い、いえ……あの……会議の邪魔をするつもりは……」
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　が、レファルはそれを遮って。


「お、綺麗だなぁおい！　思った通りだ。キファのその赤い髪と、そのドレスはぴったりだと思ったんだが、思った通りだったな。ほらみんな、あれがキファだ。キファ・ノールズ。美人だろう？　今回の問題は、実物を見てもらわなきゃ話にならないからな。ほらほら、見て見て」


　その言葉に、部屋にいる人たちはじろじろとキファを観かん察さつし始めて……


「……ああ、まあこれなら」


「だが、ただべっぴんさん、というだけでは……」


「素性は確かなのか？」


　口々に言う。


　それにキファは、


「え？　へ？　いや、みんないったい、なんの話を？」


　するとレファルは楽しげに笑って、


「もちろん、キファと俺おれの結けつ婚こんの……」


「ってだからなんでそんな話に……」


　だが、またも彼女の言葉は、遮られる。


　どうやらガスタークの人は、人の話を遮るのが得意らしい。


　青い制服の男が、


「絶対に認みとめられません！」


　それにレファルは相手の機嫌を取るような猫ねこなで声で、


「まあまあ、そう硬かたい口調で『認められません！』なんて言わずに、彼女を見てみろって、リーズ。ほら、彼女は美人だろう？　美人と結婚する。こりゃ男の夢ゆめだろう？　それのなにが……」


　が、そこで、青い制服の男……リーズと呼ばれた男が、またもそれを遮って、


「美人なんて、その辺に掃はいて捨てるほどいるでしょうが。あなたは一国の王ですよ？　選び放題の好き放題でしょう！」


「だぁから、そういうのは面おも白しろくないから嫌きらいだって言ってるだろう？　俺はもうちょっとこう、なんていうか、刺し激げき的てきな恋れん愛あいっていうのか？　そういうのに憧あこがれ……」


「それで素性もわからない、間ス者パイかもしれない、暗殺者かもしれない女を側に置くというのですか!?」


　すると、レファルはにやりと笑う。


「刺激的だろう？」


「そんな問題ですむわけないでしょうが！　だいたい、なぜあんな女を……私が選んできた美女たちには、まるで見向きもしてくれないくせに」


　というリーズの言葉に、しかし、レファルは途と端たんに顔をしかめ、


「おまえが連れてくる女は、みんなおまえに惚ほれてる女ばっかじゃねぇか！」


「それはあなたが刺激的な恋愛をお望みだというから、じゃあ、私から女を奪うばう、略りやく奪だつ愛あいゲームにしてあげれば少しは嫁よめをもらう気になってくれるかと……」


「アホかおまえはっ!!　おまえのお下がりなんかいらねぇんだよ！」


「あ、あほ？　あほですって？　エディア家の馬ば鹿か息むす子こと呼ばれていたあなたが、ガスターク随ずい一いちの秀才リーグルワーズ・ペンテストをあほ呼ばわり!?　もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れましたよ。わかりました。いまからあなたがまだ十二歳さいのときに、初めて書いたラブレターの内ない容ようを、暗あん唱しようさせていただきたいと……」


「て、てめぇ、なんでいつも喧けん嘩かするとその話を……」


「ふっふっふ。ではいきますよ。ああ、愛いとしの……」


「こ、ころおおおおおおす！」


　と、勢いきおいよく立ち上がるレファル。


　だが、リーズはそれに、


「はっ！　殺すがいい。ほら、ひと思いに殺すがいいさ。だがレファル、俺を殺した瞬間、ガスターク全土に、おまえの書いたラブレターのコピーがばらまかれるよう俺が用意しているのは、おまえも知ってるよな？」


「……あ、ぐう」


　もう、半泣きでうめくレファルを見て……


　キファは、げんなりした。


　まるで子こ供どもの喧嘩だ。


　そしてそれを、他の円卓に座っている者たちは、楽しそうに、時には盛もり上げるように囃はやし立てながら眺ながめていて……


　結局ここも、いつもと同じ。


　この国はいつもいつも、こんな調子で動いてるのだ。


　王を王とも思わない臣下と、まったく王らしくない王。


「…………」


　レファルという男を知れば知るほど、本当にこんなのが北大陸の覇は者しやなのだろうか？　と、不思議になってくる。


　とそこで、リーズが突とつ然ぜん振り返って、勝ち誇ほこった表情で言う。


「と、このようにですね。陛下は十二歳のころから四百二十一回……いや、いまので四百二十二回も、私に弱みを握にぎられていることを忘わすれてしまうほど物忘れが激はげしいお方です。それどころか私の、リーグルワーズという名前すら長すぎて覚おぼえられずに、リーズと省しよう略りやくする始し末まつ。そんな記き憶おく容よう量りようの少ない彼はきっと……あなたの顔も忘れますよ、お嬢じようさん」


　そう言ってから彼は、キファを見つめてくる。


　そのまま、


「この男に弄もてあそばれて、悲しい思いをしたくないのなら、お引き取り……」


　その言葉を遮って、後ろからレファルが言う。


「だからそんなことなんでおまえが勝手に決め……」


　それをリーズは遮る。


「馬鹿王がちゃんと頭が使えないから、俺が頑がん張ばらなきゃ仕方がな……」


　それをレファルがまた遮って……終しまいにはつかみ合いの喧嘩になったりして。


　しかしもう、キファは聞くのをやめた。


　そもそも、この会話自体がおかしいのだ。


　だからキファは大きく息を吸って、


「ちょっと待ってください！」


　大きな声で、そう言った。


　それに、喧嘩は止まる。


　部屋にいる人たちが、一斉にこちらを振り向いて。


　それを確かく認にんしてから、キファは言った。


「あのですね……だから私はレファ……いや、エディア王と結婚するつもりなんて、まったくな……」


　が、そこでまた。


「レファルっ!?」


　部屋の外から上がった少女の声が、キファの言葉を遮る。


　それにキファはもう、頭を抱かかえた。


　本当にこの国の人は、人の話を最後まで聞こうとしない……


　だが、少女の声は続く。


　キファの後ろ。


　部屋の外から、


「助けてレファルっ!!」


　それは、悲ひ鳴めいだった。


　いまにも泣きそうな、悲ひ痛つうと絶ぜつ望ぼうが入り混まじったような声で。


　キファは、振り返る。


　だがそれよりも先に、レファルがキファの横をすり抜けて、民家から飛び出していて。


　それについて、キファも外に出る。


　すると、民家の外の広場に……


　ぐったりと倒たおれている一人の男と、そして、それに覆おおい被かぶさるようにして泣いている少女がいた。


　少女の年ねん齢れいは、十三歳さいくらいだろうか？　動きやすいようカットされたかわいらしい黒いドレスを着込んでいるが、泥どろと埃ほこりでぐちゃぐちゃに汚よごれてしまっている。


　髪も乱みだれ、整った、楚そ々そとした綺麗な顔も、やはり泥で汚れてしまっていて……


　彼女はその顔をさらに歪ゆがめて、


「レファル！　レファル！　お、お兄にいちゃんが!?」


　それに、キファは地面に倒れている男のほうを見る。


　そして……


「…………ひどい」


　思わず、顔をそむけてしまいそうになる。


　それほど、少女が兄と呼んだ男は、ひどい傷を負っていた。


　それは生きているのがおかしいほどの傷。


　肩かたから胸むねにかけて、まるで獣けものかなにかに喰くい千ち切ぎられたかのように、ざっくりえぐられており……


　その傷口の周まわりを、いったいどうやったのか、氷が覆おおっている。


　それにレファルが、


「クゥ！　傷口を凍こおらせてから何日たってる！」


　だがそれに、クゥと呼ばれた少女は首を振って、


「わ、わかんない。わかん……」
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　だがそこで、倒れている瀕ひん死しの男が、


「れ、レファル。僕ぼくは、大丈夫……そ、それよりクゥを休ませ……て……やっ……鎌かまの力をずっと使って、僕をここまで運……」


「おまえ、意い識しきがあんのか、スイ！　ってことは傷の管理はおまえがしたんだな？　なら……」


　とそこで、キファの横を通って、リーズも出てくる。


　そして地面に倒れているスイ、と呼ばれた男を見るなり、ひゅっと甲かん高だかい音の指ゆび笛ぶえを吹ふくと……途端、彼の周りに、黒いフードを身に纏まとった男たちが三人、現あらわれて……


　リーズはそれに、


「術式の準備をしろ。聖せい洞どうを使う」


「はっ」


　黒フードの男たちは散さん開かい。


　だが、リーズはそれをまるで気にせずに、再びスイのほうをにらみつけ、


「いったい、誰にやられ……」


　だが、レファルはそれを遮って、怒鳴った。


「いまはそんなことはいい！　スイも喋しやべるな。絶対に助けてやるから、体力を温存しとけ」


　それにスイは弱々しい声こわ音ねで、


「……い、いや……話せま……す。話せるのは、これが最後かも……」


「馬鹿なことを言うんじゃない！　ふざけるな。絶対に死なせないからな!!　くそっ、聖洞の準備はまだか！」


　必死に叫ぶレファルを見て、キファは、泣きそうになった。


　あきらかに、手て遅おくれ。


　スイの傷は致ち命めい傷しようで。


　それは、誰の目にもあきらかで。


　なのに、彼はこんなにも必死に叫ぶ。


　スイが、レファルを見上げ、微ほほ笑えんだ。


「相あい変かわらずレファルは……うるさいなぁ……」


「だから喋るなって！　すぐに聖洞に入れば……」


　だがスイは、それに首を振ってなにかを言おうとし、しかし、なにも言わずにため息をつく。そのまま、リーズのほうを見上げて、


「……もう、リーグルワーズ……さすがに……無む駄だ口ぐちたたくほど体力はないんだ。僕にかわって……王を……説得してくれよ……」


　それにリーズは、しばらく考え込むようにしてから、


「…………陛へい下か。ご決断を」


　短く、そう言った。


　だがそれは、さっきまでの軽い口調とはまるで違う声。


　そして彼は、レファルを陛下と呼んだ。


　陛下……


「…………」


　それだけで、レファルの顔が、歪ゆがむ。


　ひどく重い苦痛に耐たえているような、そんな表情。


　これが、この王の本当の顔。


　キファは、その顔を知っていた。


　あの剣を振るい、ストオルの兵を殺すとき。


　この国に隠かくされている秘密を守るために、人を殺すとき。


　その犠ぎ牲せいの上で、それでも前に進むときに、彼はこんな表情を浮かべる。


　そして、選せん択たくするのだ。


　なにが一番必要なのか。


　なにが一番、正しいのか。


　彼は目を細め、それからリーズに、


「クゥを」


　それだけでリーズにはすべてが伝わったのか、スイにしがみつくクゥの首筋に手しゆ刀とうを放つ。


「あ……」


　声は、それだけ。


　クゥは意識を失い、その体をリーズが優やさしく抱かかえ上げて、


「……よく頑張ったね。いまは、ぐっすりお休み」


　そう囁ささやいた。


　レファルはそれを確かく認にんしてから、スイのほうを見る。


　するとスイは、安あん堵どしたような、穏おだやかな顔になって。


「……た、助かった。さすがに死ぬところをクゥに見せるわけには……」


「……死ぬと、決めるな。もうすぐ聖洞の準備が整うだろう。いますぐに入れば、まだ助かる可能性はある……」


　しかし、レファルは顔をしかめ、


「……だが、困ったことに、死ぬ可能性のほうが高い……」


　それに、スイは笑った。


「……ほんとに、困ったことにね……」


　とそこで、再びリーズが呼んだ、黒フードの男たちが現れて、


「聖洞の準備が整いました」


　聖洞……それが、キファにはなんなのかまるでわからなかったが、どうもそこに連れていきさえすれば、これほどの致命傷ですら、治なおる可能性があるらしい。


　だが、レファルはそれに、


「聖洞の準備が出来たらしい……だが、すぐにおまえを連れていくわけにはいかない。おまえは死ぬ可能性がある……だから……」


　それが、彼の決断だった。


　王としての、彼の決断。


　彼はその決断を下すとき、迷まよわない。


　リーズに決断を迫せまられて、彼はすぐに決断した。


　迷いのない王と……


　それを信じる者たち。


　スイは、レファルの言葉をまるで当然のことかのように受け入れて、


「……陛下がそう言ってくれて……よかった。正直なところ今回は……生き残る自信が、あまりないんで……」


　そして、微笑む。


　ありえないと、キファは思った。


　王のために平然と命を捨てる部下。


　命令ではなく、人ひと質じちをとられているわけでもなく、あたりまえのように命を捨てる。


　これが、この国の強さ。


　圧あつ倒とう的てきな強さで北大陸を制圧しようとしている、ガスタークの強さ。


　兵たちが平然と王のために命を捨て。


　そしてその王も、自分の体を生け贄にえに、前へと進む。


　その歩みは止まらない。


　北大陸を手中に収めたら、次は大国ひしめく中央大陸。


　そしていつかは、ローランドも……


　と、そこで。


　スイが言った、


「……僕らが捜さがしていた魔眼の化ばけ物ものが……南大陸に……」


　その、言葉に。


　キファの思考は、遮られる。


「…………」


　南……大陸？


　捜していた魔眼の化物？


　って、いったいなんの話？


　ま、まさか、南大陸の魔眼の化物って、ライナのことじゃ……


　が、レファルはそれに、


「じゃあその傷は、あの化物にやられたのか!?」


　しかしスイは首を振る。


「……いや、これはティーア・ルミブルじゃない……レファルも……知ってるでしょう？　あいつでは、僕らには勝てない」


　なんてことを言って。


　それにキファは、


「……ティーア・ルミブル……？」


　誰にも聞こえないような、小さな声で呟いた。


　ティーア・ルミブルってなに？


　聞いたことのない言葉だった。


　だが、話からすると、その、彼らが追っているという魔眼の保持者の名前だろうか？


　スイの言葉は続く。


「ですが……あいつは危き険けんです……どうやら……散在している魔眼保持者を集めているようで……」


　その言葉を、レファルは継つぐ。


「……ああ、くそ。魔眼狩がりを進める俺たちに反はん抗こうするつもりか。で、規き模ぼは？」


「それは、まだ……ですが、ネルファにそれらしい者たちが……集まっている、という情報を得て……それは兄さんが……」


「……リルか。あいつにはローランドを担たん当とうさせてたはずだが……」


　そこで。キファは思わず、声をあげそうになる。


「…………」


　だが、彼らの会話は続く。


　レファルが言った。


「……『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』のことは、リルに任まかせておけば問題ないだろう。だが、あいつにやられたんじゃないとすれば、おまえいったい、誰に……」


　それに。


「他国の刺し客かくが……使う、『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』……しかもリル兄さんが使う、來らい獣じゆうの指輪と、同種の……」


　瞬間。


　レファルの表情が変わった。


　まるで絶望したかのような表情になり、


「……どこの国だ？　ネルファか？　ルーナか？」


「……それが……『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』を使っているのはどうも……一国ではないようで……」


　それに、レファルはさらに顔をしかめる。


「……やはり、南からか……門が……門の場所は」


「……それはまだ……しかし、一つはおそらく……」


　などなど。


　わからない言葉が多すぎて、聞いていても、キファにはまるで理解できない会話が続く。


　ルールフラグメ……だの、ライジュウノユビワだの、門だだのと、まったくもって、全然わけがわからないが。


　でもなにか、大変なことが南大陸で起こっていることだけは、なんとなく想像……


　が、そこで突然。


　スイが言った。


「それに……ローランドには……ラヽイヽナヽ・ヽリヽュヽーヽトヽという名の化物が力を貸しています」


　途と端たん。


　キファの頭の中が、真っ白になる。


　い、いま、なんて言った？


　ライナ・リュート？


　な、なんでライナの名前が、こいつの口から……


　レファルが言う。


「……ライナ・リュート？　いったいそいつは何者だ？」


　なにを、こいつらは言ってるの？


　もう、わけがわからなかった。


　なぜ、突然こんなことになるの？


　ライナが何者なのか？


　それを調べるために、キファは旅に出たのに。なんで突然、こんな話に……


　彼がいったい何者なのか？


　そして、彼を救すくう方法はあるのか？


　それを調べるために、彼女は旅に出たのだ。


　南大陸を離れ。


　遥はるか、遥か北の大地まできて……


　しかしここでまた、彼の名前を聞くことになるなんて。


　キファは震ふるえた。


　だって、もしかしたらここで、ずっと探さがし求めてきた答えが……


　スイが、言う。


「見た目だけでいえば……彼はただの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者……だが、僕はあんな化物を見たことが……」


　だが、そこまでで、レファルにはもう、すべてわかったようだった。彼の表情がさらに歪み、スイはそれを見て、


「ああ……やはりレファルは、彼がなんなのか……」


　レファルはうなずく。


　それにキファは身を硬くする。


　彼は知ってる。


　キファがもっとも知りたいことを。


　レファルは、知ってるのだ!?


　そして、彼が口を開こうとしたところで……


「…………あっ」


　キファは、気づいた。


　青く、鋭い瞳。


　刺すような視線で、リーズがこちらを見つめてきていて……


　彼は、レファルの言葉を遮る。


「……陛下。部外者がいる場で、その先を口にされるのは……」


　それに……まずい、と思った。


　リーズはこちらを見つめている。


　レファルでも、スイでもなく、彼女のほうをにらみすえてきている。


　だが、いったいいつから？


　いつからこちらを……


　その答えは、すぐに出た。


　リーズが言う。


　キファを見つめて、


「……南大陸……その言葉が出たときに、あなたは顔色を変えましたね？」


　それに、キファは泣きたくなる。


　こいつは、最初からずっと、こちらを見ていたのだ。


　こんな状況で。


　こんな、仲間が死ぬかもしれないという状況で……


　こいつは、レファルとスイの会話の、どの部分に彼女が反はん応のうするか、それをずっとうかがっていたのだ。


「次にローランド。そしてさらには、ライナ・リュートという言葉に、あなたは反応した……」


　そこで、リーズは笑みを浮かべ、


「……これはどうも、面おも白しろいことになってきましたね。誰か、すぐにスイを聖せい洞どうへ。残りの話はどうやら、このお嬢じようさんから聞くことが……」


　が、そこで。


　ヒールを脱ぬぎ捨てて、キファは走り始めた。


　なんとかこの場を逃げ出そうと……


　しかし。


　彼女の髪かみを、リーズがつかむ。そのままぐいっと引っ張り、さらに、彼女の腹はらに拳けん打だを……


「がぁ!?」


　と、苦く悶もんの声をあげる。


　だが、声をあげたのは、キファじゃない。


　さらにその後ろから飛び出してきたレファルが、リーズの顔面を殴なぐって……


「れ、レファルてめぇ、なにしやがる!?」


「なにしやがるじゃねぇよ！　おまえこそ女の子の腹を殴ろうとするなんて、どうかしてるぞ？　それどころかこいつの腹は、もしかしたら俺の子を身ごもるかもしれない腹なんだぞ!?」


「は、はぁ!?　おまえ、本気でそんなこと言ってるのか？」


　するとそれに、レファルは笑う。


　いつもの、無む邪じや気きな子こ供どものような笑顔。


「……だから前から俺は言ってるだろう？　恋れん愛あいは、これくらい刺激的じゃないとな」


　そこで、彼はこちらを見る。


「……でもってさらに言えば、女の子の過か去こを聞くような野や暮ぼなことはしたくないんだが……でも困ったことに、今回の場合はそういうわけにはいかなくなっちゃったようだなぁ」


　そう言って、今度は残ざん念ねんそうな、悲しげな表情になる。


「でも、安心してくれ。俺は過去なんか気にしない。もし君が、どこかの国の間ス者パイでも、俺を殺しにきた暗殺者でも、今後、俺たちの仲間になるというのなら……キファはなんの心配もする必要はない……」


　そして彼は、優しげな眼まな差ざしでキファを見つめたまま。


　しかし、低く、鋭い声音で言った。


「…………それで？　おまえはどうする？」


　選せん択たく肢しは、二つ。


　また、例のやつだ。


　ライナの情報を売るか。


　死か。


「…………」


　キファはため息をついて、空を見上げた。


　そしてふと、こんな遥か北の大地の空も、南大陸の、ライナがいる空とつながっているんだろうか？


　なんてことを思ってみて。


　思ってから、後こう悔かいした。


「……ああもう泣きそう。ここからじゃ遠すぎるよライナ……」


　それから彼女は、レファルのほうを見る。


　そして彼女が選んだ選択肢は……





















　　第四章　絶ぜつ望ぼうが埋うめ尽つくさない心










　そこは道なき道だった。


　ローランドの国こつ境きようを越こえ、ネルファ皇こう国こくへと入り、街かい道どうをしばらく北に進んでから、途と中ちゆう、西へと進路を変える。


　そして街道から外れ、背せ丈たけ以上に雑ざつ草そうが生おい茂しげる道なき道を、ライナたちは進んでいた。


「…………ふむぅ」


　と、ライナは腕うで組ぐみをし、考え込む。


　その、ライナの前の草をティーアが必死にかきわけながら、


「……いったいライナはここ数日、なにをそんなに悩なやんでるんだい？」


「……むーん」


「……って、無む視し？　いや、そりゃほら、ライナが僕ぼくと出会ってから、自分が人間じゃないことがわかったりと、いろいろ衝しよう撃げき的てきな事実に悩むのはわかるけど……結けつ局きよくそんなに悩んだところでいいことはないと思うよ？」


　しかし、ライナはあくまで上の空で。


「……むむむむむ」


　それにティーアは、ため息いきをつく。そして遠えん慮りよ気ぎ味みに、


「……その……それじゃあその、せめて自分で草をかきわけてくれると、もう少し速く進めるんだけど……まあ、もう目的地は目の前なんだけどね……」


　その、言葉に。


　ライナはティーアの顔を見る。


　するとティーアは安あん堵どしたような表情になって、


「あ、やっと僕の話をきいてくれる気に……」


　が、そこから先の言葉は、耳に入らなかった。


　ただ、ティーアの瞳ひとみ。


　朱しゆの、十字を見つめてから……


「……エレミーオ」


　それに、ティーアの顔が歪ゆがむ。


「またそれか。だからエレミーオっていうのは、なんなんだい？　この間から、ライナは何度も何度もその言葉を呟つぶやいてるけど……あ、もしかして恋こい人びとかなにかだったりする？」


　なんてことを言ってきて。


「恋人？」


　ライナは答えた。


　するとティーアは今度こそ助かったとばかりの顔で、


「あ、やっと反はん応のうした！　ってことは図星か？　ライナには恋人が……」


　しかしそこで、ライナはまた、ティーアを無視する。空を見上げ、呟くように、


「エレミーオ……恋人……ああ、確たしかに女っぽい名前のような気もするな……」


「って、恋人の名前じゃないのかい？　じゃあいったいなんなん……ああもうまた上の空に……」


　が、それをライナは遮さえぎって、


「ティーア」


「やっとか！　やっと僕の話をきく気になって……」


「いま俺おれ、考え事で忙いそがしいから、ちょっとしばらく黙だまっててくんない？」


「ええええ!?」


　なんて声をあげ、それからすねたような声こわ音ねで、


「……いや、いいんだよ？……いいんだけどさ……もうすぐ仲なか間まのところにつくし……」


　そう、言った。


　もうすぐ、仲間のところにつくらしい。


　ライナと同じ、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』……いや、魔ま眼がん保持者たちが集まる集落。


　でも、だからこそいま、考えておかなければならないのだ。


　それはいままでライナが見落とし続けていた事実。


　すでに手の中にあったのに、考えもしなかった真実。


　この眼めは、いったいなんなのか？


　ということ。


「…………」


　ライナは指で、自分のまぶたをめくりあげてみる。


　この眼は、なんなのか？


　それに、いまのライナには、少しだけ心当たりがあった。


　それは、ライナの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が暴ぼう走そうしたときに堕おちてきた言葉。





『我われを殺す？　いま程てい度どの力で、我を殺す？　『エレミーオ』ごときの力で我を殺すと言うのか？　地を這はうムシケラが、我を殺すと言うのか？　は、ははは、はははははは。消えろ。きえろ。キエロ。全て無だ。無む為いだ。無に帰せ』





「……エレミーオ」


「だからまたそれか……女じゃなけりゃ、男？　ライナはそういう趣しゆ味みだとか？」


　と、ティーアがもう、あきれきったような声で言ってくるが……


　それは人の名前じゃない。


　いや、人の名前じゃないと、思う。


　それは確たしか、ガスタークからきていた間ス者パイ、スイが使っていた武ぶ器きの名前だ。


『エレミーオの櫛くし』。


　スイはそれを、そう呼んでいた。


　暴走したライナの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が、あっさりその、『エレミーオの櫛』を、スイの腕ごと消しよう滅めつさせてしまったので、どんな能力が秘ひめられていたのかはわからないが……


　あれはおそらく、勇ゆう者しやの遺い物ぶつの一種だ。


　その、勇者の遺物に対して、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が言った言葉は……





『『エレミーオ』ごときの力で我を殺すと言うのか？』





　これは、どういうことだ？


　あの、堕ちてくる声の主。


　あの化物は、『エレミーオ』とかいう勇者の遺物の名前を……いや、その存そん在ざいを、まるで知ってるかのような口ぶりだった。


　ということは、


　この、瞳は。


　こいつは、勇者の遺物の一種なんじゃないのか？


「…………」


　だがそこで、ライナは表情を曇くもらせ、困こまったように腕組みをして、


「……でも、そうなるとまた、謎なぞが増ふえるんだよなぁ……」


「……いや、むしろもう、ライナのほうが謎だらけだと僕は思うよ……」


　なんてティーアが疲つかれたような声音で言ってくるが、やはり無視する。


　ここからが、もっとも重要なところなのだ。


　あの堕ちてくる声。


　あいつは、スイの使っていた櫛のことを、


『『エレミーオ』ごときの力……』


　って言ったのだ。


　だがそれは、どういう意味だ？


　エレミーオごとき。


　それは、エレミーオの櫛ごとき、という意味なのか、それとも……


　櫛の中にある力……もしくは櫛の中にいる、何者かの名前を『エレミーオ』と呼んだのか……？


　櫛の中にいる、エレミーオという名前の、何者か。


「……ったく、櫛の中にいる小さな神様ってか？　いよいよお伽とぎ噺ばなしめいてきたな……」


　自分で言って、ライナは苦笑する。


　だが本当に、あれがただ、特とく殊しゆな力を持った櫛なのか、それともその中に何者かが潜ひそんでいるのかでは、事情はまるで違ちがってくるのだ。


　特殊な力を持った櫛か。


　小さな神様が住んでるのか？


　それを言い換かえると、こうなる。


　俺自身が化ばけ物ものなのか……


　それとも、この眼の中に何者かが宿っていて、俺に人を殺させたのか……？





　堕ちてくる声。





『神。悪あく魔ま。邪じや神しん。勇者。化物。貴き様さまらはなんて呼ぶ？　貴様らはなんて呼ぶ？　はははははははははははははははは』





　堕ちてくる声。





『αはじまりは破は壊かいだ。我はなにも生み出さない。恵めぐまない。救すくわない。ただ消すだけ。真っ白に』





　聞きたくないのに、頭に響ひびく、その声。


　それはでも、自分が放っている声だと思っていた。狂くるった化物である、自分の声だと。


　でもその声は、ティーアにも堕ちてきたという。ライナにだけ墜ちてくる声じゃなかったのだ。


　母の腹はらの中。


　ティーアの頭に響く。





『最初のエサをやろう。その下等な人間を、喰くらえ』





　そいつは突とつ如じよ現あらわれて、命令するのだ。


　人を殺せ。


　人を殺せ。


　大切な人も。


　愛する人も。


　おまえのまわりにあるすべてを破は壊かいしろ。


　しかしそう命じるおまえは……


「……おまえはいったい、誰だれなんだ？」


　すると。


　目の前で一いつ生しよう懸けん命めい草をかきわけてくれているティーアが、驚おどろきの表情でこちらを振ふり返かえり、


「……え？　あの、ティーア・ルミブルって、僕、ずいぶん前に自じ己こ紹しよう介かい……」


　それにライナは慌あわてて


「いやいやいや、おまえのことじゃなくて」


「僕のことじゃない？　じゃあ……」


　と、彼は周囲をきょろきょろと見回す。そして、誰もいないことを確かく認にんすると、急に、なにかに気づいたぞという顔になり、


「ま、まさかライナ、変な薬でも」


「やってないやってない」


「でもさっきから幻げん覚かくを……」


「見てないって」


「だめだぞライナ。麻ま薬やくなんて、下等な人間どもだけが……」


「だから薬なんかやってないって言ってんだろうが！」


　ライナが怒ど鳴なると、ティーアは心配そうな顔のまま、


「なら、いいけど。もし麻薬なんかやってるなら、薬が抜けるまでは仲間に会わせるわけにはいかないしね」


　そう言ってから、再び、目の前の草を、ぐいっとかきわけて、言った。


「さて、そろそろだよ。そろそろ仲間たちのところに到とう着ちやくする」


　それにライナは、顔をあげて草の向こうを見る。


　街道から離はなれ、二日ほど道なき道をいった、先。


　生え放題だった雑ざつ草そうが突とつ如じよ開け、その先に、ぽつんと一いつ軒けんの小屋が建たっていて。


　その家を見て、ライナは言った。


「んぁ？　……魔眼……じゃなかった。神の眼の保持者たちが暮くらしてる集落……ってわりには、こぢんまりした家が一軒あるだけに見えるんだけど……」


　するとなぜか、ティーアは感動したように嬉うれしそうに笑って、


「やっとか……やっとライナが僕に普ふ通つうの質問を始めたよ」


「いや、それはもういいから、答えろって」


「もちろんさ。ちゃんと会話してくれるなら、なんだって答えてあげよう。で、なんだっけ？」


「だぁから、世界中の神の眼の保持者が暮らしてる集落ってわりには、みすぼらしい小屋があるだけに見えるんだけどって話だよ」


「ああ、それね。まあ、これは仮かり宿やどだからね」


「仮宿……？　ほう。じゃ、本ほん拠きよ地ちは別の場所に？」


「ああ。中央大陸に……」


　と、いうことらしい。


　ライナはティーアのほうを見て、言う。


「じゃあ、このちっこいのは、神の眼保持者が運営する、南大陸支し店てんってとこか？」


　しかし、ティーアはそれを否ひ定ていした。


「いや、僕らは南大陸には興きよう味みはないよ。ここも数日以内に引き払はらうつもりだしね」


「へ？　そうなの？　なんで？」


「任ヽ務ヽが終わったからさ。南大陸の神の眼保持者は、あらかた集め終わったし……あとはそれを連つれて、本拠地へ帰るだけ」


「……ふむ。なるほど」


　と、ライナが納なつ得とくするようにうなずくと、ティーアはまた、嬉しそうに微ほほ笑えむ。


　やっとライナに相手してもらえたことが、心底嬉しいようで。


「…………」


　しかしライナはその、彼の穏おだやかな表情に複雑な気分になる。


『下等な人間ども』


　そう、吐はき捨すてるように言うときの彼と、ライナに対する彼の態たい度どが、まるで違ちがうから。


　でも、いったいなにがそこまで彼に、強い差別意い識しきを持たせるんだ？


　もちろん、魔眼保持者に対する人間の態度を考えれば、彼が人間を嫌きらいになる理由はわかるんだが……


「…………」


　と、ライナは目の前の小屋を見る。


　人里から離れ、それを拒きよ絶ぜつするかのようにぽつんっと建っている、その木造の小屋。


　ここに集まってる魔眼保持者たちもやはり、全員ティーアと同じ考えを持ってるんだろうか？


　自分たちは上位種で、人間たちは下等な生き物だと。


　すべての人間が死ねばいいと、そう、思ってるんだろうか？


　それともこいつらの親玉……世界中の魔眼保持者たちを集めているこいつらの組そ織しきを統とう率そつしてる奴やつが、その考え方を、他の魔眼保持者にも強要しているのか？


　どっちにしろ、付き合い辛づらそうだなぁ、なんて、ライナは顔をしかめる。


　そのままティーアを見て、きいた。


「……あのさ。おまえら、世界中の神の眼保持者を集めて回ってるんだよな？」


　すると彼はうなずく。


「ああ、そうだよ。下等種のくせに僕らを迫はく害がいする人間どもから、仲間を守らなきゃ。だから僕が指し導どう者しやになって、世界中の神の眼を集めてるんだ」


　なんて言葉に、ライナは目を細めた。


　親玉の話。


　でも、いまの話からすると、


「……じゃ、ティーアが神の眼の保持者たちが集まる組織の、指導者ってわけか？」


「そうだよ？」


　彼は、あっさりうなずく。


　だがそれにライナはティーアを半眼で見つめ、


「で？」


　そう、言った。


　するとティーアはその意味がわからなかったのか、首をかしげ、


「ん？　で？　って？　なにが？」


「なにがじゃねぇよ。おまえがいま言ったの、噓うそだろ？　おまえは指導者なんかじゃない」


　それに、ティーアは目を丸くして、驚おどろく。


「うわ、気づいちゃった？　すごいなライナは。いったいどこで気づいた？」


「いや、どこで気づいたもなにも……」


　あきれるような声こわ音ねで言ってから、ライナは、さっきティーアが言った言葉を、少しだけ声を真ま似ねて、復ふく唱しようした。


「……『任ヽ務ヽが終わったからさ』」


　途と端たん、ティーアは納なつ得とくとばかりの顔になって、


「ああ、そうか。これはしまったな。任務……任務ね……そう。確かに僕は、命令で動いてる。指導者じゃない」


　それにライナは半眼のままで言った。


「おいおい……なぁんか、話の雲行きがおかしくなってきたんじゃねぇのか？　……なにが『仲間に噓うそはつかない』だよ。いきなり噓ついてるじゃねぇか」


　だが、ティーアは笑う。まるで悪びれた様よう子すもなく、


「いや、といって噓でもないんだ。一応は僕が、表向きの指導者ってことになってるからね」


　表向き。


　ということはつまり、別に本当の指導者がいて……だが、それを隠かくすために、ティーアが指導者をしているということか。


　となると、


「……敵てきがいるのか？」


　じゃなきゃ、わざわざ隠す意味がない。


　もちろん人間全部が敵と言えばそれまでだが、ティーアほどの強大な力を持っていれば、そこらの人間など、相手にならないだろう。


　すると自おのずと答えは出てくる。


　ティーアたちが自分たちの指導者を隠さなければならないほどの相手。


　彼らが、恐おそれるほどの敵。


　それは……


「……ガスタークか」


　途端。


　ティーアの表情が変わる。


　どうやら図星らしい。


　ティーアは驚いたような、それでいて、嬉しげな顔になって、


「……これは……すごい……しばらく共に行動して、ライナの能のう力りよくの高さは薄うす々うす感じていたけど、まさかここまでとは。君みたいな頭の切れる仲間が増えたと知ったら、盟めい主しゆ様もきっとお喜びになる……」


　だがそれにライナは、頭を抱かかえたくなった。


　ティーアたちが作っている組織は、あのガスタークと敵対しているのだ。


　いや、そんなのは少し考えればわかることだったんだけど。


　ただでさえガスタークは、魔眼狩がりだのなんだのといって、魔眼を追いかけ回してるのだ。それが、魔眼保持者たちが集まっている組織と、ぶつからないわけがない。


　そして。


　魔眼保持者たちはガスタークとぶつかった場合、おそらくあっさり敗北するだろう。


　いくらティーアが強いと言っても……それは普通の人間が相手の場合だ。


　ライナは、ガスタークからの刺し客かく……スイとクゥが持っていた武器のことを思い出す。


　勇者の遺物……奴らは『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』だのと呼んでいたが……


　持ち主に爆ばく発はつ的てきな身体能力をもたらし、さらに斬きりつけた相手を凍こおり漬づけにする、『アイルクローノの鎌かま』だとか、自分の腕に刺さすことによって腕が竜りゆうのような姿に変わり、そしてその口から火を噴ふく短剣だったり……


「…………」


　いや、後者は使い方がわからなくて、ライナたちが捨てたものだったんだけど……


　でもとにかく、奴らはそんな、いまの魔ま導どう技術では実現不可能な、強大な力を秘めた武器を使用している。


　そしてそれに対し魔眼は……


　たとえばライナの瞳――『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』は、あらゆる魔法の構こう成せいを瞬しゆん時じに解かい析せきし、コピー、もしくは解かい除じよする能力。


　ティーアの『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』も、形式は違うとはいえ、結局は同じような能力だ。相手の魔法を喰らい、それを力に変へん換かんして身体能力を上げる。


　どちらにせよ、相手の魔法を利用して、力にする。


　だが、勇者の遺物は……その魔法という概がい念ねんとはまるで別のところで力を発はつ揮きしているのだ。


　勇者の遺物を『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』で見ても、どういう構造で、どこがどうなって、火を噴ふいたり、氷を出したりしているのか、まるでわからない。


　つまり、勇者の遺物と魔眼では、相あい性しようが最悪なのだ。


　いくらティーアが化物じみた力を持っていても、魔法を使わない相手には、手も足もでない。


　むしろ魔眼に頼たよらず、普通の魔法で戦ったほうが、まだ勝ち目があるくらいだ。


　実際にライナは、フェリスとともに、スイとクゥを退しりぞけたこともあるし……


　だが、ティーアにはそれもできないはずだった。


　彼の眼は、常に大気中にある精せい霊れいを喰らい続けているらしく……その精霊の位置をずらすことで発動する魔法を使用することができないらしい。


　つまり彼は、魔法が使えないのだ。


　それで、どうやってガスタークと戦う？


　ライナはきいた。


「…………ちなみにおまえ、ガスタークの奴らと戦ったことあんのか？」


「…………」


　ティーアは、無言。


　だが、それだけで結果はわかった。


　そしてつくづく、アルアを連れてこなくてよかったと思う。あのガスタークに、まっさきに標ひよう的てきにされるような危き険けんな組織に、連れてくるわけにはいかない。


　逆にいえばこの組織は……


「……つまりは、おまえらは反ガスターク組織ってことか？」


　そう、きいたところで。


　ガタンと、音がした。


「なんだ？」


　と、ライナは音のほうを見る。


　すると、雑草が開けた先にある小屋の扉とびらが開き、一人の少年が出てきていて。


　肩かたまで伸のばした黒くろ髪かみに、黒目。


　まだ幼おさない。


　四、五歳さいくらいだろうか？


　その子がぼーっと草むらの、こっち側を見つめ……


　それから、ライナと、そしてティーアの姿を見つけると、顔一いつ杯ぱいに嬉しそうな笑えみを浮うかべ、


「あ、あ、あ、あ！　ティ、ティーア兄にいちゃんっ!!」


　叫さけんで、こちらへ走り出す。


　途と端たん、その声を聞きつけたのか、小屋からさらに四人の子こ供どもたちが飛び出してきて、こちらを見るなり、いつ転んでもおかしくないような勢いでこちらに走……


「ぎゃぁ!?」


「あ痛いたぁ!!」


　二人転んだ……


　いや、まあそれはさておき。


　その転んだ子供たちもすぐに起きあがり、こちらへと駆かけてくる。


　そして、次々にティーアに飛びつく。


　するとそれにティーアは優やさしく微ほほ笑えんで、子供たちの頭をなでながら、


「待ったか？」


　そう言うと、一人の少女が、いまにも泣きそうな顔で叫ぶ。


「お、遅おそいよティーア！」


　さらにもう一人の少年が、


「僕らずっとずっと待ってたんだよっ!?」


　それにティーアはその、一人一人の頭をなでながら、


「そうかそうか。お留る守す番ばんの間、みんないい子にしてたかい？」


　その問いに、全員の子供たちが同時にうなずく。


「ぼ、僕いい子に……」


「私のほうがいい子だったもん!?」


「お、おまえは俺のケーキ勝手に食ったじゃねぇか!!」


　とかなんとか。


　ライナはその、子供たちのうるささよりも、それに対するティーアの姿すがたに驚いた。


　眼まな差ざし、声音、そのすべてに、ライナが見たこともないような優しさが感じられて。


　それを不ふ思し議ぎそうに眺ながめていたライナのほうを、ティーアが見る。


　そして、


「……ライナはさっき、僕がガスタークの奴と戦ったことがあるのかと、そうきいたよね」


「ああ」


　ライナはうなずいた。


　するとティーアは、愛いとおしげに子供たちの頭をなでながら、


「……もちろん、あるよ。そして逃にげた。目の前では仲間たちが次々と殺されていく。そのときそこにいたのは、たまたまこんな子供たちばかりでね……だけど、どうにもできなかった。三十八人……全部殺された。殺され、目をえぐり取られ……でも、僕にはなにもできなかったんだ」


　苦く痛つうの表情。


　その、彼を見つめ、


「……それが、おまえがそんなにも人間を嫌う理由か？」


　だがそれに、ティーアは首を振る。


「いや、僕は生まれたときから、人間は嫌いだよ。神の声に直ちよく接せつ命令を受けることができる『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』や『怨ウイ嗟ルノ・眼ヘイム』は、最初から世界の真理を知っている。


　僕らと人間は、決して相あい容いれない。


　だが、他の神の眼の保持者たちは違う。君のような『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』や、『未トー来チ・眼カース』、『夢エブ置ラ・ク眼リプト』……神の声を聞かない神の眼の保持者は、みんなそれぞれ人の中で暮くらし、蔑さげすまれ、迫害を受けながらも……


　人を、好きだという。


　君もそうだろう？　ライナ。君はまだ、人間が好きだ。違うか？」


　ライナはそれに、


「ああ。そうだ」


　正直に、うなずいた。


　するとティーアは微笑む。


「……素す直なおに答えてくれてありがとう」


「ん？　訂てい正せいしないのか？」


「する必要ない」


「なぜ？」


「そんな甘あまい考えは、すぐに変わるから」


「そんなもんかね？」


　ライナが言うと、それにティーアは笑みを浮かべ、


「……僕の目の前で子供たちが殺され、眼をえぐられた。そのときの人間どもは、歓かん喜きの声をあげ……化物どもを退たい治じしたと叫んでいたよ。首尾良く七十六個の魔眼を回収したと……笑っていた」


　そのまま彼はこちらから目を離し、再び子供たちの頭をなで始める。


　そして、


「……もう、この子たちに、あんな醜みにくい笑い声をきかせるわけにはいかない。そうじゃなくてもここにくるまでに、ひどい思いをしてきてるんだ。


　化物、悪魔、怪かい物ぶつ……


　ずっとそう呼よばれ続け、僕が見つけたときにはもう、顔も上げられず、言葉すら話せなくなっていた子供だっている。


　そしてみんな言うんだ。


　僕は化物で、でも、大切な人を傷きずつけたくないんだ。


　僕は怪物で、でも、大切な人を傷つけたくないんだ。


　だが……」


　そこでティーアは顔を上げ、ライナを見る。


　彼の顔は、悲しげに歪ゆがんでいて。


　吐はき出すような声で言った。


「……いったい、どっちが怪物だ？」


「…………」


　ライナは、答えられない。


　答えられるはずがなかった。


　それはまるで、自分のことを言われているかのようだったから。


「…………」


　化物と呼ばれた。


　怪物と呼ばれた。


　忌いみ嫌きらわれ、蔑まれ……


　でもそれを、嫌いやだと思った。


　もう化物と呼ばれたくない。


　もう誰だれも殺したくない。


　もう傷つきたくない。


　もう誰も傷つけたくない。


　だから誰も。


　誰も、俺に触ふれないでくれ……


「…………」


　そして世界から目を背そむける。


　まるでなにもかもに興味のないような表情をして。


　すべてに無関心なフリをして。


　自分の殻からの中に、閉とじこもる。


　傷つきたくないから、誰とも触れ合わない。


　傷つきたくないから、差し出された手を振ふり払はらう。


　そして逃げて。


　逃げて。


　逃げて。


　逃げ続けていたら、本当になにも感じなくなった。


　誰がなにをしても、無関心になった。


　世界になにが起こっても、興きよう味みがなくなった。


　ただ、毎日が眠ねむいだけ。


　ただ、無む為いに、無意味に、時間だけが流れていくだけ。


「…………」


　ライナは、子供たちとたわむれるティーアを見つめた。


　すると彼は、こちらを見ないまま、言ってくる。


「……僕は、この子たちを守りたい。この子たちが笑ってられる世界が作りたい……だから君のような有能な仲間が増ふえるのは、本当に嬉うれしいよ」


　そしてティーアは笑って、


「ようこそ、ライナ・リュー……」


　が、言葉はそこまで。


　一人の少年が、


「有能？　仲間？　あ、こいつ仲間なの!?」


　もう一人の少年が、


「なになに？　なんの眼？　僕らと同じ『複アルフ写ア・ステイ…………」


　さらに少女が、


「そんなのどうでもいいのよ！　それよりも、なにが得意？　得意技わざはなに？」


　と、矢や継つぎ早ばやに質問攻ぜめにしてきて。


　ライナはその勢いきおいに気け圧おされながら、


「は？　え、得意技？　って……なんの話？」


　すると少女は察しが悪いなとばかりに顔をしかめ、


「もう、鬼おにごっことか、隠かくれんぼとかいろいろあるでしょう！」


「あ、ああ、そういう得意技か……」


「ちなみにね、あのね、ティーア兄ちゃんはおままごとがね、得意なんだよ！」


「じょ、冗じよう談だんだろっ!?」


　と、今度こそ心底驚いた顔でライナがティーアを見るが、彼はただ笑うだけ。


　しかし子供たちは止まらない。


「で、なにが得意なの？　さっさと答えなさいよ」


　その、言葉に。


　ライナはしばらく考え込んでから、言った。


「……………………ひ、昼寝かな」


　それに子供たちは一いつ斉せいに顔を見合わせて。


『こいつ使えねぇえええええええええええええええええええ!!』


「いや、そんなに声を揃そろえられても……」


　だがそこで、その子供たちの後ろから、


「……昼寝はいいですよね、ライナさん。僕も昼寝は好きです」


　突然、声をかけられて。


　ライナはそちらを見る。


　するとそこには、やはり黒髪、黒目の少年……いや青年？　ライナより少し下、十五、六歳くらいの男がいて。


　それにティーアが、


「ラフラか。君の言ったとおり、エスタブールの宿屋にライナはいたよ」


　それに。


「エスタブールの、宿屋？」


　ライナは、顔をしかめた。


　エスタブールの宿屋。


　そこでライナは、ティーアと初めて会ったのだ。


　ティーアは宿の主あるじと女お将かみを殺し……その彼に、ライナは、シオンとフェリスを裏切ってついていった。


　だが、


「言ったとおりって……それどういうことだ？　どうして俺がエスタブールにいることがわかった？　そういう能力の眼なのか？」


　その問いに、ラフラは微笑んでから、眼を閉じた。そして再び開くと、黒い瞳ひとみの中に、朱しゆの点が二つ、現れている。


　縦たてに並ならんだ、朱色の点。


　まるで『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の五ご方ぼう星せいや、『殲イー滅ノ・ド眼ウーエ』の十字のような、朱の紋もん様よう。


　ライナはそれを見て、


「……あきらかに『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』じゃ、ないよな」


「ええ。違います。僕の瞳は『夢エブ置ラ・ク眼リプト』。人の夢ゆめを置ち換かんする」


「人の夢を置換……？　って、どういうことだ？　夢を置き換かえる？」


「はい」


　ラフラはうなずく。


　だがライナはそれに、さらに首をかしげて、


「…………夢って、あの夢？　寝ねてるときに見る……」


「その夢です」


「それだけ？」


「それだけです」


「ふむ……でもそれって……いったいなにができるんだ？」


　するとラフラはなにかを思い出すように空を見上げ。


　そして。


「…………『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢を見ていた？』」


「…………なっ」


　瞬間、ライナの顔が歪む。


　その、言葉は。


　それは、ルシルがライナに言った言葉……


「お、おまえ……なぜそれを知ってる!?」


　するとラフラはすまなさそうな顔で、


「……すみません。ライナさんの夢を……少しだけ……」


「覗のぞいたのか!?」


　思わず怒ど鳴なったライナに、ラフラはうろたえた顔になって、


「……は、はい……正確に言えば、僕の中にライナさんの夢を置き換えた、ということになるんですが……で、でも、安心してください。距きよ離りが離れてる場合は、その夢の内ない容ようはほとんどわからないんです。だからライナさんが見た夢の断だん片ぺんだけしか、見ていません」


　なんて言ってくるが……


「…………」


　その、彼の表情を見るだけで、ライナはもう、うんざりだった。


　彼の浮かべた表情。


　傷つきやすい、弱気な顔。


　それはまるで、かつての自分の顔を見せられているようで。


　それを見ただけで、彼がいままでどういう扱あつかいを受けてきたのかが、わかってしまう。


　人の夢を覗ける力。


　人の心の中の、願がん望ぼうを覗ける力。


　誰もが見られたくないと思っているものを、覗ける力。


　そんなものが、受け入れられるわけがない。


　気味が悪い。


　近づくな。


　近づくな、化物。


　彼は。


　いや、彼らは、そう言われ続けて……


「…………こりゃ、まいった」


　ライナは思わず呟いた。


　そのまま目線を下に落として、少年たちを見る。


　ライナがラフラと会話している間も、まるでおまかいなしにティーアの周まわりをわーわー叫びながら遊び回っている少年たちは、どうやらライナと同じ、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者らしい……


　ここにいる全員が、魔眼保持者で。


　そして彼らの顔に浮かんでいる表情。


　ラフラの顔に浮かんでいる表情。


　そしておそらくは自分の顔にも同じような表情が浮いていて。


「…………」


　本当に、ここにいるのは仲間ばかりなのだ。


　眼の種類が違っても、みんな同じような思いをしてて。


　好きだから人に近づいて、でも、好きだから人から離れる。


　とそこで、ラフラが、


「……思ったとおり、優やさしい人ですね、ライナさん」


「んぁ？　なんだそりゃ？」


　ライナは顔をしかめる。


　だが、ラフラは微笑んだまま、


「僕に夢を覗かれて、嫌な思いをしたでしょうに、怒るどころかあなたはすぐに僕を憐あわれむような表情になった。思ったとおり、優しい人だ……」


　なんてことを言ってきて、ライナはますます機き嫌げんが悪そうな表情になる。


「俺は優しくなんかねぇよ」


「そんなことありません」


「だからなんでおまえがそんなこと……」


　が、ラフラはそれを遮さえぎって、


「……もう、気づいているかもしれませんが……世界中に散ちらばった神の眼の保持者は、僕ら『夢エブ置ラ・ク眼リプト』保持者が探さがしています」


　と、突とつ然ぜんそんな話が始まる。


　それがライナが優しいだのどうのに、どうつながるのかはまるでわからなかったが……


　話題が変わったことに、少しほっとした。


　優しいなんて、面と向かって言われて、嬉うれしい奴なんかいるはずないのだ。


　恥はずかしくて！


　それに。


「…………」


　もし本当に優しいなら、人を傷つける前に、自殺してる。


　大切な人を殺し、でも、死ぬこともできない化物。


　その、どこが……


　が、その思考をライナは途と中ちゆうで打ち切った。


　ラフラのほうを見て、


「つまり俺ら魔眼保持者の夢を覗いて探すってことか？　でも、そんなに簡かん単たんに見つかるもんかね？」


　すると彼は苦く笑しようした。


「いえ、見つかりません。だから何十人もの『夢エブ置ラ・ク眼リプト』保持者が、毎日、毎日、地道に他人の夢を覗いていきます。そして神の眼の保持者に関する情報が出てきたら、その周辺地域の夢を総そう出でで覗いて……の、繰くり返し。それも、本当に距離が離れれば離れるほど、覗ける夢の情報が断片的になるので、大変なんです」


「なるほど」


　ライナはうなずいた。


　つまりラフラは、ライナが寝ている間に見た夢に出てきた情報から、『エスタブールの宿にライナがいる』という情報を得たことに……


　いや、違うか。


　ライナがエスタブールにいく前に、『まずはローランドを出て、エスタブールのあそこの宿屋に』とか、そういう夢を見れば、ある程てい度ど行動の予測がつくわけで。


　それでティーアがライナのもとへやってきたと。


　だがそうなると……


「…………」


　そこで、ライナの頭に一つの疑ぎ問もんが浮かぶ。


　ラフラの話だと、彼らは他人の夢を覗きまくって、その夢の中に、神の眼保持者に関する情報が出てきた場合、その周辺地ち域いきの人間の夢を、総出で覗くのだという。


　しかしそうなると……


　なぜアルアのことに、こいつらは気づいてない？


　ライナを見つけたなら、同時に、アルアを見つけてもおかしくないんじゃないのか？


　それとも本当に、彼らが覗ける夢はまったく意味がわからないほど断片的で、たまたまライナを見つけることができたが、ライナの周辺の人間が見た夢には、アルアは出てこなかった……とか、そんな感じなのだろうか？


　まあ、そういう可能性もないことはないと思うけど。


　第一夢なんてものは、見る人間の願望や幻げん想そうが登場することも多いわけで……正確な情報なんてほとんど得られないと思うんだが……


「おまえ……いったい俺の夢を、どこまで見てる？」


　すると、ラフラはにこにこと笑ったまま、


「ライナさんは優しい人だから」


「ってまたそれかよ。おまえ、話が支し離り滅めつ裂れつだぞ」


「いえ、順じゆん序じよ立てて話しているつもりです。あなたは本当に優しい……」


「だから優しいとか言うなってもう！　聞いてるだけで恥ずかしいから!!」


　それに、ラフラは笑う。


　さらにはそれを聞いていたティーアも笑って、


「ラフラ、あんまりライナをいじめるな」


「でも、僕はライナさんの優しさに触ふれて、感動したんです。それをどうしても伝えたくて……あ、じゃあ、みんなに聞こえないように小声で話せばライナさんも恥ずかしく……」


「恥ずかしいわ！　ってなんなのおまえ？　うっとうしいなもう」


　が、ラフラは無む邪じや気きに笑ってこちらへ近づいてくる。


　どうも本気でライナがいかに優しいのかを、ライナ自身に伝えるつもりらしくて。


　ティーアが笑う。


「到着早々仲良くなれてよかった。じゃ、僕らは先に家に入ってるよ。夕食の準じゆん備びもしないといけないしな。だからまあ、しばらくライナはここで、ラフラと親交を深め……」


「絶対嫌！」


　するとラフラが嬉しそうな顔で、


「まあまあ、ライナさん。そんなこと言わずに」


　と、いつのまにかライナの服の裾すそをつかんでいて……


「お、おまえ、変になつくなって……気持ちわりいから」


　が、やはり彼は嬉しそうな顔のまま、


「……それじゃ、人がいなくなったところで、いかにライナさんが優しいのかを……」


「頼たのむからやめてくれって！」


　そう怒ど鳴なると、ラフラはまた、笑う。
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　それから後ろを見て、ティーアが小屋の中に入ったのを確かく認にんしたところで……


「じゃ、話を始めましょうか」


「だから嫌だってさっきから……」


　しかしライナの言葉が終わる前に、ラフラは言った。


「……僕がここに、アルアを呼よばなかった理由……」


　それに、


「お、おまえ……」


　ライナは、目の前の青年を、にらみつける。


　こいつは、アルアのことを知っているのだ。


　ライナの夢から、アルアの存在を知っている。


　だが、アルアをここにつれてこようとはしなかった。


「…………」


　いや……


　とそこで、ライナは小屋のほうを見る。


　小屋の扉とびらは閉しまり、あれだけうるさかった子供たちの声すら、ほとんど聞こえない。


　そして、さっきのラフラの言葉だ。


『いえ、順序立てて話しているつもりです』


　順序立てて。


　これは、どういう意味だ？


　ライナは、再びラフラのほうを見た。


「…………ってことは、あれか？　ティーアには、内ない緒しよの話ってわけか？」


　するとまた、ラフラは笑顔になる。


「では今度こそ、ライナさんがいかに優しくて、僕がどれほどあなたのファンになったのか、という話をしても？」


　その言葉に、ライナは頭痛を押さえるかのように額ひたいに手を添そえた。


「……ああくそ。嫌だけど、それも順序のうちってわけか？」


「ふふ、そういうわけです」


　ラフラは嬉しそうに笑う。


　それにライナはため息をついた。


「じゃ、なんというか、俺を褒ほめるところは手て短みじかに話してくれ」


「ええ!?　そこが本メ筋インなんですよ？」


「じゃあ、本筋省しよう略りやくして、脇わきのストーリーをメインで頼たのむ」


「う～ん」


　と、ラフラは腕組みして悩む。しばらく、考えをまとめるように沈ちん黙もくしてから、


「……実は、もうずいぶん前から、僕はあなたを見つけていたんです……見つけていて、でも、仲間にはそれを教えなかった」


「……ほう？　そりゃまたなんで？」


「あなたが特別だったから。初めて見るタイプだった。自じ慢まんするわけじゃないけど、僕は『夢エブ置ラ・ク眼リプト』保持者の中では、比ひ較かく的てき優ゆう秀しゆうなほうで……たくさんの神の眼を見つけていた。もちろん、あなたと同じ『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者も……でも、あなたは他の神の眼保持者とはまるで違うタイプで、僕は興きよう味みを持った」


「……違うタイプ？　たとえばどこが？」


　すると彼はにっこり笑って、


「あなたは、すごく優しい」


　その言葉に、途と端たんにライナの顔は歪ゆがむ。


「いや、それはもういいから」


　だが、ラフラは真顔で、


「いえ、重要なことです。あなたは優しい……こんなふうに言うとライナさんはすごく嫌かもしれないけど……僕はずっと、あなたの夢を覗いていた。もちろん遠くにいたから、ほとんどその内容はわからない。断片的な情報だけしか伝わってこない。だけど……それでも感情は伝わってくる。見ているこっちが泣き叫びたくなるほどの負の感情。


　怒いかり、悲しみ、憎にくしみ、絶望……


　蔑さげすまれ、恐おそれられ、どんどん、どんどん孤こ独どくになっていく。


　傷つけるのが怖こわい。


　傷つけられるのが怖い。


　いっそ死ねれば、いっそ狂くるえれば、そんな感情にさいなまれて」


「……それの、どこが優しいんだよ？」


　だが、ラフラは笑う。ライナを見て、笑う。嬉しそうに、ただ笑って。


「なのにあなたの心を最後に支し配はいするのは……人が、好きだという叫び」


「…………」


「あなたは最後にはいつも、大切な人を守りたいって思う。もう孤こ独どくは嫌だって思う。人が好き。みんなが好き。自分は化物かもしれないけど、でも、もっと……もっともっと、人と触れ合っていたいって……」


「……そこまで俺は、お人好しじゃねぇよ」


　ライナは、吐はき捨すてるように言う。


　だがラフラはそれにもただ、笑うだけで。


「いいえ。あなたはお人好しです。あなたは悲しいくらいに優しくて」


「……おまえ、ちょっといい加か減げんに……」


「弱くて、寂さびしがり屋で、叫び続けるんだ。一人は嫌だ。一人は嫌だ。寂しい。誰か助けて。助け……」


「いい加減にしろって言ってんだろうが！」


　そこでやっと、ラフラの言葉は止まる。


　しかし、ラフラは相変わらず嬉しそうな、楽しそうな顔をしている。


　ライナはその、ラフラの笑顔を見て、


「…………」


　また、なにも言えなくなった。


　彼は、まるでライナのことをなにもかも見み透すかしているかのように、にこにこ、にこにこと笑っていて。


　しかしその笑顔からライナは目をそらしたくなる。その笑顔をやはり、ライナは知っていたから。


　本当は悲しい。本当は泣きたい。でも笑う。もう、なにもかもがどうでもよくなって、ただ、笑うだけで……


　ライナはそれに、


「……おまえ……なぁ。そんな泣きそうな顔で言うなよ……」


　うんざりそう言うと、ラフラはまた、


「あはは」


　それは悲しげな声。


　顔は笑顔なのに、いまにも泣きそうな、悲しげな声。


　なのに彼は、ライナに向かって、


「……あなたは寂しがり屋だ」


　なんてことを言ってきて。


　ライナは顔をしかめる。ラフラの、悲しげに笑う顔を見つめ、


「どっちがだよ。孤独は嫌だ？　大切な人を守りたい？　人が好きだと？　いまの話は全部、本当はおまえのことなんじゃないのか？」


　するとラフラはあっさりうなずいて、


「あなたと……そして僕のことです。だからこそあなたを呼んだ。助けて欲ほしいから」


「誰を？」


　ライナがきくと、彼はまた、小屋のほうへと目をやって、


「ティーアを」


　そう、言った。


　それに、ライナも小屋のほうを見る。


　と、そこで、小屋の扉が開いて、さっきは出てこなかった、ラフラより一、二歳年下というぐらいの少女が、


「ラフラ兄ちゃん、ティーアがご飯できたってー！」


　大声でそう伝えてきて。


　それにラフラは笑顔で手を振りながら、


「……それに彼女も助けて欲しい。小屋の中の子供たちも。中央大陸に集まっている仲間たちも。そしてライナさん、あなた自身も……」


　そう言ってから、ライナのほうへと、黒い瞳を向けてくる。


　するとその瞳には呪のろいがかかっていて。


　朱の呪い。


　誰もが忌み嫌う、蔑む、恐怖する、朱の紋もん様ようが浮かんだ瞳。


　ラフラはその、呪われた瞳でライナを見つめ、


「人間に絶望した、悲しい神の眼の保持者たちを……あなたに救って欲しい」


　いつもの、悲しげな笑顔のままでそう言った。





　　　　　　◆





　そこはひどく、静かだった。


　人里から遠く離れているせいかもしれない。


　聞こえてくるのは、風の音。


　その風が草をなでる音。


　そして子供たちの寝息。


「…………」


　みなが寝ね静しずまった、夜中。


　ティーアも、ラフラも、子供たちもみんな眠ねむっていて。それを起こさないよう、静かに、静かに、ライナは起きあがった。


　そして小屋を出る。


　小屋の外に広がっているのは、人工的な光がまるでない、闇やみ。


　だが、真の闇というわけではない。


　空には雲も少ない。


　月も出ている。


　むしろ明るいくらいだ。


　その、月と星が輝かがやく空を見上げ、ライナは言った。


「……俺、枕まくらが変わると眠れない質たちだっけ？……」


　そんなはずはないんだけど。


　いつもなら、布ふ団とんに入り、目を閉じた瞬間にはもう、夢の彼か方なたへ飛び立っているのだ。


　なのに今日に限かぎって……


　目を閉じても、まるで眠れる気がしなかった。


　目を閉じるとすぐに、ラフラに言われた言葉が、何度も、何度も……


『人間に絶望した、悲しい魔眼保持者たちを……あなたに救って欲しい』


　何度も、思い出されて。


「……ラフラの奴、めんどくせぇこと言い出しやがって……」


　ライナは、顔をしかめた。


　それから振り向く。


　こぢんまりとした、木造の建物。


　その中にはさらに四人、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者がいた。


　少年、少女、ライナと同じぐらいの歳としの奴も。


　十一人もの大おお所じよ帯たいで食しよく卓たくを囲かこんで、ティーアが作った夕飯を食べる。


　彼の料理はなかなか美お味いしくて……それを食べながら、みんなが笑っていた。


　誰もがライナを笑顔で迎むかえ入れてくれて。


　冗談を言って笑い、子供たちがふざけて笑い。


　そこには……なんの悩みもないように見えた。


　なんの問題もない。


　ここに居い場ば所しよがあるんなら、それはそれでいいじゃないか。


　そう思った。


　なのに……


『人間に絶望した、悲しい魔眼保持者たちを、あなたに救って欲しい』


　また、ラフラの言葉を思い出す。


　それにライナは、頭を抱かかえたくなる。


「……俺が、魔眼保持者たちを救う？」


　そんなこと、考えたこともなかった。


　いやそれどころか、人を傷つける化物の自分など救われるべきじゃないとすら、思っていた。


　人を傷つけるのは嫌だ。


　だから、呪われた瞳を持つ自分が、救われる価か値ちなどないと、そう思っていたのに……


「…………」


　ライナは、夕食の間中、延えん々えん騒さわぎ続ける子こ供どもたちの姿すがたを思い出す。


　ラフラが冗じよう談だんを言って、夕飯だと知らせてくれた少女が、そのラフラのことばかりを見ていると……


　少年が言う。


『あー、またプエカ姉ねえちゃんラフラ兄ちゃんのことばっかり見て……』


『な、み、見てないわよ！』


『ぎゃあー！　ラフラ兄ちゃんプエカが殴なぐったぁ!!』


　そんな、普通の光景。


　そんな、幸せそうな光景。


　でもその子供たちのすべてに、呪われた瞳がついているのだとすると……


「……俺は呪われた化物だから救われる価値がないとか、言えないよなぁ……」


　そんなことを言った日には、あの子供たちもみんな、救われないってことになるわけで。


「…………」


　でも、救ってやりたいと思う。


　あんな騒がしくて、うっとうしいガキどもを……


　ライナは、救ってやりたいと思ったのだ。


　そしてその自分の気持ちに気づいて、


「うわもう勘かん弁べんして……これじゃ俺、ラフラの言ったとおり、ほんとに馬ば鹿かなお人好しじゃねぇかよ……」


　小屋のほうを、見る。


　子供たちが寝ている小屋のほう。


　そして、


「……まじで、めんどくせぇことになってきたなぁ……」


　ライナはげんなりとため息をついた。


　最初は、もっと簡かん単たんだったはずなのに。


　自分だけが『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物で。


　自分だけが、なぜこんな思いをしなきゃならない？　と、そう思っていた。


　この眼さえなければ。


　こんな呪われた眼さえなければ俺は、と。


　なぜ俺だけがこんな思いをしなきゃいけない？


　そんな……


「…………」


　が、そこで。


　ライナは思考を止めた。


　風の音。


　草の音。


　その、音に混じって、別の、違うなにかを感じて……


　草むらの中へ、目を向け、


「…………誰だ？」


　すると草の中から、


「あらら、気け配はいは消してたのに、こんなに簡単に見つかってしまうとは……やはりかつてローランドで、天才とまで呼ばれた方は、違いますねぇ」


　その、声に。


　ライナは聞き覚おぼえがあった。


「おまえ、ミルクの部下の……」


　すると草むらの中から、一人の男が現あらわれる。


　やはり見覚えのある、穏おだやかな顔。長身のライナよりも、さらに背せの高い、細身の体。


　見た目の年ねん齢れいは二十四、五歳さいくらいなのに、真っ白に色が抜け落ちた特とく徴ちよう的てきな髪。


　そして、ローランドの軍服。


　その男が微笑んで、


「ルークです。ルーク・スタッカート。『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たい所しよ属ぞく。ミルク・カラード中ちゆう尉いの部下にして……」


　それに、ライナは笑みを浮かべ、言葉を継ついだ。


「『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物、ライナ・リュート暗殺の任にん務むをシオンから受けた、奴の直ちよく属ぞくの部下ってか？」


　するとルークは悲しげな表情で言った。


「……ああ、そこまで知ってるんですか……」


　それに。


　ライナは思わず表情が変わりそうになるのを、こらえる。


　いまのルークの反はん応のうで、わかったから。


　やはり、あれは本当だったのだ。


　ライナの宿に届いた、一通の手紙。


　そこにはこう書かれていて……


『シオン・アスタールからルーク・スタッカートへと下されていた三つの命令。


　一つ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者、ライナ・リュートが見落とした勇者の遺物の、探索、収集。


　二つ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ライナ・リュートの、監かん視し。


　三つ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ライナ・リュートが、国外において暴ぼう走そう、もしくはローランドを裏切るような素そ振ぶりがあった場合。


　その抹まつ殺さつ……』


　あれは本当に、シオンがルークに下した命令だったのだ。


　何者かがライナとシオンの仲を裂さくために画かく策さくした謀ぼう略りやくではなく、事実。


　ルークが言った。


「……傷つきましたか？」


　だが、ライナは肩をすくめ、


「別に。当然の話だ。シオンは間違ったことはしてないだろう？」


　するとルークは、悲しげに微ほほ笑えむ。


「……そう。彼は間違ったことはしてない……わかっているなら、死んでください」


「やだって言ったら？」


「困こまりますね……それに私も、少し悩んでいるし」


　そして彼は、ライナを通り越して、後ろの、小屋のほうに目をやる。


「……神の眼……でしたっけ？　あんなにもたくさん、いるものなんですねぇ。あれほどの数が一ひと所ところに集まっているとなると少し、こちらの事情も……」


　が、彼はそこで言葉を止め、


「……ああ、まあ、それはこちらの話です」


　それにライナは、ルークをにらみつけた。


　いま、ルークが言った言葉。


　神の眼。


　神の眼だと……？


　いったい……


「……てめぇ、いつから様よう子すをうかがってやがった？」


　するとルークはあっさり、


「……もう、だいぶ前からですね。あなたがローランドの国境を越えて、ネルファに入ってから、時間にして三十時間ほど経けい過かしたあたりではもう、追いついていたと思いますが……」


「…………」


　ライナはそれに、全身を緊きん張ちようさせた。


　いまは、ライナがティーアとともにローランドの国境を越えてから、すでに五日目の夜なのだ。


　となると三日以上ルークはライナたちを監かん視ししていた、ということになる。


　しかしライナは、そんな気配はまるで感じなかった。


　三日以上、ずっと監視され、後を尾つけられていたのに、まるで気づくことができなくて。


　それが、意味すること……


　ライナは、ルークをにらむ。


「……てめぇ、いままでずっと、実力をかくしてやがったな」


　だが、ルークはただ、肩をすくめるだけで。


「…………ああもう、めんどくせぇなぁ」


　ライナは舌した打うちするように言って、体たい勢せいを低くし始める。


　全身に力を込め、戦せん闘とう態たい勢せいに……


　しかしルークはやはり、別段身み構がまえるわけでもなく、


「そんなことをしても、あなたでは私には勝てませんよ」


「……へぇ。いつもと違って、ずいぶんと強気じゃねぇか。おまえのほうが、俺よりも強いってか？」


　だが、ルークはそれにもあっさり、


「とんでもない。私のほうが全然弱いですよ。そんなの、ライナさんも知ってるでしょう？　かの伝説のローランドの天才魔ま術じゆつ師しを相手じゃ……私は手も足もでません。魔法でも、体術でも、まるで相手にならない」


　なんてことを言ってきて。


　ライナはそれを、鼻はなで笑った。


「……はっ。それも戦術の一種か？　油断させようたってそうは……」


「そんな必要はありませんよ。そんなことをしなくても、私が勝ちます」


「……おまえには、出来ねぇよ」


　するとルークは、まるでこちらを馬鹿にするかのように笑って、


「……若いなぁ。戦いはもう、戦う前にほとんど勝負の行ゆく方えは決まっているのだけど……まあいいでしょう。じゃあ、やってみましょうか？」


　それに。


　ライナはルークの前にある草むらを、見た。


　するとそこには、うまく偽カムフ装ラージユされているが、いくつかの魔ま方ほう陣じんが仕掛けられていて。


　魔マジ導ツクト罠ラツプだ。


　それも、かなりレベルが高い。


　普ふ通つうに戦っていたら、ライナでも気づくことができたかどうか……


　だが、ルークは喋しやべり過すぎた。


『戦う前にほとんど勝負の行ゆく方えは決まっている……』


　それはつまり、すでにライナと戦うときに備そなえて、準じゆん備びを整ととのえてあるということ。


　そして案あんの定じようの、魔マジ導ツクト罠ラツプ。


　ライナは笑みを浮かべて、


「あとで自分の自信過か剰じようっぷりを後こう悔かいすんなよ」


　走り始める。


　そして一いつ足そく飛とびに、ルークの前の魔マジ導ツクト罠ラツプを飛び越えて……


　瞬間。


「え、うわ、見破られ……くそ」


　ルークの顔が歪む。まるで逃げるように一歩後退する。


　しかし、ライナは止まらない。ルークが下がる、倍の速さでその間合いを詰つめ……


　が、そこで。


「……なんてね。おい、こいつを殺せ……」


　そう言って、ルークが笑った。


　と同時、ライナの足が、何者かにつかまれてしまう。


「な!?　まさか他に仲間が……!?」


　思わず叫んで、そちらを見る。


　だが、それで終わりだった。


　地面には、ひどく古典的な罠わなが一つあっただけ。ライナが見破った、魔ト導ラ罠ツプの、一歩先。そこに、草と草を結んで、足を引っかけてつまずくように細さい工くした簡単な罠があって……


　それに、ライナは足を取られた。


　そしてルークの言葉によって、それを新たな敵だと勘かん違ちがいして。


　結果。


「王チエツ手クメイト」


　ルークが持つナイフが、ライナの首くび筋すじに……


「…………く」


　そんな声しか、出せなかった。


　あまりに鮮あざやかな手て並なみ。


　喋り過ぎ？　あとで自分の自信過剰っぷりを後悔するな？


　馬鹿か俺は。


　すべての動き、すべての言葉が、最後にライナの首にナイフを突きつけるための布ふ石せき。


　最初にルークが自信過剰なほど饒じよう舌ぜつに喋ったのすら、ライナに魔マジ導ツクト罠ラツプを見つけさせるよう、誘ゆう導どうするための罠。


　勝てる気が……


　が、まるでその、ライナの思考を見み透すかしたかのように、ルークが言ってくる。


「勝てる気がしない……そう思ったでしょう？　あんな単純シンプルな、草を結むすんだだけの罠トラツプに引っかけられるなんて、実力が違い過ぎる……そう思ったでしょう？　でもそれは間違いですよ。本当はあなたのほうが強い。私のほうが圧あつ倒とう的てきに強いと、そう思いこませるように……私は演えん出しゆつしただけ。だからほら、あなたほどの実力者なら、こんなナイフあっさり奪うばって、私を殺すこともできるだろうに、あなたはそれをしないでしょう？」


　なんてことを言ってくるが。


「…………」


　そんなふうに言われると、余計に動けなくなる。


　もしかしたら本当に、このナイフは簡単に奪えるのかもしれない。


　いや、いままでのルークの動き、立たち居い振ふる舞まいだけを見ていても、彼の能力はそれほど高くないように見える。このナイフを奪おうと思えば、もしかしたら奪えるのかもしれない。


　だが、それをあっさりルーク自身の口から言われると……


　動けない。


　いったい、どれが本当で、どれが噓うそ……


　が、それすら罠。


「……はい終わりです」


　ルークはナイフをぐっと押しつけてきて。


　だが、まるで体が動かない。ルークの言葉に惑まどわされたことによって、判断が遅おくれる。体の緊きん張ちようが緩ゆるむ。


　その、緊張が緩んだ隙すき間まを狙ねらうように、ナイフがずずっと押し込まれ。


「……がぁ」


　ライナは、身をよじる。


　ナイフをなんとかかわそうと、ライナは必死に身をよじる。


　だが、まるで間に合わなかった。


　死が。


　死が迫せまってきて。


　もう、どうにも……


「…………」


　そしてライナは死の直前に、見た。


　まるで、夜の闇を切り裂さくかのように現あらわれた、天使を。


　金色に輝く、長い髪。


　切れ長の青い瞳。


　異い常じようなほどの美び貌ぼう。


　綺き麗れいだと思った。


　これまで生きてきた中で、ライナはこんなに綺麗なものを見たことがないとすら思った。


　いや、誰が見たとしても、そう思うだろう。


　だが、その天使は微笑まない。


　完全なる無表情のまま、剣けんを振り上げて、その剣を、


「は？　って……なんで俺の方にぎゃぁああああああああああああああああああああ!?」


　顔面に懐なつかしい感かん触しよくが当たったかと思うと、なにがなんだかわからないうちに、そのまま地面にたたき潰つぶされていた。


　その、あまりの痛いたみに、すぐには立ち上がれずに、


「…………お、おまえは俺を殺す気かフェリスっ!?」


　怒ど鳴なった。


　するとフェリスは、そのライナを、さらに足で踏ふみつけてきて、


「ん？　ああ、いたのか」


「…………う、うわぁ。なんかそのセリフも懐かしく感じられるところが……日ひ頃ごろどれだけおまえに虐しいたげられてたのか、思い出され……ぐぁ!?」


　そこでまた、フェリスはライナの頭を踏む。


　そして、


「ん？　ああ、いたのか」


「っておまえぶっ殺……ぐぎゃ!?」


「ん？　ああ、いたのか」


「い、いったいなんの……ぐおあぐわ!?」


「ん？　ああ、いたのか」


「い、いや、ちょっと待っ……ぼわぐはぁぐはぁ!?」


「ん？　ああ、いたのか」


　それにライナはもう、半泣きで言った。


「ご、ごめん。お、怒おこってるのね？　怒ってるんだよね？　あの、なんかいろいろ謝あやまるから、ちょっと待ってください。だ、だんごとかおごるし。な？　ね？　し、死んじゃう……ぐぎゃああああああああああああ！」


　今度こそ死んだ。


　ライナはそう思った。
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　するとやっとフェリスは少し満足してくれたのか、


「……で、いったいこの状じよう況きようはなんだ？　この男が、どうしておまえを殺しかけてる？」


　するとそれに、ルークがフェリスを見つめて。


「……やっと、追いついてくれましたか、フェリスさん。私の後を追ってここにきたんでしょう？」


「……な……貴き様さま、私の尾び行こうに……」


　が、そこで。


「きゃぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　今度はまた、別の場所で悲ひ鳴めいがあがった。


　それにライナとフェリスは、


「なんだ？」


「ん？」


　一いつ斉せいに、そちらを振り向いて。


　それは小屋のほう。


　確かプエカとかいう、ラフラに惚ほれてる少女の声。


　ライナは立ち上がりながら、


「寝言……にしちゃ、派は手で過すぎるよな？」


　するとフェリスが、信じられないとばかりの顔でライナを見つめ、わなわなと震ふるえる。


「ま、まさか貴様、こんな離れた小屋にも、遠えん隔かく婦ふ女じよ暴ぼう行こう行こう為いを……」


　続いてルークが、


「あ、それは新しいですね。まさかそんな魔法まで開発して……」


「あほかおまえらっ!?　してるわけ……」


　と、そんなことを言い合ってる間にも、小屋の扉が開く。そして子供たちが、こちらへと逃げ出してきて。


　みんな、泣いていた。


　さっきまであんなにうるさくわめいていた少年、少女たち三人が、みんな泣いていて。


　そしてさらにその後ろから、プエカと、ラフラが出てくる。


　それにライナは、


「お、おいラフラ、いったいなにが……」


「ら、ライナさん……逃げてください！　こ、殺される!?」


「殺される？　いったい、誰に……」


　しかしライナの言葉はそこで止まる。


　ラフラたちを追うようにして、小屋から飛び出してきた化物の姿を見て、声を失ってしまう。


　それはまるで光……いや、雷かみなりの塊かたまりのように見えた。


　雷の塊が、獣けものの姿をして後ろからプエカに襲おそいかかろうとして……


「くそ！」


　ライナはうめいて、走りだそうとする。


　だが、間に合わない。


　遠い。


　あまりに遠すぎる。


　雷の獣が大きく口を開け……


「よけろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


　しかし、それに。


　ラフラが横から、プエカの体を蹴けり飛ばした。


　すると雷の獣は、ラフラのほうへと目もく標ひようを変えて。


　間に合う！


　あと少し。


「ラフラ、こっちへ走れ！」


　だが、ラフラはそれにこちらを見て……


　なぜか微ほほ笑えんだ。


　あの、悲しそうな微笑み。


　すべてをあきらめたような、すべてに絶ぜつ望ぼうしたような。まるで、かつてのライナと同じような微笑み。


　そして彼は言う。


「……約やく束そくを、ライ……」


「ンなことはいいから、早くこっちに手を……」


　だが、彼は動かない。ただ、ライナを見つめて、


「……間に合って、よかった。きっとあなたは約束を守って……」


　言葉は、そこまで。


　目標を変えた雷の獣が、ライナの数倍もの速さでラフラのもとへ到とう着ちやくすると。


　その牙きばが、彼の上半身に喰くらいつく。そしてラフラの体は、まるでおもちゃかなにかのように振り回され、地面に引き倒たおされて。


　ライナが伸ばした手は……つかむべき手がなくて、虚こ空くうを切る。


　地面を、見る。


　ラフラは。


　ラフラは……ライナのほうを見ていた。またあの、悲しげな笑顔。


　悲しげな笑顔のまま、でも、もう動かなくて。


「…………あ……」


　一いつ瞬しゆん、なにがなんだか、わからなくなった。


　目の前が真っ暗になって。


　ただ、悲鳴だけが響ひびく。


　子供たちの悲鳴。


　悲鳴、悲鳴、悲鳴、悲鳴、悲鳴、悲鳴、悲鳴!!


　そして頭に焼き付いた、ラフラの微笑み。


『人間に絶望した、悲しい神の眼の保持者たちを……あなたに救って欲しい』


　まるで呪いのように焼き付いた微笑みが、頭をめぐる。


『あなたが、優やさしい人だから』


「…………そ……そんな……」


　わけがわからない。


　わけがわからない！


　なんで、なんでこんなことになる!?


　いったい、なにが起きて……


　と、そこで。


　ライナの目の前。


　ラフラに蹴けり飛ばされて地面に転がったプエカが、こちらを振り向く。


　そして、ラフラを見て。


　獣の下。


　血まみれで、まるで動かないラフラの姿を見て。


「……い、嫌いや……」


　眼が、大きく見開く。


「嫌……い、やだ、やだ、やだ、やだ、や……あ…………あ」


　黒い瞳。


　その中央に、呪いが輝かがやき始める。


　あの、呪われた紋もん様ようが。


「ああ、ああああ……」


　呪われた朱の五方星が、浮かび上がる。


　強く。


　強く。


　強く……


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が、暴ぼう走そうしようと、


「や、やめろ！　待て！　頼たのむ。待ってくれ!!」


　だが、彼女は止まらない。


「あああ、あああああああああああああああああああはははははははははははははははははははははははははは!?」


　まるで、狂くるってしまったかのように笑い始めて。


「……くそがぁ!!」


　ライナは、走り始めた。


　まだ間に合う。


　いまの段だん階かいならまだ、意い識しきを断たち切れば、間に合う。


　まだ、助けられる。


　瞬間。


　なぜか頭に声が響ひびいた。


　それはルシルの声で、


『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢ゆめを見ていた？』


　うるさい。


『知っているはずなのに。君の血ち塗ぬられた化物の手では……なにも摑つかむことができない』


　うるさい！


　ライナは、プエカへと手を伸ばす。


　まだ間に合うんだ。


　間に合うはずなんだ。


　俺はこいつを、救える。


　俺の手でも、救える奴が……


　それがたとえ、血塗られた化物の手でも、それで誰かが救えるなら……


　必死に、ライナは手を伸ばす。


　だが、その手は。


「おっと、せっかく結けつ晶しよう化かさせたんだから、邪じや魔ましないでくれないか？」


　目の前に、一人の男が現れる。


　鍛きたえ込こまれた鋭するどい体。そして、自信に溢あふれる笑み。それになにより特とく徴ちよう的てきなのは、その、珍めずらしい桃もも色いろの髪。


　彼は、ライナの手を右手でぱんっと払はらう。


　そして左手には、無機質な、奇き妙みような材質で作られた緑色の球体があり、それをプエカの顔の前に掲かかげて、


「結晶をえぐり取れ、『石喰いスパンクエル』」


　途端。


　その緑の球体が弾はじけたかと思うと。


　暴走しようとしていたプエカの声が、突然止まる。


　彼女はそのまま、地面に倒れる。


「…………」


　ライナはその、彼女のほうを見て。


　しかし彼女はもう、動かない。


「…………そんな」


　ただ、地面に横たわるだけ。


　ラフラと同じだ。


　ただ、地面に……


　死んで……


「…………」


　世界が、震ふるえだした。


　がたがたと、世界が震え出した。


　だがそれは、自分が震えてるのだと、すぐに気づく。


　怒いかりで、悲しみで、憎ぞう悪おで、痛みで、体が、震える。


　なんで。


　なんでいつもこうなる。


「…………」


　なんで俺はいつも、誰も助けられない。


　伸ばそうとした自分の手を見る。


　その手もやはり、震えている。


『知っているはずなのに。君の血塗られた化物の手では……なにも摑むことができない……どこにも……』


　届とどくことは、ない。


　そんな俺が、誰を救うって？


　こんな化物の手で、誰を救うって？


　この手が出来ることは、一つだけなのに。


　人を……


「…………殺してやる」


　人を、傷つけることだけ。


「……おまえらを全員、殺してやる」


　すると目の前の男は笑って、


「はは、なんだそりゃ？　魔眼の化物ごときに、俺が殺やれると……」


　だが、ライナはその言葉を遮さえぎって、


「ガスタァアアアアアアクっ!!」


　手を、空間に躍おどらせた。


　すると目に見えないほどの速はやさでそこに、光の魔方陣が展てん開かいしていき。


　それに男は驚おどろく。


「おっと、とんでもなく速はえぇなおい。だが……」


　指を、振るう。指についているのは、金色の指輪。


　だがライナは、それと似にたものを見たことがあった。


　フロワードとかいう奴やつが使ってきた勇者の遺物と、同じ類たぐいのものだろう。


　フロワードは影かげの獣を操あやつっていたが、こいつは雷の獣。最初にラフラを殺したあの雷の獣を、指輪で操っている。


　もしもフロワードが使う獣と同じだけの能力がこの指輪にあるとすれば、勝ち目はない。


　獣の動きは速く、鋭く、それは、ライナの目ではとらえられないほどで。


　もし一人で戦えば、まるで勝てないだろう。


　だが、そんなのはもう関係なかった。


　男が言う。


「来このかたの獣よ……」
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　しかしライナはそのまま魔方陣を完成させて、


「求めるは……」


「遅おせぇよ。魔法解かい除じよしてよけないと、死ぬぜ？


　有れ！」


　刹せつ那な。


　ライナの目の前に、光が生まれる。


　雷で出来た獣。


　だが、ライナはよけない。


　どうでもいい。


　もう、なにもかもどうでもいい。


　こんな、誰も、なにも救えないような呪われた化物が、死のうが生きようがもう、どうでもいい。


　ただ、こいつを……


「……雷らい鳴めい〉〉〉・……」


　殺せればっ!!


「稲いづ……」


　しかしそこで突とつ如じよ、まるでライナを雷の獣から守るかのように、目の前にフェリスがわりこんできて。


「って、はぁ!?　なんでおま……やば……魔法が止まらな……」


　だが、さらにルークが、慌あわてふためくライナの頭を後ろからつかみ、地面に引きずり倒す。


「……うお!?」


　それで、魔法は止まった。


　雷の獣がフェリスを襲い、しかし、フェリスはそれを、剣けんで弾はじき飛ばす。


　その、彼女に、


「……ば、馬ば鹿かかおまえ!?　魔法の途と中ちゆうで入ってきやが……」


「馬鹿はおまえだっ!!」


　フェリスが、怒鳴った。


　そのまま、こちらを振り返る。


　するとそこには、いつもの無表情があって。


　しかしその無表情が。


　かすかに、本当にかすかに、


「………………そんなに……そんなに一人で死にたいなら、死ねばいい」


　悲しげに、泣きそうに歪ゆがんでいて。


　ライナはそれに、言葉を失った。


　彼女はその顔をライナからそむけ、続ける。


「…………おまえは化物で、私の仲間じゃないのなら……勝手に消えればいい。相あい方かたでも、奴ど隷れいでも、茶飲み友達でもないと思うなら、勝手に……好きにするがいい」


　そのまま剣を、ガスタークの男へと向けて構える。


　そして、


「……だがライナ、私はそうは思ってやらない。おまえが自分のことをどれほど化物だと思ったとしても……私は思ってやらない。おまえが一人で……一人になって……寂さびしいと思わないのだとしても……


　私は、そうは思ってやらない」


　そう、言った。


　すると彼女の目の前の、ガスタークの男が笑って、


「いやぁ、これは素す晴ばらしいものを見たなぁ……これがお伽とぎ噺ばなしかなんかなら、最後は化物は人間になって、めでたしめでたしなんだろうけど……あいにくそいつが化物であることは変わらない……」


　そして男がライナを見て、言ってくる。


「こいつは生きているだけで世界に害なす、化物だ」


　世界に害なす、化物……


「…………」


　それは、言われ慣なれた言葉だった。





　ずっとそう、言われ続けていた。


　おまえは化物だ。


　人を傷つけるだけの、化物。


　人を、殺すだけの化物。


　この血塗られた手では、どこにも届かない。


　誰も救えない……


　それを、否ひ定ていするつもりもない。生きているだけで人を傷つける化物ならもう、死んだっていい。


　ずっと。


　ずっとそう思っていた。


　なのに。


　ライナがそれをもう、認みとめているのに。


　目の前ではフェリスが男をにらみつけ、


「……だからどうした？　こいつが化物だから、どうした？　こいつが化物だろうがどうだろうが、私は気にしない」


　すると男は笑う。


「お、おもしろいことを言うなぁ……いや、あなたが気にしなくても……危き険けんな化物は、生かしては……」


　しかし、フェリスはそれを遮って、


「知るかそんなこと」


　あっさりだった。


　あまりに、あっさり。


　それに、ライナはまるで、頭を殴なぐられたかのような気持ちになる。


　彼女の一言、一言。


　化物だから、どうした？


　化物だろうが、気にしない。


　そして最後には、『知るかそんなこと』って……


　それは、あまりに投げやりで。


　まるでなにも考えてなくて。


　もう、あまりに馬鹿馬鹿しくて。


　馬鹿馬鹿しすぎて、ライナは、


「……お、俺は……」


　なぜか、涙なみだが溢あふれてきた……


「………………俺は……生きてても、いいのかな？」


　声が、震える。


　それに、勘かん弁べんしてくれと思う。


　フェリスの前で涙を見せて、後でなにを言われるか……


　だが、困こまったことに止まらない。


　みっともなく、涙が流れ続けて、死にたくなる。


　ああ、もうだめだ。


　恥はずかしすぎて死ぬ。


　いま彼女に振り返られたら……


　が、そういうときばかり、彼女は振り返ってくる。


　そういう奴なのだ。


　天あまの邪じや鬼くで、いじわるで、暴力的で。


　その上……


「…………」


　彼女は、こちらを見る。


　涙でぼろぼろのライナを見つめ……


　しかし彼女も、いまにも泣きそうな顔で微笑んで、


「……馬鹿が。おまえが死んだら………………寂しいだろうが……」


　そう言った。
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「…………」


　それにまた、ライナは言葉を失う。


　悲鳴。


　頭に鳴り響く、自分の心の中の悲鳴。


　一人はもう嫌だ。


　寂しいのはもう嫌だ。


　蔑さげすまれても、恐おそれられても、もう一人は嫌なんだ。


　人が、好きだから。


　だからどれだけ傷ついても俺は……


「俺は……」


　だが。


　それにガスタークの男が、


「じゃあ、さっそく寂しくなるなぁ。なんせ彼は、ここで死ぬことになるんだから」


　言って、さっきの緑の球に手を突っ込み、宝ほう石せきのようなものを取り出す。


　それにライナは見覚えがあった。


　かつて戦った、スイとクゥが使ってきたものと同じ。


　魔眼保持者からえぐりとった眼めを、結けつ晶しよう化かしたもの。それもおそらく、プエカの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』で。


　それを見て、


「ま、まずい」


　ライナは、叫んだ。


　あの結晶を使われると、周囲にいる『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者は、無む理り矢や理り暴走させられてしまうのだ。


　ライナは、周りを見回す。


　すると子供たちが。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を持った子供たちが、なにもできずに、泣きながらこちらを見ていて。


　男が言う。


「おまえらの魔眼は全部回かい収しゆうさせてもらうよ」


　ライナは叫さけぶ。


「に、逃にげろおまえら！」


　だが、子供たちはやはり動かない。ただ、泣くばかりで。


　助けにいこうにも、距きよ離りが離れすぎていて、ライナの速さでは到とう底てい間に合わない。


　なら当然、ルークにも無理だろう。


　だから彼は、フェリスを見た。


　彼女なら……


　するとフェリスはもう、走り出そうとしていて。


　だが、それに。


「来このかたの獣けものよ、有れ！」


　男が、指輪を振るう。


　すると子こ供どもたちの前に一いつ匹ぴきの獣が現あらわれ、さらにもう二匹が、フェリスへと襲おそいかかってきて。


　一匹の牙きばは剣で受け止めることに成功するが、その、横から、もう一匹の尾おがうなるように彼女の体をとらえて、


「……がぁ!?」


　彼女は、吹っ飛ぶ。そのまま地面を転がり、意い識しきを失って。


　それを見て、男が笑う。


「な？　だから言ったろう？　魔眼の化物が、俺を殺やれるわけないって」


　そして結晶を掲かかげる。


　ライナはそれを目の前に、なにも出来ない。


　また……


　また俺は誰も……


「違うっ!!」


　ライナは、怒鳴った。


　あきらめようとする、自分に。


　自分には無理だと、すぐにあきらめようとする心に。


　だって、そんなはずない。


　そんなはずないんだ。


　こんな絶望ばかりなはず。


　世界が、こんな絶望ばかりで埋うめ尽つくされてるはずないんだ。


　じゃなきゃ、なんのためにラフラは死んだんだ。ここで誰も助けられなかったら、無む駄だ死じにじゃないか。


　でも違う。


　そんなはずない。


「なにか、なにか手が……」


　考えろ。


　考えるんだ。


　俺に出来ること。


　誰かを、救うこと。


　もうあきらめないから。


　もっと、もっと強く願ねがうから。


　だから俺に、道を示しめしてくれよ。


　神でも、悪あく魔までも、なんでもいい！


　俺に。


　絶望の先にきっとある、もう誰もがなにも失わない世界を。


　あの子も、キファも泣かないし、タイルやトニー、ファルは死なないし、シオンも笑って、フェリスも、ラフラも、みんな、みんな、みんな、みんな、みんな、みんな!!


　と、そこで。


　突然頭にラフラの顔が浮かぶ。


　なぜかはわからない。


　でも彼は、こんな絶望ばかりの世界で、それでも死ぬ寸すん前ぜんまで、微笑んでいて。


　頭の中のラフラが言う。


『だからあなたを呼んだ。あなたに、助けて欲しいから』


　それにライナは確か、こう聞いた。


「誰を？」


　すると彼は、悲しげに笑って……


『ティーアを』


　瞬間。


「…………」


　ライナは、小屋のほうを見た。


　すると小屋の入り口には、さっきはいなかったはずのティーアが倒れていて。


　彼は、血まみれだった。


　右腕と左足を千ち切ぎられ……それでもなんとか、小屋の外へと這はい出してきていて。


　だが、そこまでだった。


　彼は動かない。ぴくりともしない。出血の量も、致ち命めい的てきだった。まるでもう、死んでいるかのようで。


「…………」


　だが、ライナはそれに、笑えみを浮かべた。


　そのまま、手を空間に躍らせ始める。


　誰よりも速く、誰よりも正確に、彼は光を、空間に刻きざみ込む。


　瞬またたく間に複雑な構成の魔方陣が完成していって……


　それに男が、


「無駄なあがきを。でも、それももう終わりだ」


　結晶を掲げた。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を、無理矢理暴走させることができる、結晶を。


　そして、


「共鳴しろ」


　その、時。


　あれほど高速で動いていたライナの手が、止まった。


　視界が、白く、白く、曇くもっていく。思考も、なにもかもが白く。


　眼が大きく開き、その中央が熱く痛み始める。


「…………う、あ……き、きやがった……」


　意識が遠のく。


　意識が遠のく。


　そして、すべてがどうでもよくなり始める。


　生。


　死。


　喜び。


　悲しみ。


　その、すべてがどうでもよくなり始……


　黙だまれ、こいつ。


　抗あらがうな。おまえはそれを望のぞんでる。どれほど世界が絶望に埋め尽くされていようと、おまえにとってはどうでも……


　黙れって言っ……


　大切なものだろうが、どうでもいいものだろうが。


　違う。


　おまえはなにも気にならない。


　違う！


　遠くで声が聞こえる。


　子供たちの声。


「あ、あああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」


　あいつらを俺は、助け……


　おまえは気にしない。


　うるせぇ。


　おまえは気にしない。


　うるせぇんだよ！


　おまえは、誰が死のうが、気にしない。


　く……そ……


　は、ははは。


　どうせ消えるんだ。


　全すべてが。


　そしておまえは気にしない。


　や、やめ……


　ほら、意識が白くなってきた。


　あ……


　楽になれ。


　すべてはどうでもいい。


　世界は、真っ白。


　白く、白く、なにもない世界。


　その中で、ただ、感覚だけが冴さえ渡わたっていく。


　どんどん、どんどん、意識だけが冴え渡っていく。


　世にある存そん在ざい、すべてのものの構成が、視界に広がる。


　数すう値ちで、グラフで、模も様ようで。


　手に取るように、世界のすべてがわかって。


　そして声が聞こえた。


　さあ終わらせよう。


　全てを。


　望むままに。


　解かい放ほうする。


　開け。


　殺せ。


　全てだ。





　目に見えるもの全てが消えるまで……





「あ……あああ……」


　ライナは、全身を震ふるわせて……


「あああああああああああああああああこの、クソ野や郎ろうがぁああああああああああああっっっ!!」


　怒鳴った。


　頭がひどく痛かった。


　体もがくがくと痙けい攣れんする。


　だが、それでも……


　世界はもう、白くない。


　戻もどったのだ。


　目の前には、描えがきかけの魔方陣があって……


　さらにその先に、男が、驚きよう愕がくの表情で、


「ば、馬鹿な……結晶化を、止めた？　ありえない。おまえはいったい何者だ？」


　それにライナは笑みを浮かべて、答えた。


「……化物さ」


　そして再び、魔方陣を描き始める。


　そこで、


「させるかよ」


　男が指輪を掲げようとして。


　しかし、その腕は上がらない。その腕の周囲に、いつの間にやら、幾いく筋すじもの光がきらめいており……


　男は、顔をしかめる。


「……ラッツェルの糸？」


　すると、ライナの背後からルークが言った。


「ほう。そういう名前なんですか、これは……まあ、じゃあそれです。名前を知っているのなら、効こう果かも？」


「ただの裁さい縫ほう道具だ」


「ああ、やっぱりそうなんだ。でもその、ただの裁縫道具であなたは殺されるわけです。そして首だけにして、ガスタークに送りつけてやりましょう」


　そこでルークは低く、笑った。


「……貴き様さまらガスタークどもに……ローランドに喧けん嘩かを売ったらどうなるかを思い知らせてやる」


　それに。


　ガスタークの刺し客かくも笑う。再ふたたびあの、緑色の球体を取り出し、


「馬鹿が。低位の『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』で、俺が殺せるかよ。『石喰いスパンクエル』、糸を切り裂さけ」


　そう命じると、緑色の球体はまた、弾はじけた。そして周囲の糸を切り裂いて……


　だがそれに、ライナは笑った。


　まるで、さっきと同じだ。


　ライナがされたことと同じ。


　ルークの言葉に惑まどわされ、一番大切なことを忘わすれる。


　ガスタークの刺客は、選せん択たくを間違ったのだ。


　ルークなどに気を取られずに、まっさきにライナを潰つぶすべきだった。


　そうすればきっと、すべてが終わっていた。


　だが、そうはならない。


　魔方陣は完成し……


「求めるは雷鳴〉〉〉・稲い光づち！」


　ライナは、叫んだ。


　すると魔方陣の中央に光が集まり、稲いな妻ずまが生まれる。そしてすぐにそれはティーアがいるほうに放たれて。


　声が、聞こえた。


　弱々しい、かすれるような声。


「力を喰くらい……」


　それと同時。


　ライナが放った魔法がすべて、消えた。


　ティーアの瞳が取り込んだのだ。


　刹せつ那な、彼の体が、どくんっと脈みやく打うつ。


　そして腕が、足が、再さい生せいし始めて。


　跳はね起きる。


　そのまま小屋の屋根の上まで飛び上がって着地すると……ティーアは男をにらみつけた。


　朱の十字が浮かび上がった瞳を、大きく見開き、


「よくも……に、人間。人間め……殺して……」


「そんな場合じゃねぇだろティーア！」


　ライナが怒鳴ると、ティーアはこちらを見て、


「へ？　ら、ライナ……なにが……」


「子こ供ども！　子供たちを止めろ！　『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』が暴走する！」


　それにティーアはそちらを向いて、それから、驚いた表情になる。


「って、状じよう況きようわかってねぇのかよ!?」


　と、思わずライナが突っ込んだときにはもう、彼は狂くるったように笑い始めていた三人の子供たちのもとまでいき……


　見えないほどの速さの手しゆ刀とうを放つ。


　すると子供たちは意識を失い、そのまま地面に倒れて。


　だが、まだ安心できない。


「他の、小屋の中の子供たちも……」


　しかしそれに、男が言った。


「それはもう、殺したよ」


「なっ!?」


　ライナは、男を見た。


「…………おまえ」


　すると男は困こまったような表情で、


「しかし、今回はまいったなこりゃ。ここまで手こずらされるとは……最初はティーアに邪じや魔まされて、結晶化する前にみんな殺しちゃったし……今度も結晶化を止められちゃって……結局、収しゆう穫かくはこれ一つだよ」


　そう言って、さっき掲げていた結晶を……


　プエカの眼を、こちらへと見せてきて。


　収穫は、これ一つだよ……


　そう言った。


　泣き叫ぶ少女を殺しておいて……収穫はこれ一つだよ。


「…………」


　なにを言ってる？


　人を、殺したんだぞ？


　なのに、こいつはなぜ、こんなにも平然と笑ってるんだ？


　怒りが、頭を埋め尽くしていく。


　黒く、黒く、塗ぬり潰していく。


　だがその怒りを、ライナは抑おさえ込む。


　それじゃだめだ。


　それじゃ、誰も救えない……


「…………」


　ライナは、男を見つめる。


　こいつは、『……結局、収穫はこれ一つだよ』と言った。


　その意味はつまり……『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』を回収せずに、殺すだけならいつでも出来るということじゃないのか？


　冷静に考えろ。


　いまの状況で、最さい善ぜんの策さくはなんだ？


　呼こ吸きゆうを整ととのえ、周囲を見渡せ。


　そして、一人でも多く救える方法を……


「…………」


　ライナは、ティーアを見た。


　すると彼の表ひよう情じようは苦しそうで。


　それで、わかった。


　恐らくティーアは、この男と戦ったことがあるのだ。


　そして知っている。


　戦っても、勝てないということを。じゃなきゃとっくに、男に向かって襲いかかってるだろう。


　推すい理りは当たりだ。この男は、ここにいる人間を殺すだけなら、簡かん単たんにできるのだ。


　なら、どうする。


　どうしたらいい？


　しばらく、ライナは思考をめぐらせてから、


「……ティーア。子供たちを連れて、逃げろ」


　そう言った。


　すると男が笑って、


「逃がすわけ……」


「逃がすさ。その代わり、俺がおまえについていってやる」


「……おまえが？　必要を感じないな。ただの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』のおまえを連れ帰ったところで……」


　が、ライナはそれを鼻で笑った。


「噓うそをつくな。俺の眼が、ただの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』じゃないってもう気づいてんだろ？　そしておまえらガスタークは、その手の情報に、飢うえてる」


　と、それに。


　男はライナの眼を、見た。


　ライナの瞳に浮かぶ、朱の五ご方ぼう星せいを見つめ、それから目だけを、まるでなにか合図でもするかのように、くるんっと回して、ティーアのほうへと向ける。さらに今度はライナの後ろ。ルークのほうへと向ける。


　その意味が、一瞬わからなかった。


　だが、男はすぐに、


「おまえなんかいらないね。それよりも、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物どもを一人でも殺したほうが、まだましだ」


　そう言ってまた、あの緑の球体を掲げ……


　そこでやっと、男の伝えたいことがわかった。


　ライナはすぐに男の腕を摑つかみ、無理矢理押さえつけ、


「ティーア！　子供たちを連れて、早く逃げろ！」


「だけどおまえは……」


「いいから早くしろっ!!　それともここで、全員死んでもいいと思ってんのか!?」


「く……」


　それでやっと、ティーアは動き出す。子供たちを抱かかえ上げ、その場を走り去って……


　草むらの中に、姿すがたを消す。


　男はそれに、


「逃がさねぇよ。『石喰いスパンクエル』、あいつらを………くそ。離せ……ああもういい。ならおまえの仲間を殺してやる」


　言って、今度はこちらに向かって緑の球体を掲げてから……


　男はルークを見る。


　しかしルークは笑っている。


　その、こんな状況にもかかわらず、にこやかな表情を見つめ。


「……で、あんたには俺らの下へ手たな芝しば居いは、全部バレてると？」


　男がきいた。


　するとルークはくすっと笑ってから、


「いえいえ、迫はく真しんの演えん技ぎでしたよ。だからこそあの、ティーアとかいう人も騙だまされて、この場を立ち去ってくれた」


　それが、男が目線の動きだけでライナに送ってきた、合図だった。


　おまえの取り引きに応じてやってもいいが……ティーアとルークには、話を聞かせるわけにはいかない。だから二人を遠ざけろ。


　だが、その目線の見える位置にいたルークには、完全にバレていたようで。


　男はルークに向かって言う。


「それであんたはどうする？」


「……消えるしか、ないでしょう？　それとも内ない緒しよ話に私も参加させてくれるつもりが……」


「ないな」


「じゃあ消えましょう。あなたと争っても、いまは勝てる気がしないので。まあ、いまやっても腕の一本や二本は奪えるでしょうが……」


　そう言って、ルークは微笑む。いつもの気の抜けたような微笑みを浮かべ、くるっと踵きびすを返す。


「でもまあ、それはまた、別の機会に」


　その、無む防ぼう備びなルークの後ろ姿に、男が金色の指輪のついた手を、かざそうとして。


　しかし、顔をしかめる。


　ルークの背はい後ご。


　そこかしこに、いつのまにやら糸が張はり巡めぐらされてるのに気づいて。


「…………次に会うのは、戦場かな？　ま、とにかく、ローランド王によろしくな」


　するとルークは振り返らないまま、手だけを振った。


「ガスターク王に」


　そして、彼は草むらの中に消えた。


　それを確かく認にんしてから、男はライナのほうを見て、


「……ったく、なんなんだよあれ。ローランドは化物ばっかだな。王の周りにいる、消えたり現れたりする幽ゆう霊れいみたいな奴もそうだし……」


「なっ……おまえ、ルシルに……」


　が、そこで言葉を止めた。


　それからげんなりとため息をつく。


　なぜか急に、かつての自分の通り名を思い出してしまい……


『ローランド最強の魔術師』


「…………誰が最強だって？」


　ライナは、自じ嘲ちよう気ぎ味みにうめいた。


　それに男が、


「なんだって？」


「いんや、こっちの話」


「ふむ？……まあ、なんでもいいが……で、さっきの話の続き……」


　と、そこで言葉を止めてから、


「いや、その前に名乗っとくか。俺はリル・オルラ。リルって呼よび捨すてにしていいよ、ライナ」


「俺の名前は呼び捨てにすんなよ」


　ライナが言うと、リルは顔をしかめ、


「[image: ]？　おまえ、自分の立場わかってるか？　人ひと質じちを取ってるのは、まだ俺のほうだぞ？」


　言って、指を振る。


　すると少し離れているところに倒れたままのフェリスの周囲に雷かみなりの獣けものが現れ、大きく牙きばを……


「あ、って、ちょ、噓うそ。待った。俺が悪かった」


「だろぉ？　おまえちょっと立場わかってなかったろう？　はい、じゃあ言ってみよう。リル様」


「はぁ!?　おまえさっき呼び捨てでいいっ……」


　が、ライナの言葉が終わる前に、リルは指を振るおうと……


「うそうそうそ！　リル様、リル様!!　くそっ！」


「と、まあ、そんな冗じよう談だんはさておくとして……話を始めようか、『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の化物……」


　だがそこで、なにかを考えるようにしてから、


「……いや、『すべての式を解とく者』と、呼んだほうがいいか？」


　リルはライナのことを、そう呼んだ。





『すべての式を解く者』





　それは、きいたことのない言葉。


　ライナは目を細め、リルを見る。


「……それが、俺の眼の名前なのか？」


　だがリルはそれに、逆に驚いたような顔になって、


「ああ？　もしかしておまえ、自分のこと知らないのか？」


　その言葉に、ライナは一瞬、どう答えようかと考える。


　自分のこと。


　自分のことを知らないのか？


　そうきかれたら、知らないと答えるしかない。


　それどころか、自分がいったい何者なのか？　それを知る手がかりを得るために、ティーアについてきたのだ。


　だが、リルはライナのことを、『すべての式を解く者』と呼んだ。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保持者ではなく、『すべての式を解く者』。


　いったいそれは……


「俺は……いったいなんなんだ？」


　言ってみて、それはひどく間ま抜ぬけな質しつ問もんのように思えた。


　しかしそれに、リルは笑う。


「こりゃ傑けつ作さくだな。まさか……ほんとに知らないのか？」


「知らねぇからきいてんだろうが」


　するとそれに、ますます楽しげに笑う。


「じゃあ門のことも？」


「門？」


「……鍵かぎは？」


「…………」


　そこでライナは、言葉を止めた。


　だが、遅かった。


　リルは笑みを浮かべ、


「……あ、あははは……そうか。ローランドは所しよ詮せん、その程てい度どか」


　さっさと踵を返す。


　それにライナは、


「え、って、おい……おまえ、俺をガスタークに連れていくんじゃ」


　だが、あっさりリルは首を振る。


「いらねぇや。その必要もなくなった。いや、むしろおまえはここにいたほうが後々俺らにとっても……」


　とそこで、言葉を止めて。


　振り向く。


　男は、まるでこちらを馬鹿にするかのように笑っていて。


「……まあせいぜい、裏うら切ぎられないように頑がん張ばりな、狂くるった化物」


　そう言うと、彼は草むらの中へ。


「てめ、ちょっと待て。いったいなんの話を……」


　ライナはそれを追おうとして……


　しかし。


　足を止めた。


「…………」


　そのまま、振り返る。


　すると、いつのまにかそこに立っているのは、ライナだけで。


　空はほんのり白み始め、明るくなっていくのに。


　そこには闇やみが、横たわっている。


　ひどく、ひどく静かで。


　聞こえてくるのは、風の音。


　その風が草をなでる音。


「…………」


　しかし子こ供どもたちの寝ね息いきは、もう聞こえない。


　ライナは、地面に倒たおれている少年と少女を見る。


　ラフラと、プエカの姿すがた。


　そして思い出す。


　ラフラの悲しい微ほほ笑えみと、そのラフラを見ているときの、嬉うれしそうなプエカの表情。


　それから小屋の中にもまだ四人、いるはずだった。


　さっきまで、あんなに笑っていたのに。


　あんなに幸せそうに、笑っていたのに。


　いまはもう、ぴくりとも動かない。


「……せめて、墓はかを……」


　ライナは、小さく呟つぶやいた。


『すべての式を解く者』なんて、いまはどうでもいいことだ。


　そのままライナは、やはり地面に倒れているフェリスのほうへと近づき。


　彼女を見る。


　彼女の目は、閉とじられていて。


　まだ、意い識しきを失っていた。


　しゃがみこんで、彼女の状態を確かく認にんする。


　しかし、呼こ吸きゆうは安定しているし、損ダメ傷ージはそんなにひどくなさそうだった。


　骨ほねも折おれている様子はない。


　それに、ライナはほっと安心する。


　それから、


「…………」


　彼女の細い体と腕うでを見て、こんな体で、あの雷の獣とライナの間にわりこんできたのかと、あきれる。


　あんなことをして、もし死んだらどうするんだと、いまさらながらに怖こわくなって……


　そこで初めて気づく。


　フェリスがあのとき、どんな気持ちだったのかを。


　彼女が、泣きそうな顔で言った言葉。


『……馬ば鹿かが。おまえが死んだら………………寂さびしいだろうが……』


　ライナはそれに、


「……ああ。そうだな。俺もおまえが死んだら、寂しいしな……」


　そしてそっと、乱みだれた彼女の髪かみをなおそうとしたところで、


「……触さわるな色しき情じよう狂きよう」


　フェリスが、痛いたみをこらえるような声で言ってくる。


「っておまえ、目ぇ覚さめてたのかよ？」


　すると彼女は、苦しそうに顔を歪ゆがめながら起きあがり、


「……いや、いま起きた。状況はどうなってる？」


　周囲を見回す。


　それにライナは肩かたをすくめ、


「……あんま、よくねぇや。リルは……あのガスタークの奴は追い払ったけど……」


　とそこで、フェリスはライナの背後。


　ラフラと、プエカの姿を見て。それから、ルークやティーアがいないのを確認すると。


　なぜか彼女は、いつもの無感情とは違う、少し不安げな声で、


「……で、おまえはこれからどうするつもりだ？」


　そんなことをきいてきて。


　ライナは、思わず苦く笑しようしてしまった。


　彼女がなにを不安に思ってるのか。


　なんでこんなにも、こいつを不安にさせたのか……


「……馬鹿だよ、俺は」


　ライナはうめくように言う。


　するといつもどおり、フェリスが、


「……うむ。おまえが馬鹿なのは、いまに始まったことではないがな」


　だが、その声も不安げで……


　泣きたくなった。


　本当に、俺は馬鹿だ。


　もうとっくに、たくさん持ってたのに。


　自分から拒きよ絶ぜつしていただけ。


　傷きずつくのが怖こわいから。


　傷つけるのが怖いから。


　だから逃げて、一人になった。


　でもどんなに逃げたとしても、一人になんかなれない。


　どんなに絶望しても。


　どんなに世界に、人に、絶望したとしても。


　悲しいくらいに心は……絶望に埋め尽くされてくれない。


　シオンが笑って、そしてフェリスが笑えば……


　そしたらまた、嬉しくなって。


　勝手に笑顔が、涙なみだが溢あふれてきて。


　俺はもう……一人じゃないって。


　そう、思ってしまって。


　なら。


「……やるよラフラ。おまえとの約束を、果はたす」


　そしてラフラの言葉を思い出す。彼が悲しげな顔で。


　それでも、絶望出来ずにライナに託たくした言葉。





『人間に絶望した、悲しい神の眼の保持者たちを……あなたに救って欲ほしい』





　ライナは、フェリスを見た。


　彼女は不安そうな表情のまま、こちらを見つめている。


　その、彼女に向けて、


「……ローランドに、戻ろう。やらなきゃいけないことができた。でもその前に、おまえに約束してほしいことがある」


「……約束？」


「ああ。約束だ。俺が、逃げずに戦うための勇気を……おまえからもらいたい」


　その言葉に、フェリスはわからないとばかりに首をかしげ、


「……いったい、おまえがなにを言ってるのか……」


　ライナはそれを遮さえぎる。


「……俺は……ずっと逃げてたんだ。自分は化物だという事実から、ずっと逃げてきた。いつ大切な人たちを傷つけるかもしれない。いつ大切な人たちを……シオンや、おまえを、殺すかもしれない……だからローランドを離れた。おまえらの側そばにはいられないと、そう思った」


「……だが、考えは変わったのか？」


　しかしライナはそれに顔をしかめ、肩をすくめた。


「……いや……考えは、簡かん単たんには変わらないや。いまも怖いよ。おまえの側にいて、いつおまえを殺すんじゃないかって……不安で、震ふるえる。だから……だからおまえに勇気を与あたえて欲しいんだ」


「……勇気？」


　ライナはうなずく。


　そう、勇気だ。


　でもそれは、最悪の約束。


　ただ、フェリスが嫌いやな思いをするだけの、最悪な約束。


　でもそれでも、もう逃げないと決めたのだ。


　だから。


　ライナは、フェリスを見つめ、


「……俺を、殺して欲しい。もし次に俺が暴ぼう走そうしたら……おまえに殺して欲しいんだ……もう前みたいに、ためらわずに……」


　それに。


　フェリスの表情が、変わる。


　それはやはり、かすかな表情の変化で。きっと、他の誰が見ても、彼女がなにを考えているのか、どう思っているのか、わからないだろう。


　でもライナにはわかる。


　彼女の気持ち。


　彼女がいま、なにを考えてるのか。


　そしてフェリスは言った。


　やはり淡たん々たんとして、感情の感じられない声こわ音ねで。


「……それで、おまえが戻ってくるなら」


　言葉はそこまで。


　だが、約束は交かわされた。


　ライナはそれに。


「……一いつ緒しよに……ローランドに戻ろう」


　顔をそむけて、そう言った。

















　　ＥＰＩＬＯＧＵＥ　II　絶ぜつ望ぼうが埋うめ尽つくす仕組み










　暗い、闇やみの底。


　その闇よりも暗く、深い……悪意が言ってくる。


「君は正しい道だけを進む。必要なら、大切なものもすべて踏ふみつぶすことができる強さ。友も。愛する者も。すべて。それが、唯ゆい一いつの君の資し質しつ。さあ、示しめせ。正しい道を……」


　悪意が、言ってくる。


「おまえの進む道を、示してみろ」


「…………」


　それにシオンは、細く、息いきを吐はいた。そして再ふたたび吸すおうとして、しかし、空気が入ってこない。


　息が。


　空気が……


　ただ、入ってくるのは闇だけで。


「…………」


　シオンは、床ゆかに散さん乱らんしている書類に目を向けた。


　それはルーク・スタッカートがあげてきた書類で。


　書類には、ライナのことが書いてある。


　ライナがガスタークの間ス者パイと接せつ触しよくしたこと。


　しかし向こうにはいかず、彼はローランドへと戻もどってくるらしいということ。


　他にも、魔ま眼がん保ほ持じ者しやたちが一大勢せい力りよくを築きずいているらしいということや、もしかしたらその勢力との懸かけ橋に、ライナがなることができるかもしれないという提てい案あんが、ルークからはなされていて。


　魔眼の勢力と手を組むことができれば、ガスタークとの戦いも、有利に運ぶのでは、とか。


「…………」


　だが、そんなものにはなんの意味もない。


　ライナがどれほど役に立とうが、どれほど無能だろうが。


　そんなことにはまるで、意味がないのだ。


「…………」


　意味があるとすれば、彼の瞳ひとみだけ。


　彼の……


『すべての式を解とく者』だけ。


　それをシオンは知っている。


　それをシオンは……


「…………俺おれは」


　だから、彼を殺す命令を出したのだ。


　必要だからそうした。


　でも、


「………………俺は……俺はライナを、殺さない」


　すると目の前。


　闇の底に沈む悪意が、姿すがたを現あらわす。


　金色の髪かみ。閉じられたままの瞳。そして信じられないほどの美び貌ぼう。


　ルシル・エリス。


　彼は、こちらを見つめて、


「……それが君の示す道？」


「そうだ」


「ライナ・リュートを、殺さない？」


「そうだ」


　シオンはうなずいた。


　しかしそれに、ルシルはにやりと笑う。


「……ふ、ふふふ……やはりシオンは、素す晴ばらしいね……そうか。じゃあ、もっとも残ざん酷こくな道を選ぶというわけだね」


「…………」


　シオンは答えない。


　だが、ルシルの声は続く。


「……君にとってライナは大事な友達だろうから、早めに殺したほうがいいんじゃないかと思ったけど……君はあえて彼に荊いばらの道を歩かそうと」


「…………」


　シオンは答えない。


「でも、ほんとにそれでいいのかい？　アヽレヽは殺せば、すぐに代かわりが生まれる。君と一いつ緒しよさ。同じ世界の歯車。なら友達を犠ぎ牲せいにしなくても……」


「…………」


　シオンは、答えない。


　それにルシルは満足したのか、小さく微ほほ笑えみ、


「……ふ、ふふ、まあいい。後こう悔かいしないことを願ねがうよ、私の……私の勇ゆう者しやよ」


　そして彼は、姿を消した。


　再び世界に、闇が戻る。


　その闇をシオンは見つめて……


「…………」


　だがやはり、なにも言わなかった。














あとがき







　というわけで。


　毎度のことながら僕ぼくはあとがき苦にが手てです。


　いや、いきなりそれかよってな話なんですが、うまく書けないんだよなぁ。


　だってあとがきっていうのは、作品を読み終わったあとにみなさんに読んでもらうわけで、そうすると、あんまり馬ば鹿かなことを書いて、みなさんの読後感みたいなのを壊こわしたく……壊し……ああ、なんかいつも馬鹿なこと書いて壊してるような気がする……


　ご、ごめんね。





　と、そんなわけで!!


　馬鹿なことを書きまーす（書くのかよ）


　まあ、そんな馬鹿な話をする前に、今回の作品について。


『伝説の勇者の伝説８巻』


　いかがでしたでしょうか？


　この作品については作成過か程ていでいろいろすったもんだあれこれあって、担たん当とうさんが、


「ぎゃ―――！!!」


　と叫さけんだり、僕が、


「ぎゃ――――!!」


　と叫んだり大だい冒ぼう険けんだったのですが、もう済すんだことなので、詳しよう細さいは書きません。


　いや、書いたとしてもいつものごとく、『締しめ切りがヤバかった……』ってな話なだけなので、詳細というほどのこともないのですが。


　担当さんが伝勇伝への愛をものすごく熱く発はつ揮きしてくれて、もうありえないぐらい締め切りを延のばしてくれたのです。


担「こんにゃろ、プロットと内容違うじゃねぇか！」


僕「時間がないから最後まで書けなかったんだよ！　二十日じゃ時間が足たんないんだよ!!」


担「てめぇ時間内におもしろいもん書くのがプロの作家ってもんだろうが！」


僕「ううううう！　反論できないけど、この状態で出すのは嫌いやだ！　できれば今回の発売は見送りってことで……」


担「ダメに決まってんだろうが！　もう巻かん頭とう特集で広告打ってんだよ！」


僕「うううううう」


担「ああもう仕方ねぇな！　俺だってこの状態で出すのは、伝勇伝を好きでいてくれる読者様に申もうし訳わけが立たない……よし！　俺がなんとか時間作るから、最後まで書け！」


僕「か、神様っ!?」


　そして担当さんと僕、そしておそらくイラストのとよたさんの、命がけの戦いが始まりました。


　あ……


　書かないとかいっといて、詳細書いちゃったよ。


　そんなこんなの冒険の末、完成した作品についての話。


　今回の話はいままでとは大きく毛並みが違う話になってます。ここが転ターニ換ングポ点イントです。読んでもらえるとわかりますが、もう、この作品において一番重要な部分が、おもいっきり変わっていきます。


　それぞれの心の中が、です。


　ここから十巻に向かって、ノンストップで物語は進む予定です。


　ぜひぜひみなさんに楽しんでもらえたらな……と願っております。


　そしていつものことながら。


　ファンレターに、すごく励はげまされてます。


　僕の公式ホームページ『鏡かがみ貴たか也やの健康生活』にメールを送ってくれてるみなさんにも、すごく励まされてます。


　もう、締め切りがやばくなるほど、みんなに助けられてます。ああもう逃にげよう……このままカリブの海を渡わたって船乗りになっちゃおう（意味不明）とか思う気持ちを、みなさんからの愛がつなぎ止めてくれてます。


　ありがとう！


　ほんとにありがとう!!（涙）


　みんなのために、精せい一いつ杯ぱいおもしろいものが書けるようにがんばるね！





　と、お礼が終わったところで。


　別の話題。


　今回はあとがきのスペースがすごく多いらしいので、最近僕の中で好きな食べ物が増えたことでも話そうかなぁと。


　もんじゃ焼き！


　おいしいよね！


　あ、もう話題が一つ終わったっ!?


　いやいやいや、えーとそうじゃなくて、あれです。


　どうして最近になって急にもんじゃ焼きが好きになったのかというと、最近正しいもんじゃの作り方を覚えて、マスターになってきたら、突とつ如じよ、もんじゃの味がレベルアップして、いままでの、


『普通においしいなぁ……』から、


　　　　↓


『このもんじゃ、すげーうまいモジャーっっ!!』に……





　…………はい、わかってます。少しはしゃぎすぎましたね。


　でもまああれです。いままでは僕の作り方が悪かったようです。


　やはり基本って大事なんだなぁ。


　というわけで、正しい知ち識しきのもと、もんじゃをみんな食べてみてね！





　よし次の話題。


　ハートレイトモニターというのを買いました。腕うで時計のようにつけるのですが、それで心しん拍ぱく数すうを計れるのです。


　運動をするときに、心拍数を管理しながらすると、運動効こう率りつを上げることができるとのことで、買いました。


　ちなみにまだ、運動中に使ってないのですが（無む駄だだなぁ）、このあとがきを書いてるときの心拍数はというと……


　と、腕の心ハート拍レイト数モニ計ターをぴっと押す。


　するとなんと、八十八と表示！


　いや、だからなんだと言われても、なにもないけれど……





　では三つ目の話題。


　某ぼう所しよでたまたま職業アイドルの方に会って知り合いになったのですが、そこでダイエット談だん義ぎに花が咲さき、顔かお瘦やせのためのストレッチ方法を聞きました。


　なんか、顔を上に向け、舌ベロを全し開ぬきで口から十五秒間押し出し続けるのだそうです。コツは顔がみっともなくなるくらい押し出すことなので、人前では出来ません。お風ふ呂ろとかでコソコソやりましょう。


　なんて話なのですが、まああれです。そんなん効きくわけないじゃんねぇ？


　あははは～……今日初めて顔が筋きん肉にく痛つうだよ～！（やってんのかよ）


　毎日やってます（笑）


　すごい効こう果か。


　さすが顔を外に出す仕事の人は違うなぁ。


　みんなもやってみて！


　そして結果を報告してくださーい。





　と、ここまでで何ページくらい書いたかな？


　実は僕は、原げん稿こうをすべて２０文字×２０行の、普ふ通つうの四百文字原稿用紙サイズで書いているので、文庫本の４０文字×１６行のサイズだと、何ページぐらいになるのかとか、よくわからないのです。


　あ、ここでちょっとおもしろい話。


　作家さん同士で会話するときに、


「いま何ページくらい？」


　とか、


「締め切りまであと五日しかないのに、八十ページも残ってるんですよ～」


　とか、そんな会話をする場合、出レ版ー社ベルごとにその、『ページ』という言葉の意味が違ってくるみたいなんです。


　富士見の作家さんは１ページという言葉を言った場合、たいてい原稿用紙１枚のことを言うのですが（全員じゃないと思うけど）。


　たとえば他のレーベル、電でん撃げきの作家さんなんかは、１ページというと大抵文庫本の１ページのことなのだそうです。


　不ふ思し議ぎだねぇ。


　富士見ではドラゴンマガジンの連れん載さいが、原稿用紙換かん算さんでページ数を合わせてるから、原稿用紙がベースになるのかなぁ？


　僕は原稿用紙サイズで書くのに慣なれすぎて、もう原稿用紙サイズでしか小説を書けないので、本当に不思議です。


　あ、不思議といえばもう一つ。


　原稿を横書きで書く作家さんもいるんだよねぇ。これもやっぱり僕は、縦たて書きでしか書いたことがないから、それにもびっくり。


　富士見でいえば、以前に榊さかき一いち郎ろうさんのお宅にお邪魔させてもらったとき、原稿を横書きで書いてて、びっくりしました。





　って、そんなこんなを書いてるうちに、だいぶページが埋うまってきたような気がするので、そろそろ終わりまーす。


　今年も伝勇伝隔かく月げつ刊行スタートなので、次に会うのは八月発売の『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズのあとがきになるのかなぁ？


　また締め切りがやばくって出なかったら、どうしよう……


　で、でも、発売できるよう頑がん張ばるので、楽しみにしててくださいね!!


　ドラゴンマガジンの連載も、この本が出てすぐに発売される六月末売り号から再開です。


　ぜひぜひ読んで、アンケートをもらえると嬉うれしいです！（宣せん伝でんかよ）


　いや、宣伝なんですが。


　一度休んでしまったので、再開一発目で、もし人気がなくなってたらどうしよう!?　とか、がくがく震ふるえているところです。というか実は、時間的にはこのあとがきを書いてる最中にその短編を書いていたり……え、じゃあこのあとがきは、その短編のあとがき？


　なんて馬鹿な話はおいておいて。





　ではではこのへんで。


　再来月にまた～。







鏡　貴也
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伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ８


行方知れずの恩知らず





鏡かがみ　貴たか也や
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